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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　世界は、事実に分解される。（１・２）







　魔法少女、廻めぐり沢さわ小こ海うみは長い栗くり色いろの髪をした美しい少女だった。

　たとえば秋の午後、授業中のふとした瞬間、窓の外にスッと向けるその澄んだまなざし。陽の光を受けて明るく輝く大ぶりの琥こ珀はくのような色素の薄い瞳。その輝きに影を落とす密度の高い睫まつ毛げは天に向けて自然なカーブを描いている。抜けるように白い肌と、あえかに朱に染まる頰ほおにうっすらと生えたうぶ毛が白い膜のように輝くのさえ、天使の祝福を受けた神秘のヴェールのように見える。軽く交差されたズック靴のつま先から、退屈そうにシャープペンシルを弄もてあそぶ指先までを完かん璧ぺきに構成する優美な曲線。特に、脚のラインの流麗さは驚異的だった。人間離れしていると言っていい。仮にこの世に神が存在しないとしたら、これほどまでに完成された造形をただの物質に過ぎない人体が獲得する奇跡が起こり得たであろうか（いやない）。まさに、なにかの魔法であるとしか考えようのない、偉大グレーなるトサム何者かシングの意志を確信させる美しさだ。天あま地つちの主なる神の御み子こ、全人の姫たる聖少女に太陽が凍り付いても消えない永えい劫ごうの歓よろこびよあれ。

　常軌を逸して美しい少女の常として、小海はあまり同性の同級生たちに好かれてはいなかった。しかし、地のおもてに満ちるだけの凡百の女子中学生に過ぎない彼女たちに、神の寵ちよう愛あいをその身に受けた小海の崇高な魂を傷つけることなど到底できはしなかった。

　朝の教室、窓際の席、登校してくるなり自分の机の天板一面に油性マーカーで、平凡な女子中学生なりの貧相な語ご彙い力りよくの限りを尽くして、概おおむね「死ね」という意味の言葉の数々が殴り書きされているのを認めても、小海はただ一言「あら」と呟つぶやいて、その眉間にほんのわずかだけ皺しわを寄せ、一秒後には平常通りのどこか寝ぼけたような表情に戻り、平然と隣の席の男子生徒に「ねえ、君。机を交換してもらえない？」とお願いするだけだった。その言葉は自然言語解釈的にはお願いの形式を取ってはいたけれど、現実的には神の指令にも近しい強制力をもってその男子生徒を動かしたことだろう。もしかしたら、あれもそういった魔法の一種だったのかもしれない。

　同性の同級生たちに好かれていなかったのと同じ程度に、男子生徒たちもまた、小海のことをどのように認識し扱うべきなのか、ただ戸惑っているだけのように見えた。残念ながら、まだ未成熟であった彼らにはその美しさを正当に称たたえられるだけのボキャブラリーも、あるがままに受け止められるだけの度量もありはしなかったのだろう。地方都市のそのまた郊外のチンケな公立中学校という幼く狭い社会においては、小海の非常識なまでの美しさというのは手放しに誉ほめたたえられるものでもなく、それはある種の異形であったのだ。あまりにも美しすぎる小海はその社会において異質であり、異物だった。

「汚いのって、嫌よね」

　小海は薄い唇を窄すぼめ細く紫煙を吐き出してから、とびきり美しい笑顔でそう呟いた。きっと、クレオパトラなんかはこういう顔で笑ったのだろう。自らが神に選ばれた絶対的な強者であり、何者にも侵されることがないのを確信している者の微ほほ笑えみだ。その微笑みには間違いなく、ある種の確かな魔力が宿っていた。

「廻沢さん、タバコはあなたの肺を汚くしますよ」

　その当時クラス委員長であった明あか科しな恵めぐみは、体育用具入れの裏に座り込んでタバコをふかす小海を見つけ、呆あきれ半分にそうした小言を言ってみたりもした。ふたりの間には親しさを感じさせないだけの適切な距離があり、小海は午後の傾いた光が長く伸ばす蒼あおい影の中に、恵は暴力的なほどの横殴りの陽の光の中にいた。

「だって、世界が汚いんだもの。汚いものも多少は取り込まないとうまく世界に定着できないのよ。あまり綺き麗れいすぎると、社会はそれを異物と勘違いして攻撃を始めるの」

　アナフィラキシーショックと同じね。防衛するつもりの行動で自らを殺してしまうの。小海はタバコを指揮者のタクトのようにリズミカルに振りながら、そんなことを言った。

「いや、いくら屁へ理り屈くつを捏こねたところで決まりは曲がりませんからね。ルールはルールです。未成年の喫煙は法律で禁止されています」

　恵が一ミリのウィットも含まれていない四角四面のそんなつまらない反応をすると、小海は「んも～、うっさいな。はいはい」とおざなりに言って、プリーツスカートのポケットから取り出した携帯灰皿にまだ長いタバコをギュッと押し込んだ。

「意外と素直じゃないですか」と恵が笑うと、小海は「変に告げ口でもされて、またあの退屈なカウンセリングにブチ込まれるのもゾッとしないしね。内緒にしておいて」と言って携帯灰皿をしまい、スカートの埃ほこりを払って立ち上がった。

　隠れてタバコを吸っていたりはするけれど、吸い殻をそのへんにポイと捨ててしまうようなことはしない。小海の中には一般の通念とはまた違った独自の指針があるようで、自らの信念において正しくないと思うことは決してしないようであった。小海は常に、自らが正しくあろうとしていた。ただ、その正しさが必ずしも一般的なそれとは一致していなかっただけのことだったのだろう。

「廻沢さんは不良なんですか？」と、恵がわざとらしいほどに首を傾かしげ質問すると、小海は「あはっ」と短く笑い息を漏らした。それはたとえば「どうして人を殺してはいけないの？」と素朴に問う子供に母親が見せるような、呆れと慈愛の中間の微笑みだった。

「わたしはわたしだよ。カテゴリ分けしてフォルダ分けして、ラベルを貼りつけて整理して、そうやって分かりやすく管理しておけば安心できるっていうのは、認識する側の都合でしょう？　あれも性質の悪い魔法なのよね。そのように認識されてしまえば、本質までもが外部のそういった認識に合わせて歪ゆがめられてしまう。でも、魔法少女は他人の魔法になんて惑わされないの。わたしがなんであるのかは、わたしが自分で決める」

　魔法少女と、小海は自分自身をそう称していた。それが彼女なりのキャラ付けであったのか、それとも真に魔法少女であったのかは今となっては知る由よしもない。その当時の恵には、この世界に数あま多た存在する不可思議や超常に対する知見もなかったし、小海がわざわざそれを殊こと更さらに主張し証明してみせようとすることなどもなかった。ただ、恵が「どうして廻沢さんの髪はそんなに綺麗な栗色なんですか？　それって天然なんですか？」という質問をした時などに、なにかを誤ご魔ま化かすように「魔法少女だからね」と言って、悪いた戯ずらっぽい微笑みを浮かべていただけだった。

　常軌を逸して美しい少女の常として、廻沢小海は短命だった。

　まったくなんの伏線もフラグもなく唐突に訪れた彼女の短い人生の終わりは、完全にただの理不尽であり承服しがたい不条理であったにもかかわらず、そのことを多くの人は、それほど強い衝撃もなくすんなりと受け入れていたように思えた。どちらかと言うと、ああやっぱりな、という納得のようなもののほうが強かったのではないだろうか。

　桜の花びらが春の風に煽あおられるだけで散ってしまうように、掌てのひらに落ちた雪の結晶が見る間に体温で消え去ってしまうのと同じように、美しいものは儚はかなく脆もろいものなのだと、容易たやすく失われてしまうからこそ美しく尊いのだと、そういった暗黙の了解のようなものがわたしたちの文化的な共通認識として、意識に深く根ざしているのかもしれない。

　中なか萱がや梓あずさにも少し、廻沢小海に似ているところがあった。

　小海のように完全無欠に美しいというのとはまた違ったけれど、中萱梓もまた、ある種の美しさを伴った、綺麗な姿かたちをした少女だった。

　彼女の綺麗さはオフィーリアのそれだ。白く透けるような肌の明るい色彩の陰に死タナトスの気配が分かちがたく染みついていて、暗い破滅の予感がする。ふと振り返った一瞬、反射的に眩まぶしそうな笑顔を作ったかと思えば、次の瞬間には虚空を見つめて虚無のような顔をしていたりする。どれだけ綺麗に笑っていても、まるで遺影の中で微笑む故人を見るような、聖人や殉教者の肖像画のような、既に失われた生命の残ざん滓しを見るような不安感がつきまとう。迂う闊かつに触れればそれだけで折れてしまいそうなほど繊細に見えるのに、そのくせ見る前に跳ぶような、跳ぼうと思う前にもう跳んでしまっているような向こう見ずなところがあって、目を離した隙にうっかり死んでしまいそうな気がして、ついつい見てしまう。見つめてしまう。見守ってしまう。じゃあまたね、と手を振って別れるたびに、その後ろ姿を見送りながら、また生きて会えますようにと祈るような気持ちになってしまう。また不意に失ってしまうのではないかと思えて、理不尽に奪われてしまうのではないかと感じられて、言いようのない焦しよう燥そう感かんに襲われる。それでいて、いつだって見守られているのも助けられているのも、むしろわたしのほうだったりするのだから、実に迷惑な話だ。

　中学三年生の冬、小海はほのかな予感だけを残してこの世から去り、そして、その翌年には明科恵も無様に死んだ。わたしが小海の墓前に手を合わせることができたのは、彼女の死から一年も経ってからのことだった。言葉にしてしまえば嫌になるほど陳腐なのだけれど、そのときになってようやく、わたしは小海と恵の死を本当の意味で受け入れることができたということなのだろう。他人にそのように簡単に理解されてしまうのははなはだ不本意ではあるのだけれど、しかし人間の認識というのは原理的に絶対的に限定的で、複雑なものごとを複雑なままに受け入れ理解できるほど、真理に対して開かれてはいないのだ。

　言葉というのはすべてが記号化で単純化だ。カテゴリ分けしてフォルダ分けして、ちゃんとラベルを貼りつけ整理して、分かりやすく管理すれば安心できるという認識する側の問題に過ぎない。あらゆるものごとは、言葉にした瞬間に真実から乖かい離りしている。語られてしまえばすべてが噓うそになる。これは、未いまだ表象された言語によってしか意思疎通を図れない、人間という存在の限界に起因する問題なのだろう。

　何者にも真実を語ることはできない。人が人の限界を超えることはない。だが、限りなく真実に近づこうとする、その意志だけは、否定されるべきものではないはずだ。

　あらゆるものごとが損なわれ、すべてが去ってしまった今、わたしは精一杯に自分の言葉で、この物語をしてみようと思っている。思っているというよりは、それはひょっとしたら願っているとか、祈っているとでも表現したほうがまだしも近しいのかもしれない。

　残された者が死者に対してできる弔いなど、おそらくは、ただ言葉を尽くすことのほかに、なにもありはしないのだから。

　わたしに真実を語れるなどとは思わない。ただ、限りなくそこに近づこうとする、祈りにも似た想いを胸に。

　どうか、この物語を正しく語り終われますようにと、切に願う。




　ふたりの少女が死んで、このわたしが生まれた。これはそういう物語だ。

　物語はまず、死体なき殺人現場という不可解な状況から始まる。




　まずはその臭い。鼻をつく咽むせかえるような悪臭だった。

　──倒れている……？

　床を感じた。冷たく硬い平面。それがわたしの背中──そう、これはわたしの背中だ。質量を持った実在の自分の肉体が、その背中が床に接している感覚。いま現在、どうやら自分の身体は床に仰向けに倒れているようだ、と判断する。

　顔の筋肉が緊張した。たぶん、これは客観的には顔をしかめるという動作を形成していただろう。自分に顔の筋肉が存在しているらしいことが確かめられた。それに、鼻もある。嗅覚が存在している。顔の奥深く、嗅覚に届くひどい悪臭に耐えかねて、身体が反射的に、自動的にわたしの顔をしかめさせている。

　──これは……なんの臭いだろう……？

　耐えがたいほどのひどい悪臭であるのと同時に、馴な染じみ深い、覚えのある臭いのようにも感じられた。脳のう髄ずいの奥で、記憶と記憶が相互に接続する発火の感覚がある。

　これはそう……血。それに脂。内臓や体液。そういった人間の肉体。それも、皮膚による密閉が破られた人体の内側の臭いだ。大おお雑ざつ把ぱに言ってしまえば、人体というのは臭い液体を閉じ込めた水風船に近い。ごく薄い膜が破られただけで、ひどく臭うものなのだ。

　なにかが思い出せない。そう思った。

　そう思った瞬間に、なにかが思い出せないということを思い出した。

　というよりは、なにかが思い出せないという感覚を思い出したとでも言おうか。あるいは、なにかが思い出せないと考えている自分を自覚したと言えばいいのか。要するに──

　わたしは思考しはじめた。

　つまりこの時、この瞬間に、このわたしが存在しはじめた。

　存在を開始してみて、まず最初に思いついたのは「見なければ」ということだった。

　情報が足りない、とわたしは思った。それはきっと、視覚からの情報がないせいだろう。人間は外界の状況を認識するのに、その大部分を視覚からの光学的情報に頼っている。視覚が働かなければ外界の把握は極めて限定的となる。まずは、見なければ。

　──見るのは……どうするのだったか。そうだ、まずは目を、瞼まぶたを開かなければ。

　そう考えて、わたしはまばたきをする。まばたきをしている自分を自覚する。

　まばたきをしているということは、わたしの目は開いているはずだ。しかし、それでも視覚への入力はなにもない。視界はすべてが、黒い。一面の闇だ。

　恐怖を感じた。

　終わっていない、と思う。終わっていない。それは続いている。

　──なにが終わっていない？

　思い出せない。わたしは思い出せないと思う、その感覚を思い出している。

「あ、目が覚めたんだ」

　声を聞いた。音、つまり空気の振動。現実の音がわたしの鼓膜を震わせている。わたしの耳が音声を捉とらえている。聴覚も機能しているようだ。どうやら、わたしには耳もちゃんとついているらしい。音声は、わたしの左やや上方から聞こえている。音源の位置も推定できることから、左右ともに問題なく機能しているものと思われた。

　わたしは声のしたほうを見ようと、首を動かそうとする。重力を感じた。自分の肉体が持つ質量を自覚する。質量ある物体を重力下で動かすためには、重力の拘こう束そくを上回る出力が必要だ。えっと、どこになにをどうすればいいのだったか……。

　首は、動いた。

　自分の意志で各筋肉に指令を送り自分の身体を動かすという感覚が、その当たり前の感覚がパキパキと繫つながる感じがして、その瞬間にわたしの身体はわたしの思い通りに問題なく動いた。なにも見えなかったのは、たんに仰向けに寝転がって天井を見上げていたわたしの視界に明かりがなく、均一な深い暗がりになっていただけのようだ。首を回して横に目を向けてみると、蒼あおく四角い光源があった。窓だ。窓の外から月明かり、いや、街の明かりだろうか、なにかの淡い光が室内に差し込んでいて、照明もなにもないこの空間をわずかに照らしている。光を捉えた瞳孔が自動で絞りを調節する。

　四角く切り取られた柔らかな光を背景にして、人影がひとつ、あった。

「大丈夫？　たぶん、どこも怪け我がとかはしてないっぽい感じだったけど」

　声。女性の、というか、おそらくは年若い、少女の声だ。

　ぼやけた視界もだんだんフォーカスが合ってきて、像の輪りん郭かくが明瞭に見えてくる。ぼんやりと、綺き麗れいだなと思った。背後からの光ではっきりと浮かび上がる身体のアウトラインは芸術的な放物線の集合体だ。造形のバランスが良く、どこか硬質さを感じさせる表面の質感も艶やかだった。肌は透けるように青白く、服装も上は白のブラウス一枚だから暗闇の中でコントラストが際立っている。まるで、レンブラントの絵画のようだった。

　逆光でもはっきりと分かる、造作の整った綺麗な顔。

　でも、印象に残りにくい顔だなと思った。

　目立った欠点がどこにもなく、とても平均的で、ゲームのキャラクターメイキングで最初に出てくるデフォルトキャラクターのような、これといった特徴のない顔だった。誰かに似ているな、と少し思った。しかし、誰に似ているのか思い出そうとしてみても、それはなかなか明確な像を結ばない。誰かに似ていると思えば誰にでも似ていそうな、そんな抽象的な綺麗な顔をしているのだ。

　なんとなく、この世のものではないのかもしれないなと、ふと思った。

「ここは……？」

　わたしも声を発する。声を発してみる。声を発することができた。

　わたしの声だ。どうやら、これがわたしの声であるらしい。こんな声だったような気もする。口も声帯も実在していて、それは問題なく機能しているようだ。

「ん～、どっか」

　デフォ子（仮）が返答する。コミュニケーションが成立する。

　少なくともこの少女、少女のように見えるなにかは、わたしと同じ現実の階層に実在しているらしいということが分かる。これは夢、ではない。

　途端に、なにかのギアが嚙かみ合うような、回線が繫がるような感覚があって、さまざまな疑問がまるで洪水のように一気に押し寄せてきた。

　ここはどこだ。今はいつだ。この臭いはなんだ。なぜわたしは倒れている。

　──お前は、誰だ。

　不意に焦燥感が襲ってきて、わたしは両脚をグッと抱え込むと全身をバネにして跳ね起き、ようやく周囲の詳細を観察しはじめた。脳裏に次々と浮かぶ疑問が出口で詰まって交通渋滞を起こしている。オーケイ、ひとつずつ片づけていこう。

　ここはどこだ。不明。どこかの建物内の一室ということぐらいしか分からない。建設途中なのか、それとも廃ビルなのか、床も壁もむき出しのコンクリートだ。荒廃の程度を考慮すると、どうも後者であるように推察される。

　今はいつだ。不明。夜なのだけは間違いない。窓の外では絶え間なく車のヘッドライトの光が行き交っていて、窓際に浅く腰掛けた少女の顔を明滅させている。付近の道路にはそれなりの交通量があるようだ。

　この臭いはなんだ。血だ。大量の血痕が生乾きのまま、すぐ近くの床に残されていた。光源が弱いせいで視界の彩度が低く黒っぽく見えるけど、おそらく、赤い。仮にこれが人ひとりから出たものならば、余裕で致死量を超えているだろう。それが、正月イベントでありがちな巨大書初めを彷ほう彿ふつとさせる、勢いのある自由奔放さで撒まき散らかされている。

　なぜわたしは倒れていたのか。不明。覚醒直後の一時的な混乱なのか、この状況に至る直近の記憶がない。どこまでなら思い出せるのかも、すぐには分かりそうにない。

　とりあえず自分の無事を確認するために、わたしは身体を少し捩ねじるように動かし見分してみた。足のポジションを五番にしてシャンジュマン・ド・ピエ。一番にしてルルベ。戻す。動作性能に不具合はなさそうだった。五体満足だ。負傷も欠損もない。首に軽い肩こりのような痛みと、背中に段ボールを詰められているような違和感があるけれども、これは硬いコンクリートにじかに寝ころんでいたせいだろう。ほかに痛むところはない。服装はカーディガンにプリーツスカート。学校の制服だ。

　お前は誰だ、と言いかけて寸前で思い留まり、わたしは「アンタは誰？」と、窓辺の少女に問いかける。お前とアンタ、どっちのほうがどの程度丁寧と言えるのか、といった疑問はこの際さて置くとして、すべてが不明である以上は、初手から過剰に敵対的なのもどうなのかという考慮が咄とつ嗟さに働いたのだ。

　デフォ子は少し驚いたように「わ、すごい」と言った後で──これはたぶん、わたしの運動性能に対する評価だろう──人差し指を下唇に押し当て首を傾げながら「え～っと、通りすがり……かな？」と答えた。驚きや思案といった表情の変化を一応見せはするものの、出力は最大の一割程度に抑えた省エネ運転といった感じだ。

「この血は……？　この有り様はいったいなに？」

「さー、分かんない。最初はてっきりあなたが血をドバーッと吹いて死んでいるんだと思って、これは大変だ～って近づいてみたんだけど、よく見たら別に怪我もないみたいだし眠ってるだけっぽかったから、ひょっとしてそんなに大騒ぎするほどのことじゃないのかなと思って。コンクリにじかで寝かせておくのはさすがに可か哀わい想そうな気がしたから、とりあえず頭の下に枕だけ入れておいたんだけど」

　同じ学校の子みたいだったし、と付け足すように言って、デフォ子が床を指し示す。見ると、わたしの足元に折りたたまれた服のようなものが置かれていた。拾い上げて広げてみたら制服のブレザーだった。わたしの頭の下に敷いてくれていたらしい。

　同じ学校の子……？

　言われてみれば、わたしが着ている制服と、デフォ子のそれは同じものだ。それも、リボンの色から察するに同級生らしい。お互いに、入学したてのピカピカの高校一年生だ。

「あ……どうも、ありがとう……？」

　わたしは混乱しながらもなんとかそう言って、ブレザーを持ち主である少女に返した。

「どういたしまして」と、なんの含みもなさそうに気安くデフォ子は応じる。なんというか、とても正しい「どういたしまして」だなと、なんとなくそう感じた。重くもなく、軽くもなく、ちょうどいい。デフォ子は受け取ったブレザーを羽織ると「じゃあ行こうか」と言って、足元のスクールバッグを拾い上げ、わたしの横をすり抜けて歩き出す。

「え？　でもこの血は？」

　咄嗟に背中に投げかけたわたしの言葉に、デフォ子は「うん？」と、振り返る。位置関係が逆転して順光になり、表情がよく見える。暗闇にぼうっと浮かび上がる青白い顔には、わたしの質問の意図じたいがよく分からないとでもいうような、素の疑問の表情が窺うかがえた。

「この血はなんなの？　誰のもの？　この状況はなに？」と、わたしが改めて問い直してみても、デフォ子は「いや、そんなのわたしに聞かれても知らないけど、少なくともわたしのものではないし、あなたのものでもないみたいだから、誰か知らない人のなんじゃない？　だったら、別に誰のものだろうとどうでもいいと思うけど」と肩を竦すくめ、興味なさそうに答えただけだった。

「いや、だって不可解すぎるでしょ。こんなの……人間の血だとしたら明らかに致死量を超えてるし、それにこのひどい臭い。まだそんなに時間も経っていないみたい。誰かがここで、つい今しがた、無残に殺されたばかりだとしか思えないんだけど」

「ん、だから？」

「だからって……」

　デフォ子の言い分も分かるところはあるけれど、そうは言ってもこの状況、じゃあ行こうかで片づけてしまうにはちょっと不可解の程度が過ぎるのではないだろうかと、なにか言葉を続けようとしてわたしが口をパクパクさせている機先を制するように、デフォ子は「だったらなおのこと」と言う。「さっさとここを離れたほうが安全側だと思うけど」

「安全側……？」

「そう、安全側。危険を避けられるということ。だって、この人ひと気けのない暗がりのどこかにまだ人殺しが潜んでいるかもしれないわけじゃない？　だったら、好奇心でいろいろと考えてみる前に、まずはどこか明るくて人気のあるところに移動すべきじゃないかな」

　理解よりも先に現状への対応を優先。なるほど、それは優れた形質なのだろうけれど、でも、やはりこの異常事態を「それはさておき」とできてしまう気質はなにかしら異常であると思う。普通ではない。わたしの中で、ますますこの少女に対する疑念が広がる。

「危険かもしれないっていうのは分かったけど、じゃあ、あなたはどうしてそんな危険なところでのんびりとわたしが起きるまで待っていたわけ？」

「え～、だって一応同じ学校の子じゃん？　まったくの無関係ってわけでもないし、あのままここに放置していくのもそれはそれでなんかダメな気がしない？」

「それならそれで、たとえば警察を呼ぶとか、救急車とか」

「警察は～……やめておいたほうがいいんじゃないかなぁ」

　そう言って、デフォ子は軽くスカートの裾をつまんで広げて見せる。それはカーテシーのような、仄ほのかなエレガンスを感じさせる仕草だった。

「だってホラ、わたしたち制服の女子高生だし」

　こんな時間にこんな場所に居るのを見み咎とがめられると、それだけでわりと面倒なことになりそうでしょ、と。なるほど、それもまた一理ある。一理あるけれども同時に、今度はその制服の女子高生がこんな時間にこんな場所になぜ居るのか、という疑問に当然繫がる。

「いや、わたしは知らないよ。こんな場所で倒れていたのはあなたのほう。わたしはあなたが倒れているのを見かけたから近づいてみただけで」

「見かけたって……いったいどこから？」

　まだ現在地を把握してはいないけれど、見た感じではここは全然開けた場所ではないし、目立つ場所でもなさそうだ。それに、何階かは分からないけれど少なくとも地階ではない。四階か五階ぐらいだろうか。窓の外に見える景色から判断すれば、そこそこの高さがあるように思える。そんな、道を歩いていて通りすがりに見かけるような場所ではない。

「んも～、やっぱどうしてなんでってそうやって質問攻めをしてくる。だから嫌だったんだよね」と、独り言のように文句を言いながら、デフォ子は窓際に戻って外を指さす。

「あっこから」

「あー……」

　デフォ子が指さした先にあったのはホテル、というか、ラブホテルだった。この建物から道路を挟んだ斜はす向かいに数軒のラブホテルが寄り添うように建っていて、安っぽく煌きらびやかなネオンを輝かせている。んー、ということはここは街外れの高速のインターチェンジがあるあたりだなと、わたしはようやく現在地のアタリをつける。

「ああいうとこ、用途が用途だから外が見えないように、というか外から見えないようにかな。だいたい窓は板戸で塞がれちゃってるんだけど、いちおう開くことは開くんだよね。あんまりラブホで外を見たがる人って少ないみたいだけど、わたしはわりと高いところ好きだから窓があるととりあえず外を見てみるの。そしたらなんか向かいのビルでなんかがなんかしてるな～って感じで、暗くてよく見えなかったんだけど気になってたから、それでまあ、やることやってからちょっとここまで様子を見にきてみたんだけど」

　そしたらこの状況ってわけ、とデフォ子は言って、分かった？　と問いかけるように首を傾かしげる。なるほど、それは確かに健全な女子高生てきには感心されない話だろうし、そういった個人的な事情から警察を敬遠する気持ちも分からなくはないかもしれない。

「え、なんかその、お相手の男性とかそういうのは？」と、わたしはついつい興味本位で、本当に今の事態にはなんの関係もなさそうな、デフォ子のプライベートなことにまで立ち入った質問をしてしまう。言ってしまってから少し、あ、しまったと思う。

「あ～、そのへんはなんていうの？　わりとドライというか後腐れのない関係というか」

　あらまあ。あのその、なんというか、なかなか進歩的でいらっしゃるというか。ええ、まあ個人の自由だとは思うけど。昨今は恋愛にもいろいろなスタイルがござりますし。

「もうさ～、わたしのことはいいじゃん。せっかく人が助けて……ってほどでもないか、まあ結果的にはほとんどなにもしてないわけだけど、それにしたって心配して様子を見にきてみたのにさぁ。それでなんか関係のないわたし個人のことにアレコレ文句をつけられるのもそれはそれでわりと腑ふに落ちないところがあるんだけど」

「あ、別に文句をつけたかったわけじゃないんだけれど。うん、ごめん」と、わたしが少し焦って言うと、デフォ子は「まあいいけど、慣れてるし」と、溜ため息をつく。

「だから、話するにしてもなんにしても、とりあえず移動しながらにしようよ」

　そう言って、デフォ子が明かりもなしに暗がりをスイスイ歩いていこうとするから、わたしは「あ、ちょっと待って」と、手を振ってマジカル懐中電灯（魔法少女アイテム：最大１０８０００ルーメンでとても明るい）を虚空から取り出し、後を追うように移動する。

「わ、すごい。いまそれ、どっから出したの？　手品？」

「あー、うん。手品っていうか、魔法だけど。魔法少女だから」

　反射的にそう返事をして、わたしは自分でも少し驚く。そうだ、そういえばわたしは魔法少女なのだった。そのことを思い出す。というか、うん、なんか言っちゃダメなことをポロッと口走ってしまった気がしないでもないけれど、まあデフォ子のほうも真に受けている様子でもないし、たぶん大丈夫だろう。

　わたしはなんとなく、前を行くデフォ子のブレザーの裾を摑つかむ。わたしの身体はなぜか、小刻みにブルブルと震えていた。眠っていたせいで体温が下がったのかもしれない。少し肌寒い。別に暗いのが怖いとかそういうことではないけれど、デフォ子のほうには怯おびえたり警戒したりするような様子が一切ないから、相対的になぜかわたしのほうがビビッている風になってしまう。いや、この状況ではわたしの反応のほうが平均的だと思いますよ。

「どうしたの？　震えてるよ。寒い？　あ、ひょっとして怖い？」

「なっ……違うわよ！　違うけど……あなたは怖くないわけ？」

　この暗がりのどこかに、まだ人殺しが潜んでいるかもしれないのに。

「ん〜、お化けや人殺しも怖くないことはないけど、でもそんなこと言い出したら、普通にそのへんを歩いている普通っぽい人たちだって十分に怖いしね。ていうか、あなたはこんな怖いところでなにをしてたの？　廃はい墟きよマニアとかそういうやつ？」

「いや、そういうわけじゃない……と、思うんだけど」

　デフォ子の質問に、わたしは首を捻ひねる。記憶を探ってみても、わたしにそんな趣味はないはずだ。わたしはこんなところでなにをしていたんだろう？　それを思い出そうにも、状況が落ち着かなくてなかなか安心して集中できない。

「なに？　記憶喪失とかそういうの？　頭打ったりした？　やっぱり病院にでも行ったほうが良くない？」

「そういうわけでもない……と、思うんだけど」

　不明なことが多すぎて足場がない感じがする。なにかを考えようとしても、考えるための取っ掛かりがそもそもないというか、疑問の底なし沼というか、暗中模索の五里霧中で、すべてが不可解だった。なにも分からない中では、なにが分からないのかも分からない。

「まあでも、そんなこと言ったら世の中分からないことだらけだよね。わたしもなんでアイポッドで音楽を聴けるのか分からないし、どういう原理でピタパで改札を通れるのかも知らないし、いかようなメカニズムでフェイスブックが『もしかしてこの人とお友達ではありませんか？』とか言って実際に微妙に知ってはいそうなぐらいのアカウントをおすすめしてくるのかも謎だし」

　いや、これはそういうのとはまた別の次元の話だと思うのだけどと、わたしが口に出すよりも先に、デフォ子は「それに」と、言葉を続ける。

「それにわたしはあなたが誰なのかも知らないし」

　そう言われて。そう言われてみて初めて、はたとわたしは思いつく。

　わたしは……。




　わたしは誰だ？







　これが、わたしと人食い鬼の娘、中なが萱がや梓あずさとの出会いのシーン。

　このわたし、魔法少女サワメグの話をしようとするならば、やはり物語はここから始めるべきだろうと思う。

　わたしが目にする、このわたしの世界というのは、この時から、中萱梓との出会いから始まったのだから。

　ここがすべての始まりの地点だ。







　わたしは変わった。変わらなければ生き残れなかったからだ。

　自らの存在の耐えがたい軽薄さに対する焦り。確固たる自我を確信できないことに対する疑問。拠より所となるルーツやバックボーンを持たないが故ゆえの不安。それはそれこそ、言葉にしてしまえば実にありきたりで凡ぼん庸ような、遅い思春期とでもいうべき不安定さだったのだろうけど、それにしたって当時のわたしにしてみれば、それは自分の認識するこの世界を揺るがすほどの脅威ではあったのだ。

　しかし、それでも日々をどうにか生き抜いていく中で、わたしは次第に安定的になっていった。だけど、それをある種の成長であると手放しに喜ぶことにも違和感を覚える。不安定さとは、どこへでも行ける自由さのことであり、孤独の崇高さでもある。安定とは、自らを規定し無限の可能性を放棄することであり、不自由さの享きよう受じゆ、魂の堕落でもある。

　成長も堕落も、同じものの表裏一体。それをどこから観測し評価するかという違いでしかない。大人たちの言う「早く大人になりなさい」なんて言葉は、往々にして、たんに鈍感になることを求めているに過ぎないのだから。

　だから、ただ変化があった。

　それだけが客観的に、普遍的事実と言える唯一のことだろう。

　その変化の原因の一端は間違いなく、当時わたしの唯一の友人であった中萱梓の存在にあるのだろうけれど、しかし、それは明確に彼女のこの言葉に感化されてわたしがこのように考え方を改めたのだとか、彼女のある行動がわたしの心を打ったのだというような、単純な一対一の因果関係を持つものではなく、たとえば、岩を打つ雨だれがやがて深い穴を穿うがつようにひっそりと、床暖房が徐々に部屋全体を暖めるようにじんわりと、そして、朱に交われば赤くなるように劇的に進行したもので、明らかな示唆や教示や啓発があったわけではない。強いて言うのであれば、中萱梓という特異な人格そのものがわたしを変えたということになるのだろう。

　わたしが知る限りでは、変化というのがひとつの原因のみによって引き起こされることは非常に稀まれである。それは常に、他のすべての可能性が閉塞された結果、高まった内圧が逃げ場を求めついに最も脆ぜい弱じやくな部分を打ち破ることによって引き起こされる。人は自らの力のみによって変わるのではなく、いくつもの原因に取り囲まれ、因果に雁がん字じ搦がらめにされて、周りの変化に追い立てられるようにしてやむを得ず変わっていくのだ。




　さて、せっかくの機会だから、このわたし、魔法少女サワメグと人食い鬼の娘、中萱梓がいかにして出会い、そのことがわたしにどのような変化をもたらしたのか、その話をしていこうと思っている。とはいえ、それはきっと、ああなるほどそれであれがこうなったのかと、あなたをストンと納得させるような明確な解が提示されるようなものとはならないだろう。

　だけど、肝に銘じておいてほしい。

　あなたが納得しようとしまいと、現実のほうはそんなこと、これっぽっちも気にしてくれたりはしないのだ。






















　事態のなかで、諸対象は、鎖の環のように、互いにはめこまれている。（２・０３）







　わたしの部屋にはギターがある。

　ギブソンのレスポールカスタム。マホガニーボディにビビッドな黄色のメイプルトップをラミネートしたモダンクラシック路線のモデル。艶のあるクリーントーンからぎゅわんぎゅわんのディストーションまでこれだけで対応できるフレキシブルな一本。いかにわたしが自分の記憶と認識の間に齟そ齬ごや違和感を覚えていようとも、身体のほうは勝手に動く。ためしにギターを手に取ってみれば、耳に馴な染じみのあるフレーズを身体が自動的に演奏する。頭ではなにも考えていない。ただ身体が自然と、なんとなく弾きはじめただけだ。わたしが身体に指示を出してわたしの手を動かしているわけではない。そもそも、たったひとつの自分がすべてを指示して身体を操作していたのでは、人間の指にこんな複雑な動きはできないだろう。なにか見えない力が、わたしの身体を動かしている。きっと、人間の意識や自我なんていうものは、身体を絶対的に支配する専制君主というわけではないのだ。上う手まいものだなと、自分の身体に対して他ひ人と事ごとのように感心してしまう。

　そう、まるで他人事だった。

　色とりどりのマカロンの柄がプリントされた掛け布団カバーの上を我が物顔で占拠する微妙に可愛かわいくない巨大な猫のぬいぐるみ。テンションが高そうなスペイン語だかポルトガル語だかが躍るド派手でポップなカーテン。寿司クッション。大きな木枠の姿見をデコレーションする蓄光素材の星のステッカー。白いイームズのチェア。天井きわきわまで壁一面を潰している本棚はほとんどが少女漫画で埋め尽くされているし、小学生の頃からずっと使っている学習デスクにはマイメロやキキララのシールがベタベタと貼り付けられていて、すっかり擦り切れてしまっている。その隣に、愛想のない真っ黒なパイプフレームのギタースタンドと、黄色いレスポールカスタム。

　ごちゃごちゃとしてカラフルでまとまりがなくて、でも、そのどれもが自分の好きそうなものばかりで、ああやっぱりここが自分の部屋なんだろうなとは思う。ここが自分の部屋なのだという記憶がたしかにある。それは間違いのない事実なのだろう。

　ただ、なんというか、違和感が拭えない。

　ジャメヴという言葉があるらしい。日本語にすると未視感。デジャヴの逆。見慣れたもののはずなのに、初めて見たような気がしてしまう現象のことだ。語にあまり馴染みがないあたり、デジャヴよりは珍しいのかもしれないけれど、名が与えられる程度には知られたことでもあるのだろう。今のわたしの感覚を説明する言葉としては、たぶんこれが一番妥当なのではないかと思う。未視感。

　あの後、つまり、わたしとデフォ子が暗い廃ビルを出た後。

　車通りの多いところまで出たところでデフォ子に「で、わたしは駅まで歩くけどどうする？」と聞かれ、なぜだかひどく疲れていたわたしは「いや、このへんで適当にタクシーを拾うわ」と返事をした。デフォ子はポカンと口を開けて「うわ、ブルジョワジーだ」と言い、それ以降、なんだか急に態度が余所よそ余所よそしくなったようにも感じた。

「んじゃ、どうもありがとね」

「はいはい、お大事にどうぞ」

　そんな簡単なやりとりだけがあって、結局最後までお互いに名乗りもしないままだった。なんというか、そういう雰囲気のある子だった。喋しやべりかければ返事はするのだけれど、きっちりかっきり３６０度、絶対不可侵の人間バリヤを張っていて、必要以上には踏み込ませないような。でも、不思議とそれを気まずくは思わなかった。拒絶されているという風でもなく、飽くまで適切な距離を保っているという感じで、それが心地よかった。

　タクシーを拾い、運転手に行き先を告げて自宅に戻った。自分が持っていた鍵で玄関の扉を開けてもなお、見知らぬ他人の家に勝手に上がり込んでいるような奇妙な違和感がついてまわった。直近の記憶がないことと、なにか関連のある不具合かもしれないと思った。

　相変わらず、なぜあのような状況に至ったのか、その記憶が思い出せなかった。

　自宅の住所や、鍵をしまった場所、あるいは自分の家族構成や自宅の間取り。そういった情報は思い出そうとすればすべて問題なく出てきたけれど、あの場所で気を失うまでになにをしていたのか、なぜあんな場所に居たのか、そのへんの事情がまるで空っぽで思い出すための糸口すら摑つかめない状態だった。忘れているというのは、どこかにはあるはずだけれどそれがどこにしまわれているのか分からないという感じだけど、この感覚はそもそも本当にどこかにはあるのかも分からないという風で、完全に消失しているという気がする。ひょっとすると、何者かによる未知の攻撃なのだろうかと考えたけれど、どちらにせよ検討するための取っ掛かりもないので、ひとまず不明のままで保留にしておく。

　家に入り、ただの習慣で「ただいま～」と、家の奥に声をかけた。返事はない。もう深夜と言ってもいい時間なのに、自宅にはわたし以外に誰も居ない。父は去年の暮れからずっと別居状態だし、たぶん、もう間もなく正式に母との離婚が成立するのだろう。弟は父と一緒に住んでいて、看護師の母は今日も夜勤のようだ。他者に尽くすキリスト教の教えはそのまま看護の精神にも繫つながるものだと、母は言う。家族というのは、最も身近な他者ではないのかと、そんなことを思わないでもない。昔はこうではなかったはずだと思う。

　いつからだろう、この家からみんなが離れていってしまったのは。

　別に問題のある家庭だとは思わない。そりゃあ、どこの家庭であれほじくり返せば多少の問題は抱えているだろうけど、わたしの家庭に関して言えば、それはまだ許容範囲内であると思える。父も母も、自分の仕事に対しては責任感を持って真しん摯しに向き合っているようだし、暴力を振るうことは決してない。仮に、わたしの素行や性格になにか問題があるとしても、その責任を家庭環境や両親の教育方針などに転嫁するべきではないだろう。

　相対的に言えば、むしろ恵まれた生育環境だったはずだ。たとえば、寿司クッションみたいな実に下らないどうでもいいような、それでいていざ買うとなるとちょっと慄おののくぐらいのお値段はする馬鹿なジョークグッズをノリで買えてしまう程度にはお小遣いも貰もらっているし、キリスト教の教えに則のつとり、実に倫理的で教育熱心な母親はわたしがやりたいと言った習い事は大抵やらせてくれた。興味本位で気安くピアノにスイミングに書道にといろいろとやってはみたけれど、結局それなりに続いたのはバレエぐらいだったけれど。

　部屋の真ん中で五番のポジションからパッセをキープ、そのまま腕を組んで考える。

　もう四月も後半とはいえ、夜はそこそこ冷える。ブラウスにカーディガンだけでは寒かったのか、タクシーの中でもわたしの身体はブルブルと小刻みに震えていて、運転手にエアコンの温度を上げてもらったりした。しかし、それは身体が震えているからひょっとしてこれは寒いんじゃないのかな、と自分で自分のことを推測しただけで、わたしが寒いと感じていたのではなかった。自宅に着いてもまだ震えていたから、ひとまず温まろうと、お風呂のスイッチをつけ、二階の自室に戻った。お湯が溜たまるまでの間に制服を脱いでハンガーに掛け、ラフな部屋着に着替え、ふたつ結びにしていた髪も解く。そうこうしているうちにお風呂のお湯が溜まった。

　髪は後回しにして身体を洗い、湯船に浸つかる。地肌に触れるお湯はちゃんと温かくて、気持ちがいい。別に暑さ寒さを感じる神経回路に不具合があるわけではないようだ。

　手が、まだ小刻みに震えていた。

　いま温かいお湯に浸かっている最中なのにまだ身体が震えているのは、さすがになにかおかしくないかと、震える両手をまじまじと見つめながら考えて、やっと思い至る。

　ああ、寒いんじゃなくて、これは恐怖しているんだ。恐怖で身体が震えているんだ。

　──いったい、なにに恐怖しているのか……？

　やはり、なにも思い出せなかった。少なくとも、記憶にはなにもない。ただ、身体のほうがなにかを覚えていて、それで身体が勝手に怯おびえて震えているのだ。人は自分自身の身体に起きていることでさえ、外側から観測してみて推測することしかできない。

　髪を洗い、お風呂を出て、バスタオルで髪を拭きながら洗面台の大きな鏡を見る。長い、緩く巻いた栗くり色いろの髪。我の強そうな、力強い眉のライン。色素の薄いアンバーの瞳。鏡の中の自分と目が合って、反射的に顔をつくる。自分に微ほほ笑えみかける。これはわたしの癖のようなもので、鏡に限らず、たとえば夜のタクシーの窓とか、ステンレスのつるつるしたところに映る影の中に自分の姿を見つけると、なぜかわたしは旧知の友人と行き合った時のように、軽く微笑みかけてしまうのだ。ひょっとすると、いやらしいナルシシズムの発露なのだろうか。まあ、自分で言うのも大変にアレだけれど、可愛い顔をしていると思う。

　──自分はこんな顔をしていただろうか。

　違う、と誰かが頭の中で言っていたけれど、なぜか今は深く考えないほうが良い気がして、わたしは鏡の前を離れ、部屋着を身に着けて自室に戻る。

「おお、健勝そうでなによりだな。一時、接続が切れていたから心配したぞ。まあ、この俺がこうして存在している以上はお前もまた健在であることは必然なわけだが」

　部屋に戻ると凶悪な目つきの黒い子犬がベッドに勝手に上がって巨大な猫のぬいぐるみと格闘していた。コロコロと転げ回る仕草はまんま子犬なので可愛げがないこともないけど、口の利き方が横柄なので差し引きで最終スコアはマイナス印象のほうが強い。

「相変わらず、肝心な時に居ないくせに口だけは偉そうね、ケルベル」

「俺のこの人格はお前の潜在意識を写す鏡のようなものだ。俺のことを偉そうに感じるのであれば、それはお前自身が偉そうな人間にほかならないからだろう」

「はいはい、ああ言えばこう言う。ドライヤー使うわよ」

「あ、ちょっと待て！　やめろ!!」

「待たない」

　ブオオオオオオオ!!　と、わたしがドライヤーをコンセントに繫いで髪を乾かしはじめると、ケルベルは鼻先を布団の中に突っ込んでうずくまる。ドライヤーの音が怖いらしい。尻尾がお腹なかの下にクルリと入ってしまっている。口調は偉そうなくせに生態はまるっきり子犬そのものなのだ。素体は別になんの変哲もないそのへんの子犬のもので、そこに仮想人格──これは実際にはわたしの頭脳のほうで稼働しているらしい──を投影することで喋っているのだとか。本当はもう少し複雑なメカニズムらしいけれど、概おおむねは、わたしのイマジナリーフレンドみたいなものだと理解してしまうのが一番手っ取り早い。

「ねえ、なんかここ数日ぐらいの記憶がないんだけど、ケルベルはなにか知らない？」

　ブオオオオ!!　とドライヤーを使いながら、布団に鼻先を突っ込んでいるケルベルに聞くと、ケルベルは「俺の人格がお前の頭脳に間借りしている存在である以上は、お前が知らないことは原理的に俺も知りようがないぞ！　ヴァーチェズリンクにも最終同期以降の記録は残っていない！　というよりは、ヴァーチェに同期されていたところまでは記憶が復元されたということだろう！」と、返事をしてきた。横柄な声と同時に子犬が怯えているときのヒュンヒュンという音もさせていて、なんか知らないけど器用だなと思う。後半はなにを言っているのかよく分からなかったけれども、まあ「なにも知らない」ということなのだろう。無駄に口出しばかりするくせに、つくづく使えないやつ。

「普通に考えればお前が異能者との戦闘で敗北したということじゃないのか？　いまはヴァーチェから指定されている世界の脅威はないはずだが、不測の遭遇だったのか」

「はあ？　なんで魔法少女が異能者に負けるのよ。炎の魔女が例外中の例外なだけで、魔法少女は無敵で不死身だって、アンタそう言ったじゃん。また噓うそついていたわけ？」

　わたしがありたけ不満の感情を込めてそう言うと、ケルベルは「契約に縛られた俺には原理的に噓をつくということができない。人を騙だますのはいつだって神のほうで、地獄は基本的にはフェアなシステムだ。地獄の尖せん兵ぺいたる魔法少女は、その魂が消しよう尽じんしきらない限り不死身で無敵だというのは、厳然たる事実。お前があの炎の魔女を相手どってもなお、今もまだ生きているということがその最たる証左ではないか」と答える。

　炎の魔女を相手にしてもなおまだ生きている、というのは正しい認識ではないと思う。炎の魔女との関係は、多少の衝突こそあったものの結局は決定的に敵対しないという形で有う耶や無む耶やに収めたものだ。あの破壊に特化した出で鱈たら目めさと正面からやりあえば、いかに不死身の魔法少女であろうと生き残れるかは怪しいだろう。

「魔法少女には対応する異能者のスケールに合わせて、常にそれをやや上回る魔力が供給される。つまり、原理的にはどんな敵が現れようとも、必ず魔法少女はそれよりもすこし強いということだ。仮に魔法少女が敗北するとすれば、それは力が及ばなかったからではなく、よっぽどのヘマをやらかして勝てる勝負ですら落とした場合ぐらいだろう」

「なんだとテメーこの！」

「うわ！　やめろ！　それをこっちに向けるな!!」

　わたしがドライヤーをケルベルのおしりに向けると、ケルベルはピョーンとベッドを飛び出して姿見の後ろに逃げ込んだ。地獄の番犬ケルベロスもドライヤーのモーター音には勝てないらしい。素晴らしきかな文明の利器。ビバ科学の叡えい智ち。

　そう、地獄。この世界に数あま多たある超常の存在たち。その中でもぶっちぎりのチート性能を持つ究極の裁定機構。世界のデバッガー。魔の法、魔法を司る法治機関。こいつはこう見えても、その地獄の眷けん属ぞくで、そして、わたしはそれと契約した地獄の尖兵。

　魔法少女だ。







　明あか科しな恵めぐみについて話しておこう。




　恵の実の母、つまり、実際にその身体から恵を産んだほうの母親は、恵が一歳になる前に病気で亡くなった。とはいえ、恵には実の母の記憶はまったくなかったから、そのことで寂しさを感じたことはない。恵に物心がつくころには別の母が、父の再婚相手が既に家に居て、恵の面倒をよく見てくれていた。そっちのほうの母は、実の母が入院していた病院で看護師をしていた女性で、実の母の看病も熱心にし、実の母の死が避けられないと知って憔しよう悴すいしきってしまっていた父を甲か斐い甲斐がいしく励ましてもくれたらしい。実の母が亡くなった後で、父はその看護師の女性と再婚したのだ。なかなかスピード感のあるゲーム運びである。さすがにその話を聞いた時には恵も思うところがなかったわけではないが、ともあれ恵の母は──恵は迷わず彼女のことを母と呼ぶ──恵の良き母親であろうと努力していた。後に生まれた、彼女自身の子供である恵の弟とも、区別なく平等に愛情を注いだし、恵が母との間に血の繫つながりがないことを気にするようなことはほとんどなかった。ただ、今にして思えばという話ではあるが、その負い目を彼女も感じていたのか、彼女は必要以上に正しい母親であろうとしていたようにも見えたし、娘を正しく教育しなければと気負い過ぎているようにも思えた。キリスト教系の看護学校の出身であり、敬けい虔けんなクリスチャンであったことも影響していたかもしれない。正しい母親であろうとする彼女の努力の甲斐もあって、恵は実に正しい子供として育っていった。

　鼻び梁りようがすっきりと整っていて、わりあい派手な見た目であった今の母とは違って、実の母の面おも影かげを強く受け継いだ恵は、とても地味な少女だった。身体も小さく病的に色白で、あまり快活な印象を与えるタイプではなかった。どんぐりのような地味な目鼻立ちの上にもっさりとした三つ編みお下げを載せたその風貌はいかにもクラス委員長といった雰囲気で、そして多くの場合、実際に恵はクラス委員長を任されていた。

　小学校に上がる少し前から通算で七年間、恵はクラシックバレエを習っていた。地味な見た目のわりに、おままごとやお人形遊びよりは、外で身体を動かして遊ぶほうが好きなお転てん婆ばであったし、女の子だけの空間が気楽だったのもあって、恵は熱心にバレエの練習に取り組んでいた。恵はここで、努力をすれば成果が出るという当たり前の真理を学んだ。ストレッチを続ければ身体は柔らかくなったし、トレーニングを続ければ必要な筋力も身についた。練習をすれば上達する。それが恵にとっては当然のことだった。

　日曜日の朝には、母に連れられて教会のミサに参加していた。まだ幼く素直な恵の心は、汝なんじ隣人を愛せよというキリスト教の教えを特に疑問に感じることもなく吸収していった。しかし成長し、近代科学の基礎を学び、独立した自我が目覚めていくにつれて、自然と神の存在を信じることはなくなっていった。この現代において、神の実在を信じることは難しい。それはサンタクロースを信じるようなものだ。だけど、刷り込まれた諸々の教義は、神の実在とはまた別の話として、生活規範として恵の身に染みてしまっていた。

　整理整頓と掃除をちゃんとしましょう。宿題と予習復習をちゃんとしましょう。行事ごとには率先して参加しましょう。男女分け隔てなく、誰に対しても笑顔ではきはきと話しましょう。丁寧で綺き麗れいな言葉をつかいましょう。そういった数々の正しい規範を、恵の母は正しい手順で正しく恵に覚えさせたので、恵にとってはそれは堅苦しい決まりごとでも押し付けられたルールでもなく、スッと身体の芯に染み込んでいる当たり前のことでしかなかった。恵は誰かが掃除当番をサボッていればその人のぶんまで代わって掃除をし、予習も復習もバッチリで授業で出されるような質問に分からないものはなく、いつでも元気に挙手して答え、球技大会があればクラスのみんなに練習を呼びかけ、文化祭では実行委員として一所懸命に準備に励んだ。挨あい拶さつを返してくれない相手にも毎朝欠かさず笑顔で挨拶をし、常に丁寧なですます調で話す、実に正しい女の子だった。

　客観的に見れば、たしかにそれはいい子ぶりっこの嫌なやつだったのかもしれない。けれど、恵になにか悪気があったわけではないし、もちろん恵の母の教育方針になにか決定的な誤りがあったというのでもない。誰が悪いのでもなく、不運なボタンの掛け違い。避けようのない事故のようなものだ。大人になってから、そんなこともあったねと苦笑いして済ませてしまうよりほかにない。

　それでも、小学生の間はまだそれなりに上う手まく回っていた。多少鼻につくところにさえ目をつぶれば、恵の存在は小学生の社会における日常生活において、有用な部分もあったからだ。誰だって、敢あえて掃除当番をやりたくはないし授業で問題を当てられたくもない。それを率先して肩代わりしてくれる恵の存在は、単純にありがたくもあっただろう。

　しかし、中学生ともなるとそのへんの優先順位が少し変わってくるようで、その「多少鼻につく」が我慢できなくなるらしい。それに、バレエを通じて人間というのはやればできるし、やっているうちにできるようになる、という価値観を身につけていた恵には、やらない人間やできない人間への理解が完全に欠如していた。彼女の目にはそういった人間はできない人間ではなく、たんに怠惰なだけの人間と映っていた。そこには決定的な断絶があり、見る人間に依よっては恵のそういった態度は高慢とも見えたことだろう。

　中学三年生になったぐらいから、根が鈍感な恵でも、なんとなく周りのみんなが自分を避けているらしいということには気が付いていた。それでも、恵は誰とでも笑顔で接するように正しく教育されていたし、クラス委員長としてみんなに話さないといけないことや伝えなければならない内容がたくさんあって、返事をしてもらえなかろうと避けられていようと、お構いなしに話しかけまくっていた。

　恵はまだ、空気を読む、ということを知らない子供だった。




「ラインマーカーですか？」

　昼休み、強い日差しが降り注ぐ窓際の席で、恵は予習のために開いていた英単語帳を閉じて、そう聞き返した。

「そう、次の体育の時間に使うんだって」

　体育教師からの言こと伝づてを預かってきたらしい背の高い女子生徒は、それを伝えることすらも面倒くさいといった様子で、うんざりとした表情で投げやりにそう言った。

　ラインマーカーというのはグラウンドに白線を引くのに使う、中に石灰の粉が詰まったコロコロと引っ張る赤い縦長のアレだ。その用意をしておくように、ということらしい。

　それはひょっとしたらクラス委員長の仕事ではなく体育委員の仕事ではないだろうか、と恵は少し考えたが、昼休み中の現在、生徒たちは各おの々おのに自由に過ごしていて、軽く見まわしてみても体育委員の生徒の姿は教室内にはない。ラインマーカーを用意するだけのことなら、五分もかからないだろう。たぶん、今から体育委員を探してその仕事を言付けることのほうが、より時間を消費してしまう。

「分かりました、用意しておきます」

　仕事のバケツリレーをするのも馬鹿馬鹿しいという判断があって、恵はそう返事をして英単語帳を机の中にしまった。ジャージに着替え、校庭の隅の体育用具入れに向かった。

　体育用具入れは小さな採光窓だけの、電灯もないようなブロック造りのただの大きな箱で、恵は入り口の鉄製の重い引き戸をゴロゴロとわずかに引き開けると、身体を斜めにしてするりと中に入り、開け放した入り口から差し込む光を頼りに作業に取り掛かった。ラインマーカーはすぐ分かるところに出しっぱなしになっていたが、案の定、中は空だった。石灰粉を補充しなければならない。恵が大きく重い石灰粉の紙袋を両腕で抱えるようにしてなんとか持ち上げ、慎重にラインマーカーの中に移していると、不意にゴロゴロという音がして辺りが暗くなった。誰かが開けっ放しにしていた扉を閉めたのだとすぐに把握したものの、息も止めて作業していた恵は咄とつ嗟さに声を上げることもできず、そのまま暗がりの中で目を凝らしラインマーカーを石灰粉でいっぱいにした。相対的にかなり暗くなってしまったとはいえ、採光窓からの明かりもあるので何も見えないというほどではない。作業を終えたあとで、恵はようやく扉に手をかけてみたのだが、扉は開かなかった。

　扉を閉められただけでなく、外から鍵を掛けられてしまったのだと、ようやく把握する。

　困ったことになったな、と思った。誰かが中に恵が居ると気付かず扉に鍵を掛けてしまったのだろう。うっかりしているなぁとは思ったけれど、しかし、開けっ放しの扉を閉めておこうという考えは正しいので、それは責めるべきではないだろう。恵もたまに、母が入っていることに気付かず通りすがりにトイレの電灯を消して、抗議の声を上げられることがあった。暗闇の中で用を足す羽目になったのは申し訳ないと思うけれど、普段、小まめに電灯を消すように言っているのは母なのだし、なにも悪気があってやったのではないのだから、そこまで言うこともないだろうと、そんな時には思ったりする。

　それに、考えてみれば、次の体育でラインマーカーを使うと言っていたのだから、それまで待っていれば誰かがここにラインマーカーを取りにくることになるわけで、それなら、そんなに大騒ぎするほどのことでもないだろう。恵はそのように結論付けて、陸上用のハードルの束に浅く腰掛けて待つことにした。

　そうこうしている間に、パタパタと、雨が薄いトタン屋根を叩たたく音が聞こえはじめ、それはすぐにバタバタという激しい本降りの音に変わった。昼休みの終わりを告げる予鈴が鳴っても、体育の授業の開始を知らせるチャイムが鳴っても、体育用具入れには誰も来なかった。突然の雨のせいで急きょ、体育館での授業に変更になったのかもしれない。当初考えたよりも、ひょっとしたら状況は悪いのかもしれないと恵は考えたが、それでも実のところまだ全然慌ててはいなかった。予期せぬ事故とはいえ体育の授業をサボタージュすることになってしまったな、とは思ったが、体育の授業でもまずはじめに点呼を取るのだし、そこで恵が居ないことに教師は必ず気付くだろう。そうなれば、恵に伝言を伝えた女子生徒が自分の居場所は知っているはずだから、そのうち誰かが自分が体育用具入れに閉じ込められてしまっている可能性に思い至ってくれるにちがいないと恵は考えていた。

　五分待ってみても、十分待ってみても、体育用具入れには誰も来なかった。

　ここに至ってようやく、やや焦りを感じた恵は、ためしに入り口の鉄の扉をドンドンと叩いてみたり、大きな声を出してみたりした。けれど、声の届く範囲には誰も居ないのか、それとも体育用具入れの防音性能が思いのほか良いのか、なんの反応もなかった。いよいよ体育の時間の終了を知らせるチャイムが鳴り、さすがの恵も、あれ、これは困ったことになっているのではないか、と思いはじめた。出入り口の扉はウンともスンともしなかったが、反対側の壁の高いところにある採光窓はクレセント錠タイプの普通のサッシ窓だったので、そっちは開くだろうと考え、ためしに開けてみることにした。高さがあるので、そこから出入りすることは難しそうだが、多少は外の様子が分かるかもしれない。

　壁際のボール入れの上によじ登って慎重に立ち上がり、背を目一杯に伸ばして、なんとか採光窓の錠を開くことができた。窓を開け縁に手を掛けて、懸垂の要領で身体を持ち上げ、外の様子を覗のぞき見てみる。しかし、採光窓は校庭の外側に向いていて、そこから見てみても校庭を囲む高いフェンスと、その向こうに広がる没個性的な住宅街が見えるだけだった。天気雨だったのか、いつの間にか雨はすっかり上がり、空は遠近感の乏しい噓うそのようなのっぺりとした青だった。雨に濡ぬれてキラキラと光を反射する、色とりどりの住宅の屋根瓦だけが、わずかに雨の余韻を残していた。

　雨上がりの土と草を蒸したような匂いに混じって、なにかが焦げるような独特の臭いが、わずかに鼻についた。

　なんだろうと思った恵は、さらに身体を持ち上げ窓の縁に肘ひじをつき、頭だけを窓から外に出してみた。臭いの出で処どころを探して下を見下ろすと、綺麗な栗くり色いろのつむじに光が反射して、綺麗な天使の輪っかになっているのが見えた。その目立つ髪色だけで、顔が見えずとも誰だかはすぐに分かる。クラスでちょっと一いつ匹ぴき狼おおかみを気取っている、変わり者の廻めぐり沢さわ小こ海うみだ。

「未成年の喫煙は法律で禁止されてますよー」

　唐突に上から降ってきた恵の声に、小海は「うわっ！」と悲鳴をあげ、比喩でなく跳びあがって驚き、その拍子に咥くわえていたタバコを取り落とした。たっぷりと雨を含んで湿った土が、ジュッ……と力ない音だけを残してタバコの赤い火を吞のみ込んだ。最後に立ち上った細い一筋の煙を名残惜しむように「あ～……」と一いち瞥べつして、小海は「ビックリしたぁ……もう、君どっから出たのよ」と、恨みがましそうに恵の顔を見上げた。

「うわ～マジで寿命縮むわなによ～。なにしてんの委員長？　そんなところで」

「あ、えーっと実は困ったことになっていまして」

　恵がそのままの姿勢で事情を説明すると、小海はスッと目を細めて「ちょっと待ってて」と言い残して走り去り、ものの数分で鍵を取って戻り、扉を開けてくれた。たぶん職員室との間を往復したのだろうけど、それにしてはかなり早かった。実はものすごく足が速くて全力疾走したのかもしれないし、あるいはそれも、なにかの魔法だったのかもしれない。恵は小海のことをなんだか不良っぽい人だなと認識していたのだが、実は良い人なのかもしれないなと、その認識をやや修正した。恵としては状況的にそれほど切せつ羽ぱ詰まっているつもりはなく、すでに五時間目の体育はもとより、六時間目も半ばサボタージュしてしまっているのだから、ことがここに至っては今さら急ぐこともないだろうと考えていたのだが、恵のそんな吞のん気きな雰囲気とは相反して、小海は扉を開けるなりすごい剣幕で恵の肩をガッシと摑つかみ「誰にやられたの？」と、聞いてきた。

「いやー、誰だかは分かりませんけれど、うっかりしている人も居るものですね。助かりました、ありがとうございます」と、やや引き気味にお礼を言う恵に、小海はどういたしましても言わず「ちょっと来て」と手首を摑むと、そのまま肩を怒らせてすごい勢いで教室までズンズン戻り、そのまますごい勢いでバーン！　と教室の扉を開け「ちょっと～～！　誰の仕業～～!!」と、バーン！　という効果音を背負いながら大声で叫んだ。ちょうど六限目も終わり、あとは最後のホームルームに担任が来るのを待つだけの時間でザワザワとしていた教室は、一瞬にして水を打ったようにシーンと静まり返り、恵は（えええええええ～～??）という感じで、冷や汗を流しながらただただ困惑していた。恵だけが、今なにがどうなっているのかを理解していなかった。

「あ、ねえ君。そう、そこの君。いま目を逸そらしたよね。なにか知ってるね。君の仕業？　あ、そうなんだ。いや、分かるよそういうの？　ねえ、こっち向いて。こっち見て。こっち来てそこに座って、ほら」

　小海がひとりの女子生徒を指さして、魔法のように、突然そんなことを言う。

「ちょっと、廻沢さん。そういうのはいいから……」と、当の恵が止めようとしても「いいから君は黙ってて」と言って、小海は一切聞き入れなかった。

「な……なんのこと？」と、小海に指名された女子生徒は狼狽うろたえたように小声で言い返したけれど、小海は「いや、説明されなくても自分で分かってるでしょ。あ、ねえ君。そう君だよ君。君もなんか知ってるよね。言いなさい」と、また別の男子生徒を指さす。

「え……いや、俺は」「言いなさい」

　なにかを言おうと口を開いた男子生徒に、かなり食い気味で小海が再度そう言いわたす。それはなんの根拠もないただの偏見による断定であり、なんの権威にも担保されない理不尽な言いがかりではあった。しかし、小海の言葉には逆らいがたい謎の力強さがあった。

「……俺は止めたんだよ。そういうのはよくないって。桜さくら井いと吉よし田だと、あとそのへんの何人かがやったんじゃねぇの」

「な……！　沢さわ木きアンタね！」

　男子生徒に名指しされた桜井がなにかを言い返そうとしたところで、また小海が「うるさいわね！　今はわたしが喋しやべってんの!!」と怒鳴る。めちゃくちゃ横暴だった。

「言っとくけど、君も君も君も、知ってて止めなかったり助けにもいかずにほったらかしにしていた時点で全員同罪だから。言い訳しないでね。ねえ、桜井と吉田。こっち来て、そこに座って。は？　座れって言ったら普通に正座に決まってるでしょ常識を知らないの君は。そう、他には誰が一緒になってやったの？　ん？　言え」

「楠くす原はらさんと……篠しのノ井いさん」

　ソロソロと床に正座して、窺うかがうように上目づかいに小海を見上げながら、桜井がおずおずとそう答えた。

「はい、楠原と篠ノ井。君たちもこっち来て座れ」

「おいおい、なんだよ。こりゃなにごとだおい」

　終わりのホームルームのために担任の教師が教室に来ても、小海は「いまちょっと取り込み中だから引っ込んでて」と凄すごんで引き下がらせてしまった。近くの女子生徒がボソボソと担任に事情を耳打ちすると、担任もいったん静観することに決めたのか、腕を組んで教室の入り口に黙って立った。一瞬、担任の登場に救いを求めた生徒たちの目がまた曇る。

「あのね、別にわたしは今日のこの件についてだけ言ってるんじゃないの。君たちみんなして前々からこんな感じの陰湿なことをずっと続けてたよね？　放っておいたらどうせまだまだエスカレートしてたんじゃないの？　よかったわね、こうして止めどきを作ってもらえて。こんなのずっと続けてたら最終的には自分たちにとってもロクでもない結果しか待ってないよ？　ねえ、別にみんな仲良くしろとは言わないし嫌いなやつも気に食わないやつもそれぞれあるだろうから、喧けん嘩かだっていうなら好きにすればいいと思うけどさ。でも、君らそうじゃないじゃん？　君たち、明科ならどうせやり返してこないと思って安心してイジメてただけでしょ？　わたしはね、そういう人間の腐ったようなやり口が本当に我慢ならないわけ。分かる？　分かるかって聞いてるんだから返事をしなさいよ？　分かる？　分かりますか～？　ドゥーユーアンダスタン？」

　地べたに正座したまま、目の前にしゃがみ込んだ小海にペチペチと頭をはたかれて、桜井が「分かり……ます」と、目を逸らしてぼそぼそと答える。

「分かってるんだったら、自分が次にすべきことも分かるよね？　ん？　どうするの？　悪いことをしたらどうするの？　言ってごらん？」

「謝らないといけないと思います」

「そう思うなら、どうしてそうしないの？　ほら早くして。自分で言ったんでしょほら」

「すいませんでした」

「わたしに謝ってどうするの。わたしにじゃないでしょ？　分かるでしょ、ほら」

　そんな感じの派手なやり取りがしばらく続いて、最終的に小海は四人の女子生徒と二人の男子生徒に正座のままで謝罪させ、残りのクラスメイト全員にも謝罪の言葉を言わせることに成功した。その手際は、まるでなにかの魔法のようで。

「今までイジメててすいませんでした」

「イジメられているのを知っていて見過ごしていてすいませんでした」

　鈍感すぎるにも程があるだろうとは思うのだが、クラスの全員からそのように頭を下げられるに至ってはじめて、恵は自分がクラスでイジメられていたことを知ったのだった。

　その翌日から、恵は学校に行けなくなった。




「あはは、そんなこともあったっけなぁ」

　夢の中で、半分雑草に埋もれるようにして寝転がった誰かが、そう言って笑った。

「あったのよ」と、太い木の幹に背を預けながら、わたしは短く答えた。幾重にも折り重なった木々の葉のカーテンが、ただでさえ弱々しい冬の陽の光を遮っていて、雑木林の中は仄ほの暗ぐらかった。音もなく降り続く冷たい霧雨が、わずかにわたしの肩を濡らした。

「別にわたしも悪気があったわけじゃないんだけど、でもたしかに、そう言われてみればちょっと配慮に欠けた行動だったかもね。まあ、同じことがあったら結局また同じ反応をしちゃいそうだけど。わたしって、基本的に短気で単細胞なところがあるから」

　あんまり複雑で難しいことは考えられないの。考えるよりも先にえいっ！　って行動しちゃうのねと、また可笑おかしそうにクスクスと笑いを堪こらえている気配がする。

「うん、だろうね」

　わたしも呆あきれて肩を竦すくめ、しかたがなく苦笑いをする。

「今となってはもう笑い話だけど、それなりに深刻だったのよ。なんていうのかな、それまでも薄々と気付いてはいたんだけれど、まともに受け止めてしまうと自分のキャパシティを超えてしまうってことを本能的に察知していて、それで気付かないふりをしてやり過ごしていたの。保留にしたまま、真正面から向き合わず目を逸らしていたの。でも、いつまでもそんな騙だまし騙しにやってはいけないし、先延ばしにすればするほど利息も溜たまっていく。いつか破は綻たんするのは当たり前のこと。だから、あなたのせいというよりは、あれはただのきっかけに過ぎなくて、やっぱりわたしの問題だったんだろうけど」

「君はね、基本的に考えすぎなんだよ。誰も君のことなんかそこまで気にしてないって。もっと適当にやってればいいの。自意識過剰ってやつよ」

「うん、きっとそうなんだろうね」

　今もたぶん、いろいろと難しく考えすぎて、分からなくなっていて、それでまたここに来てしまっている。なにかを言って貰もらいたくて、甘えてしまっている。

「ひとつ、お願いがあるんだけど」と、誰かが言った。

「……なに？」と、わたしが首を傾かしげると、誰かは寝ころんだままで「わたしのポケットにタバコが入っているの。それ出して、火を点つけてもらえないかな？」と返事をした。

　わたしは木の幹に預けていた背中を起こし、草むらに倒れたままの誰かの傍らに屈みこんで手探りでタバコを探し出す。箱はすっかり湿し気けていたけれど、中のタバコは辛うじて無事なようだった。一本取り出して口に咥えさせ、覆おおいかぶさるようにして火を点ける。

「……ん。ありがと」そう言って、誰かは深く煙を胸に吸い込んだ。

「雨が本降りにならなくてよかったよ。おかげでここに居ても、せめて、タバコくらいは吸えるみたいだし」

　あまり長居したいところでもないけどさと、誰かが自嘲ぎみに笑った。静かに煙を吐く気配がわずかにして、「髪、綺き麗れいだね」と、不意に誰かの手がわたしの長い髪に触れた。

「そう？　そうね、わたしも綺麗だと思う。ありがとう」

　わたしは自分の、綺麗で艶やかな長い栗色の巻き髪に、スッと指を通してそう答える。

「ねえ、知ってる？　長い栗くり色いろの髪をした美しい少女はね、自由で、孤高で、なにものにも縛られないものなのよ」

　それはなにかの魔力を感じさせる、確信に満ちた声だった。わたしもなるべく、確信に満ちているように、自信に満ち溢あふれて聞こえるように、意識して声に出してみる。

「知っているわ。長い栗色の髪をした美少女は、いつだって顎を上げて胸を張って、不敵に微笑んでいないといけないのよ」

「そう、長い栗毛の美少女は、絶対に誰にも負けないのよ」

　君は、長い栗毛の美少女なんでしょう？　と、誰かが言う。

　そう、わたしは長い栗毛の美少女。最高で最強の絶対無敵の魔法少女。

「だったら、大丈夫でしょ。なにがあっても立ち向かえるよ。困難なことがあったら、腰に手を当てて胸を張って、面白いじゃないって口に出して言ってみるといいわ。本当に面白くなってくるから」

　今この時こそ、胸を張るべきなのだろう。「……面白いじゃない」と、わたしは口角を片方だけクイッと上げ、不敵に笑ってみせる。

「そう、その調子。さあ、もう行ったほうがいいよ。いかに地獄の尖せん兵ぺいと云いえども、あまり冥めい府ふに馴な染じみすぎるものじゃない。どうしてみたところで、やっぱりここは死者の場所なんだから」

　そう言われて、わたしは立ち上がる。胸を張って、顎をやや上に向けるように、頭のてっぺんから身体全体を吊つるされているようなイメージを持って、真っすぐに立つ。半ば雑草に埋もれるようにして倒れている誰かを、静かに見下ろす。

「そうね、じゃあもう行くわ。それじゃあまた」

　そう言い残して踵きびすを返す。雑木林の向こうに見える、仄かな明かりを目指して歩き出す。

「馬鹿ね、もう来るんじゃないよ」という誰かの声が、わたしの背中に投げかけられた。




　目が覚めたら古代エジプトの壁画のような奇妙なポーズをしていて、ひどく寝汗をかいていた。変な夢を見たような気もする。うなされていたのかもしれない。

　身体に変な疲れを感じたけれど、不思議と、それほど嫌な感じがするものでもなかった。






















　人は、状況を記述することはできるが、名ざすことはできない。（３・１４４）







　食パンをトースターに突っ込んで、コーヒーメイカーのスイッチを入れる。冷蔵庫から冷やごはんを出してレンジでチンする。その間に卵を溶いて、ハムとほうれん草の卵焼きを作る。ウインナーに切れ込みを入れて、冷凍のブロッコリーと一緒に茹ゆで上げる。レタスとプチトマトときゅうり、あと中途半端に残っていたお漬物も添える。小さく可愛かわいらしい二段重ねのお弁当箱は、それぐらいでもういっぱいになってしまう。手間がかかっていないわりには、それっぽい見栄えに仕上がっていると思う。

　昨日も夜勤だったらしい母は、今はぐっすりと眠り込んでいるのだろう。わたしはお弁当に入りきらなかったおかずをお皿に盛って、ラップを掛けてテーブルに置く。食べたければ、起きてきた母が勝手に食べるだろう。食べなかったら夕方にわたしが片づければいい。薄くマーガリンを塗ったトーストとブラックのコーヒーだけで朝ごはんを済ませてしまい、制服に着替える。顔を洗って、入念に歯を磨き、天然で緩く巻いた栗色の髪にブラシを通して、赤いシュシュでふたつ結びに纏まとめた後で、また鏡の中の自分に微ほほ笑えみかける。

　うん、今日も可愛い。鏡の中の自分に「行ってきます」と声をかけて家を出る。

　四月の終わりの朝。快晴の空は抜けるように青く、あまりにも青すぎて、ここまでくると少し馬鹿っぽい。馬鹿みたいに青い空の下では悩み続けることも難しそうな気がする。気の持ちようみたいな類たぐいの悩みは、とりあえず南国に行けば解決してしまうのではないかと思う。それとも常とこ夏なつのハワイの住民でも、馬鹿みたいに青い空の下で馬鹿みたいに青い海の音に耳を傾けながら、時には鬱うつになったりもするのだろうか。

　中学の時は自宅から徒歩圏内の公立校に通っていたので、高校生になって初めて電車通学をするようになった。自動改札をピタパと抜けてホームに出る。最初の頃は朝のラッシュのあまりの人の多さに気け圧おされた記憶もあるけれど、たったの半月でもう慣れてしまったのか、それともこれも、昨夜から続いている記憶の欠如や違和感の一種なのか、そんな感覚は遥はるか遠い昔の出来事のようで、決して愉快というわけではないけれど、今では人ごみに紛れることにも特になにも感じない。

　電車を降りて、レンガ敷きのケヤキ並木を歩く。ふと、なにか魔法の気の流れのようなものを感じた。魔法少女のわたしは人よりもほんの少しだけ、そういうものを敏感に感じ取ることができる。気配を追って目線をそちらに向けると、朝の全体的に気け怠だるそうな寒色の空気の中に、そこだけ暖色系の異質な華やかさを放っている女子高生の集団が居た。

　わたしと同じ制服に身を包んだ女子生徒が五～六人、なにがそんなに楽しいのか、朝から表情豊かに笑顔で談笑しつつ歩いている。血圧が高いのかもしれない。

　わたしはその集団のやや後ろを歩きながら、それとなく観察してみた。後ろからなのであまりよく見えないけれど、全員、知った顔のようではある。みんな一年生だけど、クラスはバラバラのはずだ。わたしのクラスメイトの背の高い子もひとり混じっている。なんの集まりだろうかとしばらく思案して、あ～なるほど、吹奏楽部の仲間なのかと共通点を見み出いだして納得する。どこの学校にもだいたい部活ヒエラルキーというのがあって、幅を利かせている部活と肩身の狭い部活というのがあるものだけど、だいたいは体育会系の部活のほうがエラソばっている傾向があるのではないだろうか。でも、うちの学校では、こと女子に限って言えば謎に文化系の吹奏楽部が部活ヒエラルキーのトップに収まっていて、こんな感じに、数人が集まって歩いているだけでも華やかな雰囲気が漂う、目立つ存在なのだ。たぶん、それもこれも、まだ吹部に入部して間もないあの子ひとりのせいなのだろう、という予感がある。集団の中にあってもひときわ目立つ、おでこの綺麗なポンパドールの女の子。松まつ川かわ常盤ときわ。吹奏楽部の新入部員で、でもフルート歴では既に十年選手の大ベテラン。うちの吹奏楽部の中では抜きん出てダントツの実力を持つ吹奏楽てきスーパーエリート。どうしてうちみたいな万年地区大会止まりの弱小吹部に彼女のような本物のエリートが混ざっているのかは謎だけど、彼女ひとりのおかげで、やおらうちの吹部でも全国大会を目指そうという機運が高まっているらしく、今年は一段と士気が高い。その勢いと自信が、あの妙に華やかな雰囲気に繫つながっているのだろう。大変に結構なことだ。

「まあ、あれも一種の魔法だと言えなくもないな」

「毎度のことだけれど、唐突に現れるわねケルベル」

　気が付くと、いつの間にかわたしの足元を黒い小さな子犬が跳ねるような足取りで小走りに並走している。足が短いので普通に並んで歩くだけでも小走りになってしまうのだ。

「たったひとりの圧倒的な自信が、周りの人間にも伝でん播ぱする。そうやって、集団全体が一種異様な自信に包まれる。そうなると、実力のほうも先立つ自信に追いつこうと実際に底上げされてしまう。そうして得た成功体験がさらに自信を裏付けて、正方向のスパイラルが最初は虚構に過ぎなかった自信をいつしか本物に成り代わらせていく。つまり、実力の前借りだな。そんなありふれた成功体験も魔法の一種だ。お前たちの年代には、そういう魔法を自然と使うやつが稀まれに現れる。珍しくはあるが、あり得ないということはない」

　魔法というのはなにも、魔法少女だけに許された特権的な力というわけではない。どちらともつかないような曖あい昧まいな状態に付け込んで、黒でも白、とまではできないにしても、濃いグレーぐらいなら白にしてしまうようなイカサマが魔法の正体なのだ。無意識に、知らず知らずのうちに使ってしまう人もいる。たとえば、（なんて言っても実のところはよく知らないけれど）恋なんていうのは大抵、魔法の後押しがあって初めて成立するものだ。他の人よりはちょっと好感が持てるかもな、ぐらいの感触が、いつの間にか唯一無二の運命の人にすり替わっていたりする。なにかの奇跡が、ただの偶然を運命にしてしまう。女の子は誰だって、魔法を使うことができる。ただ、多くの場合において、本人の意志とは無関係に無意識のうちに使われてしまっているそういった力を、ちゃんとした手順に従ってルールの範囲内で、意図的に適正に運用できるのが魔法少女なのだ。

　そして、魔法少女の主な役目は、ルールを逸脱した魔法の使用者、それも世界の脅威となるような大規模な魔法の使用者の取り締まりである。

「ああいう子も、世界の脅威に成り得たりするわけ？」

「どうだろうな。今のところヴァーチェは看過しているようだが、しかし、女の子は誰でも魔法が使えるなんていう一般論で片づけてしまうには少しばかり影響力が強すぎるようにも見える。本人がどこまで仕組みを理解しているのかは分からんが、ある程度は自覚的なのだろう。誰に教わることもなく、自らの試行錯誤で手順を探ったのか。だとすれば脅威的な才能だ。派手になりすぎないように、よくセーブしてコントロールしている」

　天然の魔法少女、と言ってしまってもいいかもしれん、とケルベルは所見を述べる。

　松川さんは集団の中でもあからさまに自分が中心となって目立ってしまわないように、巧妙にわざと一歩引いている様子が見受けられた。ぱっと見では、集団のイニシアチブを握っているのは別の背の高い自己主張の激しそうな女子生徒のほうに見える。流線形というか、エアロダイナミクスに優れていそうな、やや個性的なその顔立ちには見覚えがあった。わたしのクラスメイトだ。しかし、よくよく観察してみれば、そちらの彼女はすべてにおいて松川さんの意志に沿うように行動していて、傀かい儡らい政権とか摂政政治のような権力構造になっているように見える。女子高生の社会の中で上う手まく立ち回るための処世術なのか、あるいは魔法少女のような魔法の使用者を狩る存在を把握していて警戒しているのか、いずれにせよ下へ手たに目をつけられないようにリスクヘッジをしているのだろう。腹黒いという印象はあるが、わたしは腹黒い人間は嫌いじゃない。予測不能の馬鹿よりは、計算高いほうが意図も行動も読めるぶんだけ付き合いやすいものだからだ。

「まあ、あの感じだとよっぽどのことがない限りは間合いを踏み外さなそうだけど」

「他人にとっては実にくだらない些さ事じが、本人の主観的にはよっぽどのことになってしまいがちなのも、お前たちの年代に顕著な特徴だ。よくよく注視はしておいたほうが良い」

「それもそうか」

　形けい而じ上じよう学がく的超越的システム、ヴァーチェにも未来を知ることはできない。実際に行使されて観測されない限り、松川さんの秘めた魔法の大きさがどれほどのものかを知ることはできないし、それに、誰しもが魔法使いであり得る思春期の少年少女たちの社会に対しては、誰のなにがどのように影響してどうなるのか、そういった予測も複雑になりすぎて現実を超越する速度で計算を実行することはできないのだ。仮に全能の神が実在するとしても、それは全知ではあり得ない。全知であったならば、わざわざ実際の質量を使ってまで世界を作ってみる必要なんて、きっとなかったのだろうから。たとえ神であろうとも、なにごともやってみないことには分からない。つまりはそういうことだ。




　教室に入る。目の合ったクラスメイトたちとは適当に挨あい拶さつを交わすけれども、それだけだ。誰もわざわざそれ以上に突っ込んでわたしに喋しやべりかけてきたりはしない。もちろん今日に限ったことではなく、これが平常通りである。高校に入学してもう一か月近くも経つというのに、わたしにはまだ友達と呼べるような人間がただのひとりも居なかった。

　堂々としたド派手な栗くり色いろのサラつや巻き髪で、入学早々にそれを注意してきた生活指導教諭に向かって真顔で「生まれつきです」と言い張って通し、そのうえ自称魔法少女なわたしは当然のように不思議ちゃん枠という安定したポジションに収まり、クラス内では抜群に浮いた存在となってしまっているのだった。でも、これが安全側だと思う。つまり、危険を避けられるということ。クラスの中で孤立してしまうことは怖いけれど、それと同じくらいに人と深く関わることは怖い。なにしろ、わたしは鈍感すぎてクラスメイトたちが本当のところはなにを考えているのかなんて、これっぽっちも理解できないのだから。

　人間が口で言っているだけのことなんて、信用できたものではない。

　中学三年生の時、自分がイジメられていたことに気が付いてショックを受けて一時期不登校になっていた記憶は、なんだかんだできっちりとわたしの未熟な心に立派なトラウマとして残ってしまっているのだった。

　それに、下手に大切なものができてしまうと、それを失うことが怖くなる。

　逃げているのだ。いつかそれを失うのが怖くて、かけがえのないものを作らないように逃げている。我がことながら、情けない精神性だとは思う。この長く綺き麗れいな栗色の髪に似合っていない。長い栗毛の美少女は、いつだって胸を張って真っすぐに立ち、自信に満ちた表情で不ふ遜そんに笑っていなければならないのに。大切なものをすべて守り抜けるぐらいに強くなればいいのだ。虚勢であろうとも張っているうちに、その外面のハリボテに中身が追い付くこともあるだろうか。そういった魔法の効用に期待したい。

　それでも授業中は楽なものだ。ただ黙って椅子に座り、じっと前を向いていれば時間は過ぎていく。どうやら、理数系の科目は高校に入って早々の時点で躓つまずいてしまったらしく、授業の内容は魔法の呪文のようで全然理解できなかった。もともとは理数系科目のほうが得意だったはずなのだけど、なにしろ肝心の中学三年生の一時期を不登校で過ごしてしまったので、復帰後その穴を死ぬ気で取り戻して高校受験をクリアしたところで、なんだか気持ちが燃え尽きてしまったのだ。イジメが原因の不登校で勉強が遅れて、高校のランクを落とす羽目になったりするのもムカつくから、なんていう理由で無理して高偏差値の進学校に入らなければよかったな、なんて既に少し後悔している。死ぬほど苦しかった受験勉強も、期間限定だからこそなんとか乗り越えられたけど、高校に入学すればそれで終わりだというのは完全に勘違いだった。高校の勉強はその死ぬほど苦しかった受験勉強をさらに１・５倍にして期間を三年に延長したみたいなエンドレス勉強サドンデスなのだ。一年の最初から毎日受験勉強をしているようなものである。少し気を抜くとぷよぷよみたいにドーンッ！　ドーンッ！　とやるべきことが降ってきては積もってしまって、にっちもさっちもいかなくなる。わたしはもう、気持ちてきには完全に「降りて」しまっていた。とりあえず出席だけしていればいいやという気持ちでぼーっと呪文のような授業を聞き流す。そうやって午前中が過ぎ、問題のお昼休みがやってくる。

　お昼休み。我ら誇り高きぼっち勢にとって、毎日の最大の難関はこのお弁当の時間であると言ってしまっても過言ではないだろう。入学式も終わり、いよいよ本格的な授業が始まった初日、朝の一番から「お弁当、一緒に食べようね」なんて話をしているクラスメイトを見て、随分と気の早い話だなぁと思っていたわたしは、いざ午前中の授業が終わってみると自分が吞のん気きすぎただけであることに気付いたのだった。小学生の時のように席順で「ここは同じひとつの班、机をくっつけて一緒に給食を食べなさい」なんて教師からの指示があるわけでもない。みんながてんでバラバラに自由に動いていて、気が付けばあれよあれよとフォーメーションは完成されていて、どこにも付け入る隙はないように思えた。だいいち、たかがお弁当を食べるだけのことでいちいち誰かに媚こびるのもそれはそれでなんだか気に食わない。そんなわけで、最初の頃はひとりで無敵オーラを全開にして自分の席でお弁当を食べていたのだけど、最近はどうも、わたしの席の真後ろでクラスの売れ残り組が最後のチームを結成したようで、その子たちがわたしの席を使いたがっているみたいなのだ。お昼休みになるたびに、ブスの女がなにか言いたげにじっとこちらを見てくるのである。これはいくら究極に鈍感なわたしでもさすがに居心地が悪い。この席を使いたいからどこか別の場所に移動してほしい、ということならそう口で言えばいいだろうなんだテメーは口がついてねぇのか？　と思わないこともないけれど、そんなところで無駄に張り合うのも疲れてしまうから、わたしはブスの視線をビシバシ背中に受けながら、小さなお弁当箱を手に持って黙って教室を出る。わたしが席を立つとブスはお礼も言わずに勝手にわたしの席をゴトゴトと動かして、他の三人と机をくっつけてお弁当を広げだす。

「はー、汚いってほんと嫌よね」

　未いまだココだと思える安心できる場所を確保できないでいるわたしは、ひとりそう呟つぶやいて特にアテもなく校内をブラブラと歩く。学食の隅も混んでいてお弁当組は居心地が悪いし、非常階段は二軍勢が肩を寄せ合って難民キャンプを張っている。廊下の窓から見下ろせる中庭はカップル限定リア充サロンって感じだし、学校内ヒエラルキーの上から下まで、上には上の、下には下の、それぞれの所属する階層ごとにそれなりの居場所というのが存在しているのだ。そのどこにも所属すらしてないわたしは、ひとり安住の地を求めてさすらう定めなのである。ベツレヘムより来たりて見よ。天使が歌にて約束の地を知らしめん。

　今日はためしに階段を上がってみたら、屋上に出られるらしいことを発見した。近頃では安全性がどうのとかで屋上が施錠されているところも多いようなので、寛容なことだと思う。偏差値の高い学校のほうが、こういう部分では自由度が高かったりする。

　鉄の扉を押し開ける。最初、やや風圧の抵抗があって、少し開けると今度は逆に吸い込まれるみたいにグンッ！　と一気に開いた。思いがけず勢いよく開いてしまった扉がバーン！　と大きな音を立てて、屋上中の視線が一瞬わたしに集中する。

　ポツンポツンと、適度な距離を置いてぼっち飯たちが点在していて、その様は枯かれ山さん水すいの石組みを連想させた。わたしは、なるほどぼっち飯たちの救済の浄土、約束の地エルサレムはここにあったのかと理解する。学校内ヒエラルキーのどこにも所属できない爪つま弾はじき者のぼっち飯たちは、まるで塩柱のように、神の楽園、聖地エルサレムで束の間の安息を得るのである。ハレルヤハレルヤ。わたしはやっと落ち着けそうな場所を見つけて安心するのと同時に、これはこれでなにかに負けた気がしないでもないなと複雑な気持ちになりはしたのだけれど、まあ背に腹は代えられない。形而上学的で観念論的な、なんらかの問題に対しては目をつぶることにしよう。とにかく今は、お腹なかがすいているのだ。

　崇高なる神の意志によってなにかに見立てて配置されたぼっち飯とぼっち飯の絶妙なバランスを崩すことがないように、わたしはそれぞれの中間ぐらいのところに自らの居場所を定め、フェンスの裾の微妙な出っ張りに腰掛け、膝の上でお弁当箱を広げた。なにはともあれ、これでようやくお昼ごはんだーと思ったら、また屋上の扉がバーン！　と開く派手な音がして、わたしは反射的にそちらに目を向ける。扉を開いた女子生徒も、思いがけない大きな音に自分でビックリしている様子で、誰にともなく小さな会釈をしながら所在なさげに視線を彷徨さまよわせていた。わかるわかる、思いのほか勢いよく開いちゃうよね、なんて思って少し相そう好ごうを崩していたわたしの視線と、その女子生徒の視線が一瞬、交錯する。

　綺麗な顔をしていた。でも、あんまり印象に残らなそうな特徴のない顔。

　わたしと一瞬だけ目が合ったその子は、でもそのままスッと目を逸そらしてどこかに歩いていこうとする。ん？　でも、あれ？　なんか見覚えがある気がするぞ？　と、わたしの頭の奥のほうでなにかがカチッと嵌はまって、歯車がグルグルと回転を始める。えっと……なんだっけ？　あ～ホラホラ、あの。

「ねえ」

　考えがまとまらないうちに、わたしはつい、反射的にそう声をかけていた。女の子がピクンッと反応して、こちらを振り返る。どこか寝ぼけたような、夢遊病者のような、頼りのない双そう眸ぼう。また目が合う。お互いに黙ったまま、しばし見つめ合う。

「あ」

「あ」

　お互いに、同時に声をあげる。

「ひょっとして……魔法少女？」

　デフォ子（仮）は、中途半端に曲げた指でわたしを指さし、可愛かわいらしく小首を傾かしげてみせながら、自信のなさそうな声こわ音ねでそう言った。




「いただきます」

　すっかり身に染みてしまっているただの習慣として、誰に対してでもなくわたしが手を合わせてそう呟くと、隣でデフォ子が「あ、そういうのいいね」と言って、笑った。

「なんか、育ちがいいんだなって感じがする」と、デフォ子も遅ればせながら手を合わせて、いただきますと言う。なんというか、好感の持てる反応だった。ややもすれば嫌味にもなりそうな台詞だったけれど、デフォ子の声にはなんの含みも感じられず、育ちがいいという言葉をわたしも素直にそのままの意味として受け取る。母のわたしに対する教育に関しては、わたしも多少の複雑な想いがないではないのだけれど、なんだかそのことを受け入れてもらえたような気がして、少し嬉うれしい。彼女の言葉の、その実直な感触に、わたしも彼女に対して良い育ち方をしてそうだな、という評価をする。

「飲み物いらないの？」と、デフォ子がわたしに聞いてくる。

「いる。普通に忘れてきたの。ぶっちゃけしんどい」と、ブスの視線に追い立てられるようにお弁当箱だけ持って教室を出てきてしまったわたしは、デフォ子に返事する。

「お茶飲む？」

「あ、もらっていい？」

　フェンスの裾の出っ張りに、ふたりで並んで座り、お弁当を広げる。並んでとは言っても、お互いの間には人が１・５人は入るぐらいの微妙な距離があって、あまり親密さを感じさせない。お互いに相手のほうをあまり見ず、並んでじっと前を見ながらごはんを食べ、各おの々おので勝手に独り言を言っているような、なんとも言えない絶妙な空気感だった。でも、気まずかったり居心地が悪かったりはしないのが不思議だ。愛想はないくせに、いつの間にか人の懐ふところにスッと入っているような、でもやっぱり素っ気ないような、人懐っこい野良猫のような妙な間合いを持っている子だった。基本的には、そんなに嫌いではない。

「うえっ。なにこのお茶、傷んでない？」

　デフォ子が分けてくれたペットボトルのお茶を一口飲んで、わたしは顔を顰しかめる。ラベルもなにもついていないから、たぶんデフォ子が家で沸かしてペットボトルに詰めてきたものなのだろうけど、嗅いだことのないような独特の臭みと風味が喉にスゥーッと効いてこれは……う～んちょっと、ありがたくない。

「プーアル茶だよ。そういうもんだよ。たぶんだけど」

「そうなの？　なんかカビ臭い感じなんだけど」

「え～、カビかなぁ？　鉄っぽくておいしくない？」

　身体にもいいんだよーたぶんだけど、なんて曖あい昧まいなことを言いながら、デフォ子はプーアル茶？　をゴクゴクと飲む。ちょっと触れば折れてしまいそうな細く白い首。その繊細なラインが、いやに目立つ。喉のところがゴクゴクと上下に動いていた。ゴクゴクと飲んでいるから本人てきにはおいしいのだろうし、たぶん飲んでも大丈夫なのだろうけど、鉄っぽくておいしいというのもよく分からない話ではある。おいしいか？　鉄。

「かわいいお弁当だね。なんか、カラフル」

「そう？　ほとんど切っただけ茹ゆでただけみたいな、超手抜き弁当だけど」

　わたしのお弁当は冷蔵庫にあるものを適当に詰めてきただけなので、茹でただけの冷凍ブロッコリーとか、ウインナーとか。ギリギリ料理と呼べそうなのは、ハムとほうれん草の卵焼きくらいのものだ。まあ、カラフルではあるかもしれない。ものは言いようだ。

「あ、自分で作ってるんだ、偉いねー。って言って、わたしもなんだけど」

　うち、お母さんがぜんぜん家事やらないタイプでさー、とかなんとか。

　デフォ子のお弁当は、自分で煮付けた切り干し大根とかひじきとか。ちょっといびつな形をしている小ぶりのハンバーグは豆腐かおからでかさ増ししているのか、白っぽい。ごはんも五穀米だし、高タンパク低脂質の超健康メニューかつコストパフォーマンスも良さそうな感じで、なんというか、女子力さえも超越した主婦力のような凄すごみを感じさせる。

「そういえば、昨日あれから大丈夫だった？」と、デフォ子が首を傾げる。なにしろ、特に共通の話題もないものだから、自然とそんな話になる。

「うん、まあ別に大丈夫と言えば大丈夫だとは思うんだけど。身体はどこもおかしいところないみたいだし。でも相変わらず、なんであんなところで倒れてたのかとか、そういうところはまるで思い出せなくて。やっぱ頭でも打ったのかなぁ？」

　ああいう意味のよく分からないのは、だいたい魔法少女てきななにかの絡みだとは思うんだけどと、わたしがポロッとこぼすと、デフォ子は「あ、その魔法少女っていうの、仕事なんだ」と、茶化すように聞いてくる。「キャラ作ってるとかじゃなくて？」

　わたしとしても、そこは別にどう捉とらえてもらっても構わないし、こうしてポロポロと余計なことを言ってしまいがちだから、キャラを作っているとでも思っていてもらったほうがなにかと便利だしで、特になにも言わない。「まあそんな感じ？」と適当に話を流すと、デフォ子のほうも実はまったく興味がないらしく、それ以上つっこんで聞いてくることもない。昨夜もそうだったけれど、自分と関係のない事象については全部まとめて「どうでもいい」と切り捨ててしまえるタイプのようだった。それはきっと、ある側面では社会的な欠陥ではあるのだろうけれど、同時に、ある種の精神的強きよう靭じんさでもあるのだろう。ぼっち飯のくせに、ぼっち飯特有の悲壮感みたいなものが微み塵じんも感じられず、なんだかカラッとした印象なのは、そういった彼女の傾向に依よるものなのかもしれない。

「死体なき殺人現場でしょ？　普通じゃ考えられないし、やっぱりなにかの魔法が関与していると考えたほうが」「あ、髪めっちゃ綺き麗れいだよね。それ天然なの？」自由かよ。

　ケン・ブロックもびっくりのドリフトターンで話題を急旋回されて、わたしは思考が追い付かないまま反射的に「天然……ってわけじゃないけど、まあ天然ってことにしてる」と答えるのだけど、あれ？　でも脱色じゃあこんなサラツヤの栗くり色いろには仕上がらないし、根ね元もとから綺麗な栗色だし、えっとなんだっけ？　「へえ？　それもやっぱ魔法？」そうだ、そうそう。これは魔法。魔法で叶かなえた、わたしの願いで。「そう、やっぱり魔法少女は長い栗色の髪をした美少女じゃないと」「そうなんだ。なにか元ネタみたいなのがあるの？　わたしあんまりそういうの詳しくないから」元ネタって言われても……魔法少女と言えばそれは長い栗色の髪をした美少女で「あ、見て。すっごい枝毛。七股」聞けよ。

　なんかめちゃくちゃ自由な子だった。決して口数が多いというわけではなく、むしろおとなしいほうだとは思うけれど、口から出てくる言葉はヒョイヒョイと自由に飛躍して、一見脈絡がない。左右に振られてついていくのに精一杯で、なかなか会話の主導権を取らせてもらえない。あちこちに興味が散逸していて集中力がないようだけど、注意深く観察してみれば発言の背後にある彼女の中でだけの論理展開のようなものが垣かい間ま見える。おそらく、恐ろしく頭の回転が速くて彼女の中では繫つながっているのだけど、その一部しか口からは出てこないから、アウトプットからだけではそれがあまり見えてこないのだ。傍はたからはのほほんとしているように見えても、頭の中は言葉と思考の嵐なのかもしれない。

「わたしノンシリコンなんだけどさ」「えっと……シャンプーの話？」「うん、たぶんアレって、あまり汚れ落ちてないだけだよね」「そうよ？　髪そのものの脂を落とし過ぎないようにって話だから。わたしは気持ち悪くてヤで、シリコン系でガシガシ洗ってトリートメントで艶出すけど」「へーそうなんだ。学び学び～。やっぱ、いろはす梨とかも腑ふに落ちないところあるじゃん？」「……なんかこう、身体にいい系はもっぱら噓うそくさいとかそういう繫がり？」「そうそう。梨なんかただでさえ水なのに、お前そんなほんのりフレーバーだけになったらめっちゃほんのりじゃん！　みたいな。あの夏の想い出かよ」「いやでも、そういう需要があるんでしょ。缶ジュースとか目の敵かたきにするタイプの人も多いし。砂糖ザブザブでカロリー高いし」「あ～カロリーねえ、でもやっぱカロリー高いもののほうが素直においしいよね。わたし今、ファミマのクイニーアマンにハマッてるんだけど。あ、そういえば気をつけたほうがいいよ人食いマン」は？　なに？　ヒトクイマン？

「知らないの？　いま巷ちまたで噂うわさの連続殺人鬼。美少女専門の」

　さらわれて殺されてバラバラにされて食べられちゃうんだよ～と、デフォ子は両手を上げてわきわきと動かす謎の仕草を交えながら言う。怖いんだぞー、という意味のジェスチャーらしい。あんまり怖そうではない。可愛かわいいかもしれない。いや、そういうことじゃなくて、さっきなにか重要なことが目の前を通り過ぎて。

　摑めていないような。零こぼれ落ちていく。捉えられない。

「連続殺人鬼……」

　怖いぞ～、のポーズをしているデフォ子をジッと見つめながら、わたしは呟く。デフォ子が少しだけ、心配するように、眉をひそめて。

　　　　　　わたしの顔を　　　　　　　　覗のぞき込んでいる。

　　　彼女の瞳に、わたしの姿が。　　　　　　　　　　　　　　　　映って。

　長い、栗色の髪をした美少女。

　意志の強さを感じさせる眉のライン。

　これは、そう。小こ海うみ。魔法少女、廻めぐり沢さわ小海の面おも影かげが、そこに。

　わたしの掌てのひらから、お箸はしがポロリと転げ落ちた。

「おっとぉ～!!」

　デフォ子がパシンッと、わたしの手から落ちた箸を空中でキャッチする。一瞬、空間に残像が残るほどの素晴らしい反射神経と速度だった。

「ふ～、あぶな～い」と呟つぶやいて、はい、とわたしにお箸を返してくる。わたしはそれをキッチリ三秒見つめたあとで、ようやく我に返って「あ、ありがとう」と受けとる。

「どうかしたの？」と、デフォ子がわたしのことを覗き込むようにして見ていた。

「あ……ううん、別に。大丈夫」

　わたしは上の空で返事をしながら、ようやく捕まえたソレの後ろ髪を引き寄せている。

　思い出した。巷で噂の、美少女専門の連続殺人鬼。

　そうだ、どうしてこのことを忘れていたんだろう。

　どうかしていたとしか思えない。

　わたしはそいつを必ず見つけ出して、この手でブチ殺してやらないといけないのだった。







　不登校児、明あか科しな恵めぐみの日常は平穏だ。

　まず朝七時に起きて食事を作る。大抵は自分の朝食だけ用意すればいいので、そういう時はトーストとコーヒーだけで済ませてしまう。仕事のシフトによっては恵の母も朝食を食べるので、そういう日は朝から炊飯器のスイッチを入れて、もう少しまともなものを作ったりする。母は早出の日には朝食を済ませるなり慌ただしく出ていくし、遅出の日には大抵ギリギリまで寝ていてやはり慌ただしく出ていく。休日は大抵、教会か傾聴ボランティア──高齢者のお話に耳を傾けにいくだけのボランティアがあるのだ──に慌ただしく出かけていき、極めて稀まれになんの予定もない日には死んだように眠っていることが多かった。いつもとても慌ただしく、わざわざ困っている人を探し出してきては奉仕するためにそこいらじゅうを駆け回っているような人だった。恵の毎日は、何時に母が慌ただしく出ていくかという違いがあるだけで、後は概おおむね同じことの繰り返しだ。

　朝食が済んだらそのまま使った食器の後片づけをする。流しの食器はためずにすぐ洗ってしまうというのが家事の鉄則だ。いったん落ち着いてしまうと様々なものが連鎖的に滞るので、流れを決して止めないということが重要なのである。

　その後は、しばらく朝のニュース番組を見る。天気が良ければ洗濯機を回す。庭に出て洗濯物を干していたら伸び放題の雑草が気になったりもして、花壇やプランターの手入れをすることもある。日によっては掃除機をかけたりトイレ掃除をしたりもする。冷蔵庫の中身を確認して、今日のお買い物をリストアップしておく。そうこうしているうちに昼を回るので、余りものを使って適当に昼食を済ませ、また少しテレビのワイドショーを見る。夕方になって混雑する前に、早めにスーパーに夕食の買い物に出かける。なにしろ徒歩以外の交通手段がなく、あまり一度に重いものを運びたくないから、こまめにほぼ毎日通う。家に戻ったら少し自習して、暗くなってきたら夕食の準備をする。米を研いで炊飯器にセットして、顆か粒りゆうだしでチャチャッとお味噌みそ汁しるを作り、煮物を作り、魚を焼く。母が帰ってくる日は焼く準備だけしておいて待つけれど、たいてい帰ってくるのは遅くなるので、先にひとりで夕食を済ませてしまう。お風呂を洗って湯を沸かす。そうして、お風呂から上がって髪を乾かしてしまうと、もう今日のやるべきことはなにも残っていないので、自分の部屋でひとり椅子に座って、ただ静かに「……」と、じっと考え込んだりする。

　この「……」というのは非常に説明のしづらい感覚だ。考え込んではいるのだけれど、なにか具体的な言語思考があるわけでもない。なにも考えていないわけでもないけれど、深く考え込んでしまうと袋小路に入り込んでしまう予感があって、その一歩手前で考えないようにセーブしている。でも、考えずにはいられないから、結果として袋小路一歩手前でデッドロックすることになり「……」と虚無になる。たぶん、そういうメカニズムではないかと、恵は自分自身を冷静に推察している。自分の思考を推察するというのも妙な気がするけれど、誰しも自分の思考なんて自分でコントロールできてなどいないだろう。好き勝手に振る舞うそれを、他ひ人と事ごとのように眺めているのが関の山なのではないか。

　あの日──クラスの全員から謝罪されたことで、ようやく自分がクラスの中でイジメられていたのだということを自覚した日──以来、恵は一度も学校に行っていない。恵は学校に行っておらず、それは普通のことではないにもかかわらず、日常にはなんの問題もなく、毎日が平穏だった。なんの問題もないことに、恵はとても強い違和感を抱いていた。

　恵の母は、恵が学校に行かなくなったことについて、特になにも言わなかった。なにかしてほしいことはあるか、と恵に問い、恵がただ「しばらく時間がほしい」と答えると、それ以上なにも言うことはなかった。娘の教育に関して常に正しくあろうとしていた彼女は、こういう時は母親が慌てたり取り乱したりしてはいけないと知っていたし、時間をかけてゆっくりと解決していけばいいのだと分かっていたから、恵が自分自身で気持ちに整理をつけ、問題解決に積極的になったり、自ら助けを求めたりするようになるまでは、そっとしておくことに決めたようだった。ただ「そう、まあそういうこともあるわよね」とだけ言って、あとはなにごともなかったかのように、平常通り、家族以外の見知らぬ他人に奉仕するために慌ただしく駆け回っていた。あるいは、折しも両親の不仲で父親が家を出ていった頃合いでもあったから、それが恵の精神的不調の原因だと考え、自分にも非があることだからあまり強くは言えないとか、そういう思慮が絡んでいたのかもしれない。

　もちろん、恵の不登校は両親の不仲が原因などではなかった。そもそも、仲の悪いふたりがずっとピリピリしながら同じ屋根の下に暮らしているよりは、素直に別居してくれたほうがよっぽど精神的な負担は少ない。なにも降って湧いた話でもなく、前々からいずれそうなるだろうと、むしろとっととそうなってくれと思っていたことであったから、父親が家を出ていったぐらいのことは別に恵の心を傷つけてなんかいなかった。

　誰も恵を傷つけなかったし、事実、そもそも恵の心は傷ついてなんていなかった。

　部屋でひとり「……」と考え込んでいると、自分がなぜ学校に行っていないのかが自分でもまるで理解できなかった。なにしろ、恵は小海がクラス全員に謝罪をさせるまで、自分がイジメられていることにも気が付いていなかったのだ。彼ら、彼女らの攻撃（それは攻撃だったらしい）は、恵の心になんのダメージも与えてはいなかったし、それは恵がイジメに気付いたところで、別に変わることはなかった。恵はクラスメイトが挨あい拶さつを返してくれないことにも困っていなかったし、掃除を手伝ってもらえなくても構わなかった。手伝ってもらえないのなら、自分でやればいいだけの話なのだ。体育用具入れに閉じ込められたのは多少は困りはしたけれど、それにしたって命に係かかわるような大事になる可能性は低かっただろう。それに、その件はもう小海が解決してしまったのだ。今後は恵が再度ターゲットにされるということもないはずだ。

　つまり、問題は、少なくとも今となってはもう、なにも存在していなかった。

　すべては解決してしまっていて、解決し終わっている。

　学校に行かない理由がない。

　それなのに、なぜ自分は学校に行っていないのかと、自分のことなのに、まるで他人事のように恵は考え込む。自分が学校に行かない理由が見つけられないままで世間は冬休みに突入してしまい、ますます学校に行く理由がなくなってしまって、今夜もまた恵は「……」という虚無の森の中に迷い込んでしまうのだ。




　その夜も、恵は自室で深い「……」という静寂の底にいた。もう何時間、そこでそうしていたのか、不意に、コトンッ……コトンッ……と、窓になにかが当たる音がして、恵の意識は虚無の森から現実の階層に引き戻された。なんだろうと思って窓辺に寄り派手な柄のカーテンを開けると、家の前の街灯の下に、まるでスポットライトを浴びる舞台女優のような威風堂々とした佇たたずまいで、小海が立っていた。恵が驚いて窓を開けると、小海はガラの悪そうなツヤツヤのスカジャンのポケットから片手を出して「よっ」と、気楽そうに挨拶をした。綺き麗れいな栗くり色いろの髪が街灯の光を反射して、つむじを中心に綺麗な天使の輪っかを作っていて、本当に天使なのかもしれないな、と恵は少し思った。背中に白い大きな翼があれば、きっととても似合うだろう。

「廻沢さん、なにをしているんですか？」と、恵が聞く。長らく人と喋しやべっていなかったせいで、思ったよりも大きな声が出てこず、すこし掠かすれてしまった。でも、蒼あおく深い夜はとても静かで、恵の小さな声も、階下の小海のところまでちゃんと届いたようだった。

「え～っと、青春かな？」と、小海は小首を傾かしげ、よく分からない返事をする。

「なにか用事でしたか？　インターホン鳴らせばよかったのに」

「あ～だめだめ、こういうのは形式が大事なのよ。魔法を成立させようと思ったら、やっぱり様式美っていうのが必要なわけ。これも一種の儀式だから。やっぱり、夜中に引きこもりの不登校児を部屋から呼び出すなら、窓に小石をぶつけないと」

　そう言って、小海はいったん俯うつむいた。脚をスッと伸ばして、つま先で道路の小石を弄もてあそぶ。

「なんですかそれは」

　という恵の疑問に、小海は答えなかった。少し、間があって。夜の空気が部屋に流れ込んできたけれど、顔に当たる冷気はほどよく心地良くて。小海が顔を上げた。

「君さ、学校来なよ」

　小海はなんでもないように、本当になんでもないことのようにそう言って、綺麗に笑った。ああ、まただ、と恵は思う。また、クレオパトラの微ほほ笑えみだ。力強い確かな魔力を帯びた、絶対的な強者の微笑みだ。

　小海がなんでもないことのようにそう言うから、それは本当になんでもないことに思えてきて、恵は簡単に「そうだな、学校行こうかな」と、もう思い始めていた。まるで魔法にかけられたみたいに、問題のすべてはもはや氷解していた。恵は虚無の森から、すっかり連れ出されてしまっていた。

　そんな自分の単純さに、思わずフフッと笑みがこぼれる。

「廻沢さんって、不良のくせにいい人ですね」

　恵が窓枠に頰ほお杖づえをついてそう言うと、小海は「あのさ、わたしはわたしのやりたいように自由にやってるわけ。不良じゃないからコレはしちゃダメっていうのと、不良だからこんなのはらしくないってのは、結局のところ同じことでしょ？　わたしはそういうのは、全部ヤなわけ」と、美しく笑った。

「長い栗色の髪をした美しい少女は、なにものにも囚とらわれないの。長い栗毛の美少女はすべてのものごとから完全に自由でないといけないから」

　自信に満ちた表情で、胸を張って顎を上げて、センスのないスカジャンのポケットに両手を突っ込んでそう言い切る小海は、本当に栗毛の美少女で、完全無欠の完かん璧ぺきな栗毛の美少女で、恵は、ああやっぱり自分はこの人のことが好きなんだな、と感じる。ひょっとして、この完全無欠に完璧な栗毛の美少女と友達になれるのだろうか、この人の隣に自分が立っている、そういう未来もあり得るのだろうかと考える。

「ねえ、廻沢さん。ひょっとして、わたしたちって友達ってことでいいんですかね？」

　なんだか肩の力が抜けて素直になってしまった恵は、ひとつ小さく息を吐いて、素直な気持ちでそんなことを小海に聞いてみた。

「どうかな」

　小海は軽く肩を竦すくめて「まあ、考えておいてあげるよ」と返事をした。







　これが、明科恵と廻沢小海の交わした最後の会話となった。







　たとえば、静せい謐ひつで清涼な冷たい朝の空気。

　コンクリートの裂け目でたくましく生きるタンポポの花。力強く伸びる夏の向日葵ひまわり。秋の紅葉。冬の雪化粧。そんな健けな気げで美しいものたちを憎む人があるだろうか。綺麗なものを綺麗であるという理由で、疎ましく感じる人がいるだろうか。仮に、そういう人がいたとして、その人は正しいと言えるのだろうか。

　たぶん、小海は分かっていなかったと思う。分かっていなかったからこそ、あんな風に太陽みたいにカラッとして、恵と話すことができたのだろう。

　クラスメイトたちの幼稚なイジメは、無敵に鈍感な恵の心を１ミリたりとも傷つけることはなかった。恵はそんな理由で学校に行けなくなったのではなかったのだ。恵がショックを受けたのは、常に正しくあるように教育され、自分でも正しくありたいと願っていたはずの自分自身の中に、厭いやらしくて汚い湿った感情を自覚したせいだった。

　恵は自分がイジメられていたことにショックを受けたのではなかった。いくらイジメられていても、自分がそれに気付かなければなにも問題はなかったはずなのに、お節介にもわざわざ「あなたのここに傷がありますよ」と思い知らせてきた小海に対して逆恨みしている自分に気が付いて、そのことにショックを受けたのだった。冷静に考えれば、小海の行動は完全に正しいことだったと思える。イジメられている人を見かけたのなら、正しき人ならそれを見過ごすべきではない。解決できるものなら、問題を解決すべきだろう。小海は正しく、正しいだけでなく正しいことを正しく遂行できるだけの力を持ち、そして美しかった。ただ正しいだけで力を持たない恵には、そんな彼女のことが妬ましく感じられて、疎ましく思ってしまったのだ。ああ、余計なことをしてくれやがって、と。

　正しくあろうとしていたはずの恵は、正しさと強さで自分を上回る小海を逆恨みで憎んでしまうような、惨めで矮わい小しようでつまらない人間だった。ちっとも、正しくなんてなかった。その自分の情けなさに嫌気がさして、小海に合わせる顔がなくて、いや、小海と対面してしまえば、その正しい彼女の慧けい眼がんに自分の醜さを見抜かれてしまいそうな気がして、それが恐ろしくて、恥ずかしくて、それで恵は学校に行けなくなったのだ。恵は恵をイジメていたクラスメイトたちに会いたくなかったのではなく、小海に会うのが怖かったのだ。

　要するに、恵は小海に憧れていたのだ。小海の正しさに憧れて、その彼女の正しさに見合わない自分自身の卑屈さが恥ずかしくなってしまっただけだったのだ。

　恵は小海になりたかった。

　正しく、美しく、力強い、完全無欠の無敵の栗毛の美少女になりたかったのだ。

　驚くほどすんなりと、恐れていた小海との対面を果たしてしまった恵には、いよいよ学校に行かない理由がなくなってしまっていた。憑つき物が落ちたように、素直に自分自身の矮小ささえも受け入れてしまっていた。背伸びしたって仕方がない。所詮、自分は自分でしかないのだから、このままの自分で小海と会うしかないのだと、すっかり今の自分を正しく認めてしまっていた。ひょっとしたら、小海と友達になれるのではないか、そういう未来もあるのではないかという仄ほのかな予感に、ほんの少し期待に胸が膨らんだりもした。

　恵が次に小海のことを見たのは朝のテレビのニュース映像の中でのことだった。

　小海は殺されていた。

　遺体から切断され持ち去られた両脚は未いまだに発見されていない。




　学校に行かない理由を失った恵は、今度は学校に行く理由を失ってしまった。







「あはははははははは!!」

　小海は爆笑していた。わたしはその声を聞きながら、ああ、またいつもの夢かと冷静に自覚していた。ここは暗い虚無の森だ。小海は相変わらず、薄明かりの雑木林の中で、半ば雑草に埋もれるようにして仰向けに寝転がっている。その姿勢のまま、真っすぐに木立の間から覗のぞく重い冬の空を見上げて笑っている。笑い過ぎて、最終的には咽むせて苦しそうに咳せき込んでいた。いくらなんでも笑い過ぎだろうと思う。

「さすがにその反応はないんじゃない？　え？　ひどくない？　これでも一応わたしなりに、それなりの勇気を振り絞って告白したわけなんだけど」

「ああ、ごめんごめん。そうね、そうだろうとは思うけど。ンッフフ……。でも、それにしたって可笑おかしくってさぁ。君、ほんと可愛かわいいところあるよね」

　笑い過ぎて空気を吐き出し過ぎて、酸素を求め喘あえいでいた小海は、何度か深呼吸をして息を整えたあとでようやくそう言った。また思い出したようにフフッと小さく笑い「たぶんね、君は悪者を見つけたかったんだよ」と、言葉を続ける。いつも皮肉気に眉をつり上げている小海にしては、あまり見たことがないような優しい顔をしていた。聖母のようだ。

「うまくいかないのは誰か悪いヤツのせいなんだって考えて、そいつをやっつければ全部は解決するんだと考えてしまって、でもどれだけ探してもどこにもそんなに悪いヤツなんかいなくて。クラスの子たちも、まあ良くはないけど、そこまで邪悪ってわけでもなくて、良くも悪くもそのへんの普通の中学生だっただけのことだし、わたしにしたって、別に悪気があってやったわけでもないわけだしね？　だったら誰？　お母さん？　お父さん？　先生？　どうも全部違うような気がする。どこにも誰も、悪いヤツがいない。それで君は、自分が悪いヤツだったんだって、無理にそう結論付けてしまおうとしていたのよ」

　でも、ロープレじゃないんだからさ。悪い魔王をやっつければそれでハッピーエンドなんて話は、そうそうないんだよと、小海は少しだけ首を動かして、わたしを見上げる。

「悪いヤツなんて、そうそういないの」

　まあ、そうね～。わたしを殺して綺麗な綺麗な脚を持ち去って、未だに返しもしない誰かさんは、完全無欠に悪いヤツに違いないのだろうけれど。そう言って笑う小海のスカートの下には、本来そこにあるべき、完全無欠に美しい曲線を描くはずの両脚が存在していなかった。そこはぽっかりと空間になっていて、奔放に生い茂る雑草に覆おおい隠されている。両脚を持たないせいで、小海はどこにも行けず、自分で立ち上がることもできずに、ずっとここで半ば雑草に埋もれるようにして横たわっているのだ。

「でも、わたしは小海を恨んでいた。完璧とは言えないにしても、なんとか上う手まく回っていたのに、それを力ずくでガシャーンと無邪気に足あし蹴げにして壊してしまう小海のことを、疎ましくおもって、そのくせ同時にその強さに憧れて、嫉妬していたの」

　わたしは横たわる小海に、そう答える。それは屈折している。ジトジトとして湿し気けっぽくて、気持ち悪くて、不快だ。全然これっぽっちも、正しくない。

「つまりはどら焼きなわけよ」

　小海は人差し指を一本立てて、唐突によく分からないことを言った。

「どら焼き？」と、わたしが眉根を寄せて問い返すと「そう、どら焼き」と、小海は鸚鵡おうむ返しにして、ウンウンと頷うなずく。「それも袋入りで、小分けになってるやつ」

「袋入りのどら焼きって、裏側に必ず小さな乾燥剤が入っているでしょ。表側からだと見えないけど、中を出してみれば必ず裏側に隠されていて、どら焼きには不可欠なもの。湿気たどら焼きなんて、誰も食べたくないもの。でも、だからと言って、裏側に隠されていたからどら焼きの本質は実は乾燥剤なんだ！　なんて言い出したら、馬鹿みたいじゃん」

　いくら見えないように裏側に隠されていたとしても、どら焼きの本質は乾燥剤じゃなくて、どら焼きでしょう？　と、小海は首を傾かしげる。長い綺き麗れいな栗くり色いろの髪の一筋が、サラサラと頰ほおを流れて地面に落ちた。

「人間には、自分で探して見つけ出したもののほうをより価値が高いと評価したがる、そういう習性があるの。自分がそれを探し出すためにかけた労力を、見つけ出したものの価値に上乗せしてしまうのね。でも、実はそのふたつの間にはなんの関係もないんだってことは、少し考えてみれば分かることでしょう？　ただの勘違いなのよ」

　その習性を応用して、敢あえて噓うその情報を少し努力すれば探し出せるぐらいのところに隠しておく、なんていう魔法もあるくらい。自分が見つけたんだ！　っていうところでテンションが上がっちゃうと、人間どうしても、その見つけ出したものの真偽に対する吟味というのが甘くなってしまうから。

「人間の内側はとても複雑で多面的で、そこには最初からすべてがある。歓よろこびも悲しみも友愛も、妬みも嫉そねみも憎しみも、そのすべてが君を構成している。その驚異的な複合体が人間なの。人の心が矛盾した気持ちを同時にはらむのなんて日常茶飯事で、それは日々揺れ動き、移ろいゆく。人は誰でもあらゆる感情を少なからず持っているのだから、そりゃあ裏の裏までひっくり返してみればそういうのも出てきたりするよ。でも、だからと言って、じゃあそれが君の本質かと言えば、そうではないでしょ。どれかひとつだけを拾い上げて、これこそが本質だなんて言うのは、馬鹿げている。それはただ、その時の気分で適当に手に触れたひとつを選び取っているだけのこと。そういう、恨みとか妬みとか嫉みを胸の内に持ちながらも、それを飼いならしてできる限り正しくあろうと、自分の足で真っすぐ立とうと努力している。そのすべてをひっくるめたものが君の本質なんでしょ」

　自分の足で真っすぐに立つ。そんなことが、本当にわたしにもできるのだろうかと、わたしは少し、考える。そんなわたしの顔を見て、小海はまた柔らかく微ほほ笑えんだ。

「できるかできないかは、それほど重要じゃない。そもそもそれは、一介の人間ごときが抱くにしては大きすぎる野望なの。できなくて当たり前というレベルの話。ただ、その意志がそこにある。そのことの崇高さだけは、誰にも否定されるべきものではないと思う」

　小海が、とても美しくそう言って、その声と、その表情があまりにも美しかったから、わたしにはそれが、とても正しいことのように思えてしまう。正しさと美しさというのはとてもよく似ていて、美しいものはそれだけで、なんだか正しいことのように思えてしまう。美しさというのは正しく力であり、その意味で、常軌を逸して美しい廻沢小海は、やはり間違いなく力ある魔法少女なのだろう。この超越的な美しさの前では山やま村むら貞さだ子こと佐伯さえき伽か椰や子こでさえ、ルーベンスの絵画を目の前にしたネロとパトラッシュのように、手に手を取り合い安らかな笑顔で主の御み許もとへと昇天していくに違いない。

　正しくあろうと、自分の足で真っすぐに立とうと、努力し続けること。

　そうあれたらいいなと、心から思った。






















　示されうるものは、語られえぬものである。（４・１２１２）







　人が殺されている。

　昨年末から断続的に続いている十代の女性ばかりを狙った三件の殺人事件を、警察は既に同一犯による広域連続通り魔事件と断定して捜査をしていた。

　一度に三人以上を殺す人間は取り立てて珍しくもない。立て続けに三人を連続で殺すことも可能だろう。しかし、長期間にわたって断続的に三件の殺人を達成し、今なお、逮捕どころか容疑者の特定にすら至っていないというのは異例と言える。

　廻めぐり沢さわ小こ海うみは、この連続通り魔事件の最初の被害者だった。彼女の遺体は街の外れにある暗い雑木林の中で、両脚を太ももから切断された状態で発見された。雑木林の中とは言ってもそれほど奥深いところではなく、隣接する道路からほんの数メートルほど踏み入っただけの地点に小海の遺体は放置されていた。もし、彼女に両脚が存在し、生きてその地点に立っていたとすれば、その姿は通行人の目からも見えたことだろう。折しも、冬の冷たい雨が降り続いていたせいもあり、小海の遺体の発見は遅れ、犯行の正確な時間を割り出すことを困難にさせていた。三日が過ぎて雨が上がり、活発になった大量のカラスたちが騒ぎ出したことで、彼女の遺体はようやく近所の住民によって発見された。

　小海がそこで殺され、その場で両脚が切断され持ち去られたことは間違いがないようだった。どこか別の場所で殺してから、遺体をそこに運んだわけではないということだ。夜間は暗い雑木林の中での犯行とはいえ、完全に人目につかない場所というわけでもなく、そのうえ、現場と小海の遺体には指紋や体液、皮ひ膚ふ片へんや頭髪と、そこから得られるＤＮＡ情報なども含む数々の物証が残されていて、当初は犯人の逮捕は容易であろうと考えられていた。両脚を持ち去るというところに猟奇的な傾向が見えるものの、それはまだ、毎日どこかで起こり続けている平凡な殺人事件のうちのひとつにしか過ぎなかった。

　しかし、当初の想定に反して捜査は難航し、犯人が特定されることもないまま、三週間後には次の事件が発生する。

　二人目の被害者は小学六年生の女の子だった。彼女は住宅街の外れの送電塔のたもとで、四し肢しを切断された状態で発見された。送電塔はフェンスで囲まれていて夜間に人が立ち入ることはまずないが、最も近い人家からはわずか数十メートルほどしか離れておらず、おそらく二階の窓からなら犯行現場を見ることもできたと思われる。この事件においても、犯人は現場に数々の物証を残しており、そこから警察は小海の事件と同一の犯人による犯行と断定。第一の被害者と第二の被害者の間にはなんらの接点も見つけられなかったことから、事件は通り魔による無動機の連続猟奇殺人という扱いとなった。小海の事件において、その捜査の初動で顔見知りによる犯行の線で小海の交友関係などを洗っていた警察は、ここで大きく、その方針を転換することとなった。

　小海が──その外側から観測できる分かりやすい属性として──派手な栗色の髪をした不良女子中学生だったことから、無神経に故人のプライベートをほじくりかえし、さも自業自得とでも言いたげな無責任な憶測を垂れ流し続けていたワイドショーや写真週刊誌も、ここにきてようやく小海のことを無む辜この被害者と認識して報道の傾向を改めた。しかし、既に書かれた内容について、撤回したり訂正したりするということはなかった。

　そして、さらにその一か月後、今度は県境で四肢に加えて頭部までもが持ち去られた女子高生の胴体部分のみが発見された。場所は心霊スポットとしても有名な山中の廃ホテルで、周囲に人目のない環境ではあるものの、その性質上、逆に予期せぬ目撃者が現れてもおかしくないようなロケーションでもある。事実、遺体の第一発見者はそこを肝試しに訪れていた大学生のグループだった。さぞ肝の据わり具合を試されたことだろう。

　この時期から、ワイドショーやゴシップ誌で推定される犯人像は、劇場型の愉快犯ではないかといった方針に転換。報道の内容は被害者のプロフィールよりは犯行の異常性、猟奇性に焦点を当てたものが中心となっていった。コメンテーターはこの手の猟奇殺人犯はエスカレートしていくものなので、今後も犯行が続くだろうと不安を煽あおったが、事件はこの三件目を最後に、今までのところピタリと止まっている。警察は有力な手掛かりを多数手にしてもなお、未いまだ容疑者の特定には至っておらず、どのような悲惨な事件も続報がなければ徐々に人々は関心を失っていく。ここ最近は各メディアでも報道されることが少なくなり、時折、付近の住民が不安げに噂うわさ話ばなしをする程度になってしまっていた。

「犯人はどういう目的で遺体をバラバラにして持ち去るのかしら」

　屋上でお弁当を食べ終えたわたしは、自分で新聞記事やウェブメディアのプリントをまとめたスクラップブックを開き、それらの情報に再度目を通しながらそう呟つぶやいた。もっとも、何度も繰り返し読み込んで頭に叩たたき込まれている内容だから、わざわざ開いて再読するまでもないのだけど。なんとなく据わりがいいので、胡坐あぐらをかいた膝の上にそれを広げて、ぼんやりと眺めながらつらつらと考えをまとめているのだ。

　廻沢小海を殺したこの犯人を見つけ出して血祭りに上げること。それが、わたしの願いであり、使命でもある。

　たった一日のこととはいえ、どうしてそのことをすっかり忘れてしまっていたのか、今となっては自分でも不思議なほどだ。

「一番考えられるのは、運搬しやすいように、とかだと思うけど」

　通常の、と言ってしまうとバラバラ殺人じたいが通常ではないのだが、バラバラ死体が発見されるケースにおいて、その目的として普通考えられるのは、遺体を隠いん蔽ぺいしようとしたというものだろう。遺体が見つからなければ、殺人事件として表面化することもない。つまり、犯行そのものの隠蔽を図っているのである。それが完全に隠蔽しきれなくて発見されてしまい、事件として表面化してしまった、という事例がほとんどだと思う。

　しかし、このケースにおいては犯人は殺害現場に遺体の大部分をそのまま放置しているのだ。犯行じたいを隠蔽しようとした、とは到底考えられない。

　そもそも犯行は全体的に、極めて杜ず撰さんで場当たり的に見えるのである。異常なのは、そのくせいずれの事件においても有力な目撃証言が皆無だという点だけだ。顔見知りの仕業でない通り魔的な無動機殺人では、目撃証言が得られなければ捜査が格段に難しくなる。今は似たような傾向のある前科者などを洗っているようだが、いずれにせよ、警察はまだ、全力で地道な捜査を続けているはずだ。

　ワイドショーや写真週刊誌では、どこの馬の骨だかもよく分からないような自称専門家が適当な分析を開陳していたが、そのうちの一説として、犯人がなんらかの異常な性せい癖へきを持っているからではないか、というようなものもあった。小海が常軌を逸した異常と言えるほどの脚線美を誇る美少女であり、その脚が持ち去られていたことから、持ち去ったのは彼女の脚に対する異常なフェティシズムの発露なのではないか、といったような話だ。一定の説得力があるようにも思えるが、しかし第二の被害者においては両脚に加えて両腕も、第三の被害者はさらにそれにくわえて頭部までもが持ち去られていて、特に小海の脚に執着したというわけでもなさそうではある。

「そりゃ、やっぱアレじゃないの？　持って帰って食べるんじゃないの？」

　横で屋上のフェンスにほとんど寝転がるようにしてもたれていたデフォ子が、薄い文庫本をパラパラとめくりながら、わたしの独り言に大して興味もなさそうに、そう応じた。

　今日も、お昼休みにお弁当を持って屋上に出てみたら、後からデフォ子も同じようにやってきて、お互いに曖あい昧まいな挨あい拶さつを交わしてそのまま一緒にお弁当を食べた。別に、一緒にお昼ごはんを食べようと約束しているわけではないけれど、どちらもここ以外に目ぼしい居場所も見つけられていない以上は、ここに来れば当然、顔を合わせてしまうことになるわけで。顔を合わせておいて無視するのもそれは様子がおかしいから、並んで腰を下ろすのだけれど、かといってやはり友達というわけでもなく、お互いの間には相変わらず人１・５人分くらいの微妙な距離があって、一緒にお昼ごはんをしているというよりは、ただ同じ場所にふたりでいる、といった雰囲気ではある。それが、不思議と気まずくない。

「それは、面白半分のゴシップ誌が書いている根拠のない憶測でしょう？」

　犯人は持ち去った被害者の遺体を食っているのではないか。その推測は、決して少数派というわけではなく、女子中高生の間に流る布ふする噂うわさとしては、むしろ最も有力なものだった。まるで実際にその目で見てきたかのように実まことしやかに語られる都市伝説。友達が友達から聞いた話なんだけど。やっぱ、食ってるらしいよ。人食いマン。

　人食いマン。件くだんの連続殺人鬼は、噂話の中ではそう呼ばれていた。なぜ人食い男ではなく人食いマンなのかは謎だけど、口に出してみると、妙にしっくりとくる語感ではある。

「ん～、根拠ないかなぁ」と、デフォ子は手元の文庫本に落とした視線を上げもせずに、目で文字を追いながらぼんやりとした口調でそんなことを言う。

「持ち去られた遺体はどれもまだ発見されていないし、どんな意図で、なんの目的で遺体の一部を切断して持ち去っているのかは今のところ不明。こうなんじゃないかな？　っていう推測を持って調べてみることには意味があるかもしれないけれど、こうに違いないと予断を持つととんでもない見当違いを犯すことになるし。こういうのは、確実に裏が取れている情報だけを元にして考えないと、すぐ明後日あさつての方向に飛んでいっちゃうから」

「でもなんか初心者が入門編から始めて、ステップアップしていってる感じしない？」

　ステップアップ？　とわたしが問い返すと、デフォ子はチラリとこちらを見た後で開いていた文庫本を閉じて胸の上に置き、改めてわたしのほうを向いて話し始める。

「もも肉とか一番手軽だしパッと見でおいしそうな感じがするじゃん？　で、もも肉だけだとちょっと物足りなかったから、次は手羽もいっとくか、みたいな」

　手羽って。

「やっぱ胴体はホラ、いろいろと中身が詰まってて処理もめんどくさいし、内臓系は臭いもクセも強いしね。サンマでも、むしろ肝がメイン！　みたいな人もいるけど、そういうのはだいたい酒飲みのおじさんとかじゃん？　上級者向けなんだよね。大人の味なの」

　なんかグロい発想を平然とするな……。いや、サンマの話だろうか。

「まずは身から入門するのがセオリー通りなんじゃないの？　人食いマンも、少しずつステップアップしてってるんだよ」

「じゃあ三人目で頭部まで持ち去られているのは？」

「やっと気づいたんでしょ。一番おいしいところに」

　と、デフォ子は頭を人差し指で指し示す仕草をしながら、平然とした顔で言う。お前の頭はおかしい、というジェスチャーにも見えた。わたしはちょっと想像してしまってウエ～ッとなる。でも、ハンニバル・レクターも脳みそを特に好んで食ったりしてたっけ。

「で、そうなると際限なく欲が出てくるから、いよいよ肝もいってやろうって覚悟を決めて、四人目では全部丸ごと持って帰ることにしたってわけ」

「四人目？」

　現在のところ、警察が一連の連続通り魔事件と断定しているのは三件だ。

「だからさ」と、デフォ子はまた力なく適当な仕草を交えながら「この間の、わたしたちが見た血の跡。犯人がバラして全部持って帰っちゃったから、肝心の死体がなかったんじゃないのかなって」と言う。言われて、わたしはその可能性について検討してみる。

「筋は通っているかも……しれない」

　死体が見つからなければ殺人事件を立証するのは極めて難しくなると聞く。特に、年頃の未成年者の場合はある日突然いなくなったとしても、まずは家出の可能性を疑われるものなのだとか。死体が見つかっていないから警察でもたんに行方ゆくえ不明者として扱われているだけで、実はあれが第四の被害者だったのかもしれない。だとすれば、あの日以来、行方不明になっている人物が誰か近隣でいないかを調べていくべきだろうか。

　いや、というよりも、わたしはその現場にいたはずなのだ。

　あの血に汚れた現場で、わたしは倒れていた。残っていた臭いからも、まだそれほど時間が経過してはいないことが窺うかがえた。わたしはあそこで、あの場所でなにかを目撃しているはずなのだ。つまり……思い出せないだけで、実はわたしはすでに非常に重要な証拠、あるいは手掛かりを摑つかんでいるのかもしれない。

　必死になって、頭を捻ひねってみる。けれど、やはりその直近の記憶はポッカリと欠落していて、まるっきり消失してしまっていて、なにひとつ、引っかかることすらない。

「ああ……もう！　なんでこんな肝心なところが思い出せないのよ」

「お、なんかイラついてるね。カルシウム不足してるんじゃない」

　そんな適当なことを言うデフォ子のほうに目を向けてみれば、連続殺人鬼の話にはもう興味を失ったのか、再び手元の文庫本を開いてそちらに目を戻していた。かといって、読書に集中しているようにも見えず、開いているのは先ほどまで読んでいたページとは明らかに違っていて、適当にパッと開いたところから読んでいるとしか思えない。読んでいるというよりもただ目で文字を追っているといった雰囲気で、睫まつ毛げの奥に覗のぞく瞳が機械的に一定のペースで上下に揺れていた。時々ぱらりとページを捲めくる。

「……それ、なにを読んでるの？」

「え？」

　ためしにわたしが聞いてみると、デフォ子は言われて初めて自分がなにを読んでいるのか気になった、みたいな驚いた顔をして、本をいったん閉じ表紙を確認した。そういえば、本にはタイトルというのがあるんでしたね、といった風だ。自分で確認した後で、こちらにも表紙を掲げて見せてくれる。挿絵もなにもない、デカデカとした文字が印刷されているだけの愛想のない装丁だった。

「オーシュ卿きよう……？　バタイユって哲学者の？　それ小説なの？」

　知った名前だったので、わたしは少しだけ興味が湧いてデフォ子にそう聞いてみる。バタイユが小説も書いていたというのは寡か聞ぶんにして存じ上げナッシングだった。

「ん～、小説っぽい」と、デフォ子は短く答え、本を開きページに目を落とした。またさっきと違うページを開いていると思う。伏し目になると長い睫毛が眼球をほとんど覆おおい隠して、その隙間からわずかにこぼれる瞳の輝きがキラキラとちらついた。デフォ子のほぼ一定な眼球の上下運動になんとなく目を惹ひかれながら、わたしは「どんな話？」と、別にそこまで知りたいわけでもない質問をしてみる。つまり、雑談というやつ。

「なんか、えっちぃの。女の子がひたすらえっちなことしてる」

「なにそれ。面白いの？」

「う～～ん、面白くないというわけではないかな」

　まあ、小説なんてだいたい面白いから読むものでもないしね、とデフォ子は実に面白くもなさそうに、そんなことを言った。

「そうなの？　宿題でもないんだし、面白いから好きで読むものなんじゃないの？」

「面白くなくても好きで読むんだよ。これを読もうと思って、よし読もうと自分で決めて、それで読むの。だって、まだ読んでないんだから面白いのかどうかなんて知らないし、大抵の場合、面白さって後から来るものだから。なんていうか、ある程度の覚悟は必要なわけ」九割以上は面白くないんだけど、残りの数パーセントの面白さを体験するにはそこの九割は受け入れるしかないんだよね。まあ、諦めみたいなもの。

　なんだか、嫌々読んでいるようにも見える態度ではあるけれど、でも、この種の諦念にも近い感覚は相当な読書経験でもなければ到達できない悟りの境地のようにも思えるし、今なお諦めることなく読んではいるわけだから、逆説的にものすごく読書好きなのだとも言えるのかもしれない。本を読むことじたいに飽いてしまうほどに。

「九割と数パーセントだと、まだ数パーセントなにかが残ってない？　面白くないのと面白いのの他にはなにかあるの？」

「え、う～ん。虚無かな」

「虚無」

「そう、虚無。無。ナッシング。これもひょっとしたら数パーセントの虚無のほうかも」

「外れだった？」

「まあ、虚無は虚無でレアだから、逆に当たりかもね。そのへんは気の持ちよう。なんか、友達がえっちぃことし過ぎで頭がおかしくなって勢いで首吊つって死ぬんだけど、そしたら主人公の女の子もテンション上がり過ぎちゃってその勢いで死体におしっこすんの」

「待って、ちょっとよく分からなかった」

「うん、分からないよね～」

　と、溜ため息のような長い息と共に、デフォ子がポイと投げ捨てるように言う。

「それが虚無？」

「う～ん、虚無は虚無で難しいんだよね。わりとどんな抽象的で形けい而じ上じよう学がく的な物語からでも、なにかしらの具体的な教訓って導き出せるし」

　テンション上がり過ぎておしっこしたくなるあたりは分からないではないかもしれない（分からない）なんて、適当なことを呟つぶやきつつ、デフォ子は最終的に「まあ、あんまりテンションが上がり過ぎるのもそれはそれで良くない、みたいな話なんじゃない？」という雑な教訓を導出して話を締めくくった。

　あんまりテンションが上がり過ぎるのも、それはそれで良くない。







　ヴァーチェは形而上学的で抽象的な、完全に実利的な存在で、時間は時間として、空間は空間として、ただそれぞれの存在が本来の役割を果たすようにものごとの因果を管理し整理するだけの、いうなれば中立的客体だ。それは人の世の善にも悪にも興味を持たない。そもそも、そこには意志や思想といったものが存在していない。ただ、淡々と世界のバグを直し続ける自動的なプログラムだ。しかし、観念的な客体であるヴァーチェも現実に影響するためには、どうしても物質的な実体というのが必要になってくる。

　つまり、それが魔法少女。地獄の尖せん兵ぺいにして、魔の法規、魔法の執行者。




　絶望の空虚に、地獄の影が這はい寄る。







　おそらく、これは恵めぐみの見ている夢だった。

　両脚を切り離され、暗い雑木林の中、冬の冷たい雨に打たれる美しい廻沢小海の死体。

　人間離れした驚異的な流麗さを誇った両脚が失われてしまってもなお、やはり小海の身体は美しかった。見るものが失われた両腕と首を想像で補完することで完成する、サモトラケのニケの美と同じようなものだろうかと吞のん気きに考えながら、恵は足元に横たわる小海の死体を見下ろしていた。

「馬鹿ね、それはたんに君のイマジネーションが貧相すぎるというか、夢見すぎというか、脳内がお花畑すぎるだけのことだよ。実際には、やっぱ死ぬといろいろと汁も出るし、顔だってひどいものだし、肉は傷むし目玉はカラスにつつかれるし、もう大変なんだから」

　まったく、汚いのって本当に嫌ね。と、雑草に埋もれるようにして横たわったまま、小海は空に向かって呟く。声は、まるで溶けるように冬の冷えた空気に紛れて消えた。

「君の夢の中でわたしの死体が美しいのは、たんにわたしの肉体がもう死んで壊れて腐って焼かれて、徹底的に損なわれて、とっくの昔に失われてしまったのだということを、君がまだ受け入れていないから。それだけのこと。実際には、わたしはもう美しさもへったくれもない、こ～んな小さなお骨になってしまっているの。知っているでしょ？」

　そう、恵はそのことを知っていた。情報としては、よく知っていた。

　そもそも、恵と小海は、こんな風に親密に話をするような間柄ですらなかったのだ。唐突で理不尽で不条理な、小海の突然の死に、恵はどのような形においても関与などしていない。まったくの無関係で、赤の他人だった。恵はその現場を目撃してもいないし、その死を知ったのもテレビのニュース映像を通じてのことだ。通夜と葬儀の日程も、通常の連絡網を通じて知らされただけに過ぎない。

　恵と小海は同じ中学校のクラスメイトで、そして、ただそれだけのことだった。

　恵と小海の間に、特別な関係などなにもなかった。

　ただ、本当にほんのりとした、仄ほのかな予感のようなものだけが胸の奥にあって、それはもうすべての可能性を断たれて光を失い、コロリとした鈍にび色いろの小石となって、恵の肋ろつ骨こつと肋骨の間あたりに転がっている。

「ねえ、君。いつまでこんな所に居るつもりなの？　あまり深く冥めい界かいに親しむと、きっと良くないことになるよ。ここは地獄の闇に、とても近しい場所だから」

　でも、こんな暗い人ひと気けもない寂しい場所に、ひとり小海を残していっては、可哀かわい想そうじゃないかと、恵はそう思っている。

「君は本当に馬鹿だね」と言って、小海が大きく息を吐いた。

「わたしがこんな暗くて人気もない寂しい場所に居るんじゃない。君がこの場所にわたしを縛り付けているんだよ。そもそも、わたしは本当の廻沢小海じゃないんだから。わたしは君が勝手なイメージで作り上げただけの、幻想の廻沢小海なんだからさ。本当のわたしはもうとっくに、こんな汚いものばかりの世界には見切りをつけて、さっさと次に向けて歩き出しているの」

　歩き出すもなにも、小海にはその歩き出すための脚がついてないじゃないかと、恵は思っている。取り返して、取り戻してあげないと。恵はそう考えている。

「だ～か～ら～さ～～、あ～もう。本当に飲み込みが悪いったら。あのね、わたしはもう死んでるの。物理的に脚があるとかないとか、そんなのはどうでもいい話なわけ。わたしは別に、なにも困ってなんかいない。君はわたしの死にまったく無関係なの。君は完全に無関係の赤の他人のくせに、わたしの死に対して無理やりコミットしようとしている。なんの責任もないくせに、勝手に責任をでっち上げて背負おうとしている。勝手に自分で思い込んで盛り上がってテンション上げて、テンションが上がり過ぎてしまって、自家中毒を起こしている。そういうのはね、大きなお世話って言うんだよ」

　そう言って、鼻の頭に少し皺しわを寄せた小海は、それでもやっぱり美しくて、常軌を逸して美しくて、美しさと正しさは似ているから、たぶん小海の言っていることは、正しい。

「廻沢さんは……納得しているんですか？　こんなところで、こんな誰も居ない暗くて寂しい、じめじめした場所で、土にまみれて冷たい雨に打たれて」

「はあ～～？　そんなの、納得なんてしているわけがないでしょう？　でも、しかたがないじゃない。死んじゃったものはもう死んじゃったんだから。死ぬっていうのはつまり、そういうことなんだよ。納得しようとしまいと、そんなことは一切合がつ財さい関係なく、死んだらそこで終わりなの。終わりっていうのは、つまり終わりってことで、不可逆なの」

　そんなの……駄目だよ。長い栗くり色いろの髪をした美しい少女は、なにものにも囚とらわれず完全に自由でなければいけないのに。長い栗毛の美少女は、こんな理不尽な死ぐらいのことで失われてしまってはいけないのに。栗毛の美少女は、絶対に負けないはずなのに。

「またそうやって、君の勝手を押し付けてくる。そんなのはわたしの知ったことじゃないの。わたしは君のその想いにも囚われたくない。いい加減にわたしを縛り付けるのはやめにしてくれないかな？」

　まあ、こうやって話しているわたしも結局は君のイメージの投影なわけで、なにを言ってみたところで全部が全部、まとめて君のひとり相撲なんだけど。

　雑木林の奥の方で、ゾワリゾワリと、闇が蠢うごめき出していた。

「ああ、ホラ言わんこっちゃない。地獄の闇が這はい出してきた。早く行かないと、君もヴァーチェに取り込まれてしまうよ」

　恵は雑木林の奥から染み出すように這い寄ってくる地獄の闇を、小海の傍らに立ち、ただ見つめていた。風もないのに梢こずえがざわざわと、さざ波のような葉擦れの音を鳴らした。

　闇が、重く低い声を響かせる。

「フン、ただの無価値で無能な小娘の分際で、世界のあらゆる出来事が自分に関連しているとでも思っているのか。大した思い上がりだ。際限なく肥大化した自意識というのは醜悪なものだな。だが、まあいい。客観的に見れば極めて矮わい小しようで実にくだらん理由だが、しかし、主観的な貴様の絶望は本物だ。絶望に沈み、虚無に親しみ、己の命を捨ててでも叶かなえたい願いを抱いた貴様は、資格を得た」

　こちらに来い、その身に地獄を纏まとえと、闇が吠ほえる。

　おいで、おいで。こっちにおいでと、木々が囁ささやきかける。

「やめておきなよ。こんなこと馬鹿げている。君にはなんの関わりもないことじゃない」

　本当に迷惑なだけだよと、小海が呆あきれたように息をつく。

「ごめんなさい……廻沢さん。でも、やっぱりわたし、あなたのことをどうにかしてからじゃないと、どこにも進めないみたいだから」

「まったく、全然人の言うことを聞かないんだから。あんなに自分を守ることに、自分だけを守ることに必死だったくせに、地獄の闇にも怯ひるまないその無駄な胆力はなんなのよ」

　小海は静かにそう呟いて、虚うつろな死人の表情で、天を見上げる。

「まあ、勝手にすればいいよ。誰だって、自分のやりたいことを自分のやりたいようにやる自由くらいはあるんだろうから。でも、間違ってもわたしのために、なんて思わないでよね。それは、君が君の勝手でやることで、わたしの知ったことじゃないんだから」

「うん、分かった」

　ごめんなさい、と最後に言い残して、両脚を失った小海の死体をそこに残して、恵は雑木林の奥に、地獄の闇のその奥に足を踏み入れた。

　黒い闇が、迎え入れるように、抱き締めるように、恵の身体に纏わりつく。

「さあ願え小娘。地獄は貴様に使命を与え、引き換えに貴様の願いを叶えよう。契約だ」

　恵は願う。恵は誓いを立てる。

　長い栗色の髪をした美しい少女は、自由で、孤高で、なにものにも縛られない。

　長い栗色の髪の美少女は、顎を上げ胸を張り、不ふ遜そんに笑っていなければならない。

　長い栗毛の美しい魔法少女は、絶対に負けない。

　地獄の闇が明あか科しな恵を包む。







　どんな物語からでも教訓を導き出すことはできる。

　たとえば、あんまりテンションが上がり過ぎるのも良くないとか。







「最近、中なか萱がやさんと仲が良いの？」と、突然に上から喋しやべりかけられた。

　最後のホームルーム終わりの、帰宅する生徒と部活に行く生徒と、残って談笑したりする生徒とで無む暗やみにざわざわしている、放課後タイムのゼロ地点みたいな教室での出来事だ。滅多なことでは学校でわざわざわたしに喋りかけてくる人間というのもいないから、わたしはまずそのことに軽く驚いてしまって、少し対応が遅れた。顔を上げて、声の出で処どころを確認する。思ったよりも上のほうに顔があった。背が高い。流線形で鋭角的な、高速域で優れた空力性能を発揮しそうな、綺き麗れいと言えば綺麗なのだけど、ちょっと個性的な顔立ちの。えっと、見覚えはあるぞ。ほら、吹奏楽部の、学校ヒエラルキー頂点の松まつ川かわ軍団の子で、むしろ一見、松川さんより目立っているぐらいの。なんていったっけ、名前は……。

「西さい条じようさん」

　と、なんとか記憶の底から彼女の名前を引っ張りだして、わたしはそう答える。答えるというか、質問してきた人の名前を呼び返しただけだから、質問に対する答えには一切なっていないのだけれど、とりあえず名を呼ばれた西条さんは「なに？」というように片眉をクイッと上げて反応を見せたので、名前は西条で合っているらしい。えっと、なにを聞かれたんだっけ？　中萱さん？

「屋上で一緒にお弁当を食べているんでしょう？」

「ああ」

　デフォ子のことかと、ようやくわたしは思い至る。そういえば、ここのところ毎日一緒にお昼を食べているにもかかわらず、未いまだにわたしは彼女の名前も知りはしなかったのだ。全然、気にもしていなかった。中萱さんという名前だったのかと、わたしはその情報をいちおう脳内のコルクボードに（デフォ子＝中萱さん）と紐ひもづけしてピン留めする。

　なんというか、そういうことがあまり気にならないような独特の雰囲気みたいなものが、デフォ子（＝中萱さん）にはあるのだ。毎日同じ場所で、隣同士で座ってお弁当を広げてはいるけれど、それはたまたま偶然に居合わせているだけみたいな、いつまで経ってもただの通りすがりみたいな、そんな雰囲気が抜けなくて、あまり親しさを感じさせない。それでいて拒絶するわけでもなく、まあ居たいならそこに居ればいいんじゃないの？　みたいな、その突き放した適当な距離感が逆に心地良くて、今でもそれが続いているような。

　だからまあ、客観的な事実として、別に仲良くはないと思う。別に仲良くはないと思ったから、西条さんにそう返事をする。

「ただ一緒にお昼を食べてるだけよ。名前もいま言われるまで知らなかったし」

「ああ、そうなんだ」

　なら、別にいいんだけど、と言った西条（呼び捨て）のその言い草に、わたしはなんだかカチンとくるところがあって、目を細めて心の中で警戒レベルを一段階上げる。なら別にいい、と言うならば、そうでなかったらどうだと言うつもりなのだろう。そんなのはわたしの勝手であって、お前にいちいち口出しされるようなことじゃないと思う。

「中萱さんは……なんかあんまり良くない噂うわさとかもあるみたいだしね」

　わたしのその気配の変化を敏感に察知したのか、西条はまるで言い訳をするみたいにそう言葉を続けて、スッと目を逸そらして肩を竦すくめた。

「良くない噂？」

「わたしもよくは知らないわ。援助交際とか売春とか、なんかそういう感じらしいけど」

　街で男を食いまくってるって、もっぱらの噂よと、西条は顔を背そむけたまま目線だけを一瞬こちらに寄よ越こす。分かるでしょ？　みたいなニュアンスを感じさせる仕草だ。

　ああ、その話かとわたしは把握する。そういう話であれば、それは根も葉もない流言飛語というわけでもなく、実際にデフォ子（＝中萱さん）にはそういう行動をしているという事実がある。金銭的な授受があるのかどうかとか、そのへんの細かい話まではわたしも知らないし興味もないけれど、まあ、ラーのつくホテルてきなサムシングにわりとドライな後腐れのない関係の男性とトゥギャザーでゴーしたりはしているようだし、その時点で、性に関して多少奔放なところがあるらしいというのはそうなのだろうけれど。

　でも、それがなんだというのだろう？

　それで中萱さんがお前に実際になにか迷惑をかけたのか？　あん？

　そりゃあ確かに人に誇れるような趣味ではないかもしれないけれど、本人がやりたくて好きでやっていることならば勝手にすればいいと思うし、そうやって本人の居ないところで陰かげ口ぐちを叩くだけの暇人なんかよりはよっぽどマシだと思う。

　そんなわたしの全力のガン付けもどこ吹く風で、西条は怯ひるむことなく「まあ、それだけというわけでもないんだけど」と言う。

「どういうこと？」と、わたしが全力ガン付けキープで聞き返すと、「う～ん、ちょっと説明しづらいんだけど、ていうか場所変えない？　さすがにここだと、ね」と、西条は顎で外を示す。わたしが腑ふに落ちない表情のまま立ち上がると、西条は先導するようにサッサと歩いていってしまう。「ちょっ……待っ……」と声をかけても西条には止まる気配がないので、慌ててその後を追う。そうして着いたのは、本日二度目の屋上だった。

「うん、誰もいないね」

　西条は風にはためく髪を押さえながら、ざっくり左右を確認しつつ端まで歩き、くるりと反転してフェンスに背を預ける。わたしは３メートルほど距離を取って、西条の正面で二番のポジションで腕を組んだ。

「……で？　その中萱さん？　がいったいなんだって言うのよ」

　西条がなかなか喋らないのでしびれを切らし、わたしがイライラを隠しもせずに切り出すと、西条は真っすぐわたしの目を見ながら「中萱さんは死の影が濃い」と、ひどく抽象的なことを言った。わたしを見据える西条の瞳は、黒い。黒々としていて、明るい。

「死の……影？」

「見えるの、わたしにはそういうのが。生まれつき」

　あなたが魔法少女なら、わたしは霊感少女というわけ、と西条は言って、試すみたいな表情で小首を傾かしげた。目に、視線に、なにかを見透かすような、貫通力を感じる。

「霊感って……噓うそでしょ」

「魔法少女のあなたがそれを言う？」

　いやまあ、魔法少女もたいがい馬鹿みたいな設定で笑ってしまうけれども。でも、そんな急に霊感なんて言われても困る。わたしもまだ短いとはいえ魔法少女をやってきて、それなりに非常識で超常的なものを見てはきたけれど、この世界に霊が実在するなんていう話は聞いたことがないし、もちろんこの目で見たこともない。

「霊感って言っても、別に見えるのは死者の霊ってわけじゃないの。ううん、それが死者の霊でないのかどうかも、実はわたしにはよく分からないのだけど。さっきも言ったとおり、わたしに見えるのは死の影。あるいは、死の気配。言ってみれば、人の死の前兆、あるいは名残り。そういった類たぐいのものよ」

　これも経験的に推測しただけのことだから、たぶんそうなんじゃないかなというだけなんだけど、と西条はフッと笑った。わたしは笑わなかった。

「別にそこまで特殊な話というわけじゃないと思う。あなただって、夜の墓地なんかに不吉な気配を感じることぐらいはあるでしょう？　そういうのが、わたしの場合はちゃんとこの目で、視覚的に視えるというだけのこと。黒い靄もやみたいな感じでね」

　西条がそう言って、自分の下した瞼まぶたに人差し指を当てる。この目、を指し示したかったのかもしれないが、動きとしてはあっかんべぇに近い。

「あなたも、ものすごく死の影が濃い。それが見える。まるで地獄をその身に纏っているかのよう。でも、あなたの死の影は内に閉じていて、それは振りまかれてはいない」

　地獄をその身に纏っている。それは、魔法少女を言い表す言葉としては、この上なく正確な表現で、少なくとも西条がただホラを吹いているわけではないのだろうと、わたしは認識をやや修正する。霊感少女か。

「中萱さんは、死の気配をあたりに振りまいている。それも、甘美な死の気配。甘い眠りに誘おうとする蠱こ惑わく的てきな死の気配よ。ひょっとしたら、魔法少女のあなたなら、なにかを感じ取っているんじゃないかと思っていたんだけれど」

「……まったく分からない、ということはないわ」

　わたしは警戒心は解かないまま、西条をじっと睨にらみつけて、そう答える。

　そう、まったく分からないということはない。たしかにデフォ子、中萱さんには、暗い死の気配が付きまとっている。人懐っこそうな、それでいて絶対的な拒絶を感じさせる柔和な笑顔の薄皮一枚向こうに、言いようのない不吉さが隠されている感じがする。

「なにが原因かは分からないけれど、彼女は人の死に、極めて親しんでいる。日常的に、人の死に、それもかなり近い距離で、何度も繰り返し接している。その死の気配が残り香のようにその身体に染みついている。そうね、たとえばお医者さんや看護婦さんなんかだとそういう人も居たりするのだけれど」

「看護師よ」

　第一印象だけの問題なのかもしれないけれど、なんとなく、西条とはあまり友好的に話したくないような気がしてしまって、わたしはそんな、どうでもいい部分で西条の話の揚げ足を取る。西条は特に気にした様子もなく「ええ、そう看護師さんとか」と言いなおす。

　少し、お互いに無言の時間があって。風が吹く。プリーツスカートの裾が揺れる。

「いま、街はとても死の影が濃い」と、西条が先に口火を切る。わたしは眉にすこし力をこめて表情をつくる。たぶん、西条がやるような「なに？」の顔になっていると思う。

「人食いマン事件、知ってるでしょ？」

「……まあ、そりゃあね」

　知っている、なんてものではないけれど、とわたしは思う。西条も人食いマンという名称を使っていた。女子高生の噂うわさ話ばなしの中ではもうすっかり、遺体の一部が持ち去られたまま発見されていないのは、犯人が持ち帰って食っているからだということで既成事実化が進んでいて、人食いマン呼称が定着しているらしい。

「事件の影響で、街のあちこちで死の影が濃いから、わたしもそれぞれを区別することが難しいんだけれど、わたしには彼女が、中萱さんがその渦中にあるように見える」

「あの事件に彼女が関連している、ということ？」

「分からない。そもそも、たったの三件、それも数か月も跨またいでの三件の殺人事件で、ここまで街全体の死の影が濃くなるということが、わたしにはよく分からない。ひょっとしたら、多くの人が死に関心を寄せている、自分も死ぬかもしれないと不安を抱いている。そのことが死の影を増幅させているのかもしれないけれど」

　もしかすると、と言って、そこで西条はいったん言葉を区切った。三秒の沈黙が、春の風に押し流された

「三人だけじゃなくて、もっと多くの人が、誰にも知られないまま、どこかで死んでいる、殺されているのかもしれない」

　誰にも知られないまま、どこかで殺されている。西条のその言葉で、わたしはあの廃ビルの光景を思い出す。明らかに致死量を超えていると思われる血の跡だけがあって、肝心の死体は影も形もない。死体なき殺人現場。そしてデフォ子は、中萱さんはそこにいた。

　わたしと彼女は、そこで出会ったのだ。

　西条の言うことを、頭から信じてしまうことには抵抗があった。なんとなくの直感でしかないけれど、わたしはどうしても彼女に好感を抱くことができないでいる。でも、心の片隅には留めておくべきなのかもしれないと、そう思った。

「こう言うのもなんなんだけど」と、深い考えもなく、わたしはなんとなくそう話し始めていた。西条に、なにか一言ぐらい言い返してやりたくなっただけだったかもしれない。

「あなたも相当、死の気配が濃いと思うけど」

　不吉さ、という点で言えば、西条が纏まとっているそれも、中萱さんのものとどっこいどっこいという感じがした。よく偽装されてはいるけれど、その芯のところにしっかりと死の気配が染みついている。むしろ、死の気配こそが彼女の本体であるように思える。

「んふっ」と西条が、堪こらえ切れなかったという雰囲気で笑った。

「そりゃそうよ。だって、わたしは生まれた時からずっと、この目で死の影を見てきたんだもの。あなた、知らないの？　死っていうのは恐ろしいだけじゃなくて、甘美なの。それはわたしを甘い眠りに誘ってくる。優しい声で、おいでおいで、こっちにおいでって囁ささやきかけてくる。死の影を見ることができるのに、死に誘われないだなんて、死を拒絶しようだなんて、そんなことは常人には不可能よ」

「……そんなことで、よく今も生きていられるわね」

　そんなわたしの棘とげのある反応にも、西条はただ軽く肩を竦めるだけで「ま、そのへんは常盤ときわのおかげね」と言って、スッと空を見上げた。わたしもつられて空に目を向けるけれども、特になにがあるというわけでもない。心の模様が空に映ればいいのに。

「常盤って、松川さんのこと？」

「そ。中学の時からだから、もうわりと長いのよね。あの子は太陽みたいなもの。とてつもなく大きな正方向の力を持っている。わたしは、あの子のおかげでうまくバランスが取れているの。そういういい組み合わせなわけ」

　わたしは、学校ヒエラルキートップに君臨する松川軍団は、松川さんが裏で西条を操っている傀かい儡らい政権みたいなものだと思っていたのだけど、実はそうでもなくて、たんに西条が好きで、陰で松川さんに尽くしているだけなのかもしれない。

「逆よ、逆。わたしが陰であの子の足をうまいこと引っ張っているの。スポイラよ。前に進む力も、大きくなりすぎれば行きつく先はやはり死なの。死はすべての完成形だから。上に行こうと下に行こうと、右でも左でも、行きついてしまえば行きつく先は死でしかない。際限なく上に積み上げていけばいつかは崩れる。崩される。バベルの塔のように」

　あの子の正方向の力は強すぎる、と西条は少しうんざりしたような表情をつくる。

「生きるっていうのは、その上でも下でも右でも左でもない、不安定な領域で必死にバランスを取り続けるってことなの。だから、わたしがあの子に生かされているのと同じくらいに、わたしもあの子を生かしているのだと、そう自負してはいるけれど」

　言ったでしょ。いいバランスなのよ。「そういう意味では」と、西条はわたしに人差し指をピッと向ける。それは挑戦的な、失礼な仕草だとわたしは思う。

「あなたと中萱さんの組み合わせは最悪よ。回避しようのない破滅の予感がする。まあ、わたしにしか視ることのできない感覚的な話でしかないから、ただの勘と言われればそれまでのことなんだけど」

「……覚えてはおくわ」

「そ。まあ、そんな感じでいい。今のところは。わたしもこんな話で他人を説得できるなんて思っていないし、それに、別にあなたと中萱さんがふたりで暗い破滅の道を突き進もうとも、そんなことは結局のところ、他ひ人と事ごとだし」

　わたしはわたしと、わたしの大事な人だけを守れればそれでいいから。西条はそれだけ言って、もう話は終わりという風に、背を預けていたフェンスから身体を起こす。

「まあ、せっかく視えるわけだし。わたしももう少し、今この街を包んでいる死の影については追ってみるつもりでいるから、なにか分かったことがあればまた教えてあげる」

　西条が軽く片手を上げてわたしの横を通り過ぎる。わたしは振り返って、屋上をあとにするその背中を見送る。西条は振り返らなかった。




　結果的に言えば、わたしはこの時、西条の言ったことをもう少し真剣に検討しておくべきだったのだと思う。たいていの場合、そういうことはすべてが終わった後で、ようやく分かる。先に後悔を済ませてしまうことはできない。







　その身に纏った地獄の闇が、明科恵の髪を明るい栗くり色いろに染め上げていた。

　想定を超えて対処に困る事態に遭遇した場合の人間の対応として最も平均的なのは、見なかったことにする、というものらしい。いわゆる無視。ガン無視だ。

　冬休み明け。始業式と同時に登校を再開した不登校児、明科恵のことを、誰もが腫はれ物を触るかのように扱った。唯一、生活指導の教員だけが、その役職の使命感からか恵の髪色のことを問いただしたけれど、恵が一抹のネタ成分も含まれていない完全無欠の真顔で「生まれつきです」と言い放つと「ああ、そうか」とだけ言って、腑ふに落ちなさそうな、というか、むしろなにかを憐あわれむような表情だけを残して引き下がった。

　地獄と契約して魔法少女となった恵は、地獄の尖せん兵ぺいとして働く使命と引き換えに、自らの願いを叶かなえて長い栗色の髪の美しい少女に変貌を遂げていた。

　ただでさえ、扱いあぐねていたクラス随一の美しい問題児が猟奇的な通り魔に殺されてしまった事件で急にセンセーショナルな注目を浴びることになり、教員たちは既に疲ひ弊へいしきっていたのだ。それが、今度は馬鹿正直を絵に描いたような地味で真ま面じ目めなイジメられっ子のクラス委員長が、不登校から復帰したと思ったらド派手な髪色の美少女になってやって来た。事態は完全に、教員たちの許容量を超えていた。

　多くの教員は、これを指導して矯正すべき事象ではなく、適切な機関において治療されるべき病症であると判断したようだった。突然の理不尽で不条理なクラスメイトの死が、地味で真面目な女子生徒の心になんらかのショックを与え、それでなにかがどうにかしてこのような事態になっているのだろう。これは不用意に触ってなにごとかがあれば責任問題にもなりかねないのではないか。必要なのは専門家の治療であって、我々の指導ではない。たぶん、そのような筋道で自分自身を納得させたのだろう。なんにせよ、教員たちはもっぱら、関わり合いになることを避けたということだ。

　新学期以降、恵を取り巻くすべてのものが彼女に対して余よ所そ余所しく、遠巻きの間合いとなった。その対応は恵に、何度も雨に濡ぬれては太陽に干されることを繰り返し、すっかりパリパリのごわごわになってしまった打ち捨てられた段ボールを連想させた。

　さすがに基本的に全能であり無限である、という触れ込みのヴァーチェの魔法の力なだけあって、地獄の仕事は実に見事なものだった。まるでスチールウールのようだった恵の重い黒髪が、毛根から毛先まで絹糸のように艶めく明るい栗色になり、それが顔全体の印象も鮮やかにしていた。あるいは顔の造形じたいにも、恵の同一性が失われない範囲でなんらかの改造が施されていたのかもしれない。誰もがそれを恵であるとは認識はしていたから、まるっきり別人になってしまったというわけではないのだろうけれど、そこにどんぐりを思わせるような野や暮ぼったい面おも影かげは微み塵じんもなく、そして、その姿態は否いや応おうなしに、常軌を逸して美しかった魔法少女、廻沢小海を連想させた。

　恵が死んだ廻沢小海になろうとしていることは、誰の目から見ても明らかなことだった。それがなにかの代償行為なのか、あるいは転位行動であるのか、動機や目的は測りかねたけれど、恵が小海の姿を再現しようとしていることだけは容易に推測することができた。

　恵は小海になりたかったのだろう。ひとりでも、決して自分を曲げることなく、なにものにも囚とらわれず、自由に、胸を張って強く生きていける長い栗色の髪をした美少女に。そういった、憧れと嫉妬の入り混じった、本来叶うべきではない、安易に叶えられるべきではない、長い時間をかけて自分自身の歩みによって到達すべきである、思春期の少女の屈折した願いが、地獄という反則的な超常の力によって強引に叶えられてしまったのだ。それはもちろん、とても不自然なことで、そして当然、歪ゆがみを引き起こしていた。




　入念に歯を磨き、洗顔料をふわふわに泡立てて優しく顔を洗う。冬の朝、蛇口の水も刺すように冷たいけれど、それが心地よくて水だけで洗い流す。タオルを押し付けるようにして水気を取り、ヘチマの美容液を手でペチペチとはたく。髪にブラシを通して、赤いシュシュでふたつ括くくりに結う。鏡の中の自分に微ほほ笑えみかける。うん、今日も可愛かわいい。

　こうして見ると、恵の顔は小海にとてもよく似ていた。周辺的な印象が真逆に違っていただけで、元々の造形も似てはいたのだろう。ただ、髪色を変えて小海に印象を寄せてみたところで、やはりそこに、あの常軌を逸した美しさが宿るということはなかった。せいぜいが「可愛い」どまりで、とてもではないが美しいとは言えない。やはり、あれは地獄の力をもってすら再現できない、なにかの微細な奇跡的調和によって成立していたものだったのだろう。そこはおそらく、地獄ではなく神の領域なのだと、恵は考えた。罪深き地獄の尖兵には、せいぜいその表面的な特徴を模も倣ほうするぐらいしかできないのだと。

　制服に着替えて、ローファーに足を突っ込む。スクールバッグを肩に掛け、靴箱に作り付けの縦に細長い姿見を覗のぞき込み、そこに写る自分の顔の、その中に見える小海の面影に「行ってきます」と、声をかける。

　街並みは平穏で普通だった。ついこのあいだ、ひとりの女子中学生が死んだというのに、不条理に理不尽に、無残に殺されてしまったというのに、街も、世界も、冬将軍も、まるでそんなことにはお構いなしに、ただあるように平穏で普通だった。

　そのことが、とても不自然に感じられた。まだ、そうするべきではないと、恵は思った。

　崇高なる美がひとつ、世界から失われてしまったのだ。

　いましばらく、世界は喪に服するべきなのではないか。

　通学路の途中の陸橋のところで、同じ学校の制服を着た男子中学生がふたり、コンビニのアメリカンドッグを片手に狭い階段で上下一列になって座り、お喋しやべりをしていた。朝から吞のん気きなことだなと恵は少し思って、でも気にすることなくその脇を通り過ぎようとした。恵が近づくとふたりは脇に避けるような仕草を見せたけれど、彼女の顔を見たその片割れの表情にほんの少しの悪意が一瞬覗いて、それはすぐさま下品な笑いに変わる。なにかロクでもないことを思いついたときに悪童が見せる、あの邪気のない最悪の表情だ。

　恵は無視して、すれ違う。一定のペースで陸橋を上る。

「おい、中三デビュー！　急にそんな気合い入れていったいどうしちゃったんですかー？　ロストバージンでもしたんですかー？」

　陸橋をほとんど上り切ったところで、恵の背中に男子生徒の、そんな下げ卑びた声が投げかけられた。恵は足を止めて振り返り、階段の上から学ランのふたりを見下ろした。恵の顔はのっぺりとした無表情で、そこからはどのような感情も読み取ることはできなかった。男子生徒たちは、ひとりは下品なニヤニヤ顔で恵のことを見上げていて、もうひとりは俯き「おいやめろよ」と口では言いながらも、肩を揺らしてクスクスと笑っていた。

「そんな調子乗ったナリをしてると廻沢さんみたいに通り魔に攫さらわれて拷問されてバラされちゃいますよ～！」

　恵は鉄壁の無表情をキープしたまま、振り返った上半身に追いつかせるように踵きびすを返し、ストトトトッと体幹を揺らさない軽やかなステップで階段を駆け降りた。なんの返答もないままの唐突な恵のリアクションに、ふたりの学ランは少し怯ひるんだ様子を見せた。恵は学ランたちの一段上でアンフェスに向き合い、四番のポジションで足を止めた。

「あれなに？　怒ったの？　ごめんって、じゃあさ……」と、なにかを言おうとした学ランの台詞せりふは、そこで口の中に突っ込まれた恵のローファーのつま先に遮られた。足をつま先までピンと伸ばしたまま、身体の他の部位は空間に固定し股こ関かん節せつだけを動かして蹴り上げる高速のグラン・バットマン・ドゥ・バン。予備動作が一切ないぶん、学ランにその動きを予測することは困難だっただろう。ワープでもしたみたいに、恵のローファーは学ランがポカンと開けた口に綺き麗れいにスッと吸い込まれ、それはまるでカルバン・クラインのモデルがはいたボクサーブリーフのようにぴったりとジャストフィットしていた。

　恵はそのままさらに足を蹴り上げて、振り抜く。

　所詮はただでさえ軽量な恵の、それも体重の乗っていない足先だけの蹴りである。蹴りそのものの威力はたかが知れていただろう。しかし、穴ぼこに棒状のものを差し込んで引っ張り上げれば、当然その対象物は引っくり返るわけで、口につま先を突っ込まれ、上に蹴り上げられた学ランの首は上方への稼働限界を超えて、後ろ方向に倒れていった。蹴られた学ランはそのまま狭い陸橋の階段をゴロゴロと数段転がって、路面に落ちてのびる。ツレのほうは「え」とだけ言って、啞あ然ぜんとした表情で派手に転がり落ちていく相方を、ただぼんやりと見送っていた。

　恵は肩に掛けていたスクールバッグをツレのほうにパスするように投げつけ、ワンステップで三段を飛び降り、そのまま勢いを殺さず再度踏み切って、地面に転がってのびている学ランの腹の上に着地した。「グエッ」と「ボエッ」の中間ぐらいの、低音の悲鳴が踏まれた学ランの口から洩もれた。声を上げたというよりも、強く圧迫されたせいで肺から自動的に空気が出て声帯を揺らしたという感じの声だった。恵はそいつのお腹なかの上でもう一度押し込むように強く踏み切って、空中で水平方向に一回転半して一歩離れたところに着地した。そのまま流れるような動作で片足を後ろに引き、優雅におレベ辞ラン儀スをしてみせる。階段の上に取り残されたもう片方は、恵が投げつけたバッグを両手で大事そうに抱えながら、ハニワみたいな虚うつろな表情でただ黙ってその様子を眺めていた。

　恵は呼吸困難でのたうちまわっている学ランの胸元を跨またいで、脇の下に足を突っ込むように二番のポジションで立ち、ゴロゴロと転がっていたそいつの身体を無理やりに仰向けにして固定した。両手を腰にあて、片足を上げ、伸ばした足のつま先のスナップだけで、ペタペタとそいつの頰ほおを叩たたく。

「おとなしく黙って聞いてりゃ好き放題言ってくれちゃってお前らはそんなだから朝っぱらから童貞同士で肩寄せ合ってアメリカンドッグ頰張る羽目になんのよ分かってんのコラ」

　そこまでを一呼吸で言い切って、恵はペチペチと軽く頰を叩いていたつま先を伸ばし、ロン・ドゥ・ジャンブ・テールで振り抜く。それは明らかに、常に誰に対しても丁寧なですます調を崩すことのなかった、どんぐりを彷ほう彿ふつとさせる地味なクラス委員長、明科恵の人格が発するような台詞ではなかった。まるっきり廻沢小海そのもの、いや、小海をさらに極端にして過激にしたような、切れたナイフのようなよく分からないキャラクターのものだった。

「あっ……ごめんなさい……ごめ」と、モゴモゴ釈明していた学ランの台詞が、また口に突っ込まれたローファーのつま先に中断される。相変わらずのジャストフィットだった。きっと、ローファーのつま先を突っ込まれるために、偉大なるなにものかの意志が学ランの口をこのようにデザインしたに違いない。恵はローファーを目一杯のところまで押し込んで、学ランが咳せき込みだしたところで引き抜いた。

「おい、お前。さっきなんか言ってたね。拷問ってどういうこと？」

「え……いや、俺はただ」

「余計なことは言わなくていいから質問に答える」

　パンッと、返す刀でまたつま先で頰を振り抜く。

「いや……友達が言ってたんです。その友達も友達から聞いた話なんですけど、その人の叔お父じさんの知り合いが死体の第一発見者だったとかで」

「前置きが長い」

　もう一発蹴る。その間、恵は両手を腰に置き左足一本で立ち続けていたが、動脚の股関節以外は一切、微動だにしなかった。上体をまったく揺らさずにロン・ドゥ・ジャンブするには、全身を脳天のさらに上に引き上げる意識を持つことが重要だ。人ならざる偉大なるなにものかが、自分の身体を見えざる糸で真上に吊つり上げているイメージを持つと上う手まくいく。喜ばしきかな偉大なる御み霊たま、慈悲深き主よ。彼女の正義に歓喜を与えたまえ。

「だから……噂うわさですけど、その、廻沢さんには、生きているうちに拷問されていたような形跡があったらしいんです。それが生きているうちにやられたものなのか、死んでから死体を損壊したものなのかは、調べれば分かるらしくって。前歯が全部折られていて、手の爪も全部剝はがされていたって。身体からだ中じゆうに釘くぎを打ち込まれていたなんて話もあります」

　拷問……そんな話は、少なくとも報道ではされていなかったはずだ。

「テレビのニュースというのはすべてを報道するわけではありませんからね。犯人しか知り得ない情報というのが逮捕の決め手になることもあるそうですから、そういう詳細な情報までは公開しないものなのでしょう」

「お前がベラベラと喋ってたんじゃ決め手にもならないでしょうが」

　蹴る。学ランはまた「すいません……ごめんなさい。蹴らないで」とモゴモゴ言う。

「なにしろ噂話ですから、どこまでが本当でどこからが尾ひれなのか分かりませんけれどね。でも、だいたいそういうのは根も葉もないまったくのデマということはあまりありませんから、噂の元になるような、そのようなことがなにかはあったんだと思います」

「お前の意見は聞いてない」

「ヒッ！」

　もう蹴らなくても、つま先をちょっと揺するだけで目を閉じて歯を食いしばり、衝撃に備えるように条件付けがされたらしい。躾しつけ完了だった。なにごとも最初の躾が肝心だ。

「なるほどね。オイお前」

「は、はい」

「つぎまた小海を揶や揄ゆするようなことを言ったら、今度はその汚い前歯を一本残らずへし折って鼻を平らにしてヴォルデモート卿きようみたいなツラにしてやるからな」

「は……はい！　すいませんでした！　もうしません！　もうしないから蹴らないで」

「おう、じゃあな」

　そう言って、学ランがホッとしたような表情を見せたところで最後にパーンッと、サッカーボールを蹴るみたいに軽く蹴り飛ばしてから、恵は再び陸橋の階段を上った。階段の上からずっと黙って様子を見ていた相方が、通り過ぎざまに立ちあがり、直立不動の姿勢で恵のスクールバッグを返してくる。恵は軽く片手を上げて鷹おう揚ように「お」とだけ挨あい拶さつを返すと、バッグを受け取り、そのまま学校に向かった。

　拷問……？　と、歩きながら、恵は思考を巡らせる。

　薄暗い雑木林に倒れ、冬の冷たい雨に打たれる美しい小海の死体。あれは所詮、脳内お花畑の恵の妄想か、寝ている間に見る夢に過ぎないのだ。現実の小海の死体がそうでないのは当たり前のことではある。本当の小海の死体は前歯をすべて折られ、生爪を剝がされ、全身に釘を打ち込まれ両脚を切断され、苦く悶もんの表情に歪ゆがんでいたのだろうか。

「なかなかいい表情をするようになったじゃないか。やはり、地獄の尖せん兵ぺいたるもの、そうでなければ務まらない」

　朝の冷たく清潔な空気の中、憎悪の炎を燃やしながら歩く恵の足元を、いつの間にか凶悪な目つきをした黒い子犬が早足で跳ねるように並走していて、恵を見上げながらそう声をかけてきた。地獄の番犬ケルベロス。名前はケルベル。地獄が恵のアシスタントとして寄よ越こした、魔の規律、魔法を司る監督者だ。

「ええ、犯人は、必ずわたしが見つけ出してこの手でブチ殺してやるわ」

　恵はチラリとケルベルを見下ろすと、歩みを緩めることなく、むしろ歩調を上げて吐き捨てるようにそう言った。前歯をすべてへし折って、生爪を剝がして、全身をバラバラに切り刻んで無残にブチ殺してやる。

「フン、それは貴様の願いだ。地獄は人の世の善にも悪にも与くみしないし、人界の法も知ったことではない。勝手にしろ。最終的な世界の収支の辻つじ褄つまさえ合うのならば、ヴァーチェは誰がなにに対してどうしようと関知も関与もせん」

「問題は、どうやってヤツを見つけ出すかよね」

　恵がそう呟くと、ケルベルはまたフンッと鼻を鳴らし前を向いた。

「こうも野放図に好き勝手やらかしておいて尻尾もつかませないとなると、ただの人間の仕業でなく、なんらかの異能者か、あるいは超常的オブジェクトが絡んでいるのかもしれんな。魔法の歪みが顕現すれば、ヴァーチェズリンクにも情報がかかるだろう。世界の脅威と認定されて魔法少女の討とう伐ばつ対象となり得るかは知らんが、しかしそのぶんは貴様が得るべき正当な対価だ。どちらにせよ、そのために必要な魔力は支給されるだろう」

　まあ心配するな。魔法少女は基本的に不死身で無敵だ。貴様の魂が折れない限り、絶対に敗北することはないと、地獄の番犬ケルベロスが請け負う。

　大丈夫。犯人を見つけ出しこの手でブチ殺すまで、わたしの魂は絶対に折れない。

　長い栗くり色いろの髪をした美しい少女は完全無欠に絶対無敵なのだ。

　長い栗毛の美少女は絶対に負けない。







　負けた。

　美しい長い栗色の髪をした魔法少女、明科恵は炎の魔女にコテンパンに打ち負かされ、細かい瓦が礫れきと共に薄緑色のリノリウムの床に大の字になって倒れていた。

「ちょっと待って、なんで絶対無敵のはずの魔法少女がこんな手も足も出ないのよ」

　乱れた呼吸をなんとか落ち着けて、恵は独り言のように天井に向かってそう呟つぶやいた。その天井にはギャグ漫画のように、クッキリと恵の形の大穴が開いていた。物理的な座標としては、県境の山中で半ば森と一体化したように佇たたずむ、病院の廃はい墟きよの一室である。だったはずである。いま現在、物理的に現実世界のどの位相に自分が存在しているのかは、既に恵にはよく分からなくなっていた。

「そりゃあ、ヴァーチェの眷けん属ぞくが常に相手を上回るのは魔力においてだもの。変に力を与えすぎて逆に眷属が世界の脅威とならないよう、ヴァーチェがそういうセーフ機構を組んでいるのね。でも、わたしのコレは魔法じゃなくてただの筋力と経験的な技術だから。魔法でやり合わないといけないなんてルールはないのだもの。魔力でややわたしを上回っていても、筋力で圧倒的にわたしが上回っていればパンチ一発で勝てちゃうでしょ」

　炎の魔女は仮面を貼り付けたような噓うそくさい朗らかな笑顔でそう言って、片手で上腕二頭筋を誇示するポーズを取ってみせる。でも、それはどこからどう見ても、恵のものとそう大差のない女の細腕にしか見えなかった。そのただのパンチ力で飛来する銃弾ですら粉々に粉砕してしまうのは、理屈としていろいろおかしいと恵は思う。

「そこはなんていうの？　単純なフォースじゃなくてテクニックというか。共振現象ってわかる？　物体の重さとばね定数から固有振動数を求めて、それに合わせて精確な振動数の打撃を打ち込むことで連鎖的に共振現象を引き起こして物体を破壊するわけ」

「そんなの屁へ理り屈くつでしょ!?　共振現象はいいとして、じゃあその物体の固有振動数を求めたり精確にその振動数の打撃を打ち込んだりする、その能力が魔法じゃなくていったいなんだっていうのよ!!」

「ん～、勘？」

　頰に片手を添え、首を傾げて夕食の献立でも思案しているようなポーズで、日頃の鍛錬の賜たま物ものよ～と、さも当たり前のことのように炎の魔女は言ってのける。自然体のように見えるが体軸はブレておらず、今この瞬間にもどの方向へでも跳躍できるのだろう。

　炎の魔女は、パッと見には普通のそこらへんの若い娘のように見えた。体格的には恵とほとんど大差がない。女性としても、平均よりはむしろ小柄なほうだろう。確実に恵よりは年上だろうけど、しかし、では何歳ぐらいなのかと問われると、いまいちよく分からない。見た目てきには二十歳を少し過ぎたぐらいに見えなくもないし、性格てきにはまるで無邪気な少女のようでもある。そのくせ、なにかを悟りきったような老成したことを言ったりもする。綺き麗れいな顔をしているような気がするけれど、かといって印象に残るようなタイプでもなく、どんな顔かと具体的に思い描こうとすると途端にそのイメージは雲をつかむように霧散してしまい、像を結ばない。その尋常でない戦闘能力と好戦的で野蛮な性格とは裏腹に、服装や髪型などを含めた全体的な印象はふんわりフェミニン系で、そのうえ、こともあろうか足元はハイヒールだった。それで恵のあらゆる攻撃をヒョイヒョイと躱かわし、瞬時に懐ふところに入り込んでアッという間もなく投げ飛ばしたり、壁だの岩だのをパンチ一発で粉々に砕き、壁や天井まで平気で走り回って恵を追跡してくるのだ。正直、生きた心地がしない。今回は恵のほうから炎の魔女に喧けん嘩かを売った形になるわけだが、炎の魔女のほうは降りかかる火の粉こを払っているだけで、本気で恵をブチ殺そうとしているわけではなさそうなのがせめてもの救いだ。まともにやりあっていたら、とっくに死んでいただろう。

「いや、でもやっぱりおかしい。あんな瞬間移動みたいな動き、物理的にあり得ない」

「あれはほら、わたしむかし三カ月間ぐらい合気道を習ってたから。通信講座で。そのときに教えてもらったのよね、縮地っていうやつ」

「奥義じゃないの！」

　距離を縮めることで長距離を瞬時に移動する、という理屈らしいけれど、そんなものは理屈とは言わない。それに、たとえ縮地であっても天井を普通に走っていることの説明にはなっていないと思う。まあいいか、と半ば諦めの境地で恵は考えることを投げ出した。ツッコミどころだらけなので、いちいちツッコんでいても自分が疲れるだけだ。炎の魔女というのはそういう存在なのだと受け入れるしかない。

「でも、そうは言っても、ここまで完かん璧ぺきなワンサイドゲームにしかならないないんて。やっぱり納得できないわ……」

　少なくとも、恵はヴァーチェから相応の魔力の供給を受けているのだ。恵が土つち浦うらの花火競技大会よろしく派手に撃ちまくった魔法は最大級のものではないにせよ、決して下位の魔法というわけではない。しかし、どんな威力の魔法も当たらなければ意味がないのだ。恵の放つ魔法は炎の魔女に一切当たらないのに、炎の魔女のただのグーパンは百発百中で恵の身体を捉とらえ、そして恵の繰り出す打撃は悉ことごとく炎の魔女に絡め取られ、その勢いをそのまま生かしてヒョイヒョイ投げ飛ばされてしまうのだ。いちおう五体は揃そろっているものの、折られた骨は一本や二本や三本四本どころではない。全身くまなくボキボキだった。

「まあ、そこは経験の差というか、わたしもこの業界長いからね。いくらヴァーチェの眷属が相手でも、ピッカピカの新人さん相手に後れを取るわけにはいかないのよ」

　まあそれに、いくら投げ飛ばしたところで結局すぐになにごともなかったかのように復活しちゃうんだから、そういう意味では互角の戦いをしていると言ってもいいんじゃないかしらと、炎の魔女は気安く笑いながら、フォローのつもりか、微妙なことを言う。

　そうなのだ。恵の全身がくまなくボキボキだったのも、ついさっきまでの話であって、今は自動復元の魔法がはたらいて、既にすべてが元通りになっていた。それは治ち癒ゆですらなく、完全なる復元だった。治ったのではなく、戻ったのだ。あとは呼吸さえ整えば、またすぐにでも戦いはじめることはできるだろう。勝てるかどうかは別として。

　魔法少女は魂が消しよう尽じんしない限り、基本的には無敵で不死身。ケルベルの言っていた意味を、恵はようやく体感として理解する。なるほどたしかに無敵で不死身かもしれないが、これはそこまで便利な能力では、実はないのかもしれない。無限に機数を持っているスーパーマリオみたいなものだ。馬鹿みたいに難しいステージでも、諦めずに何度も挑み続ければそのうちクリアできるのだろうけれど、その諦めないというのがかなり難しいように思える。魂が消尽しない限り、という付帯条件は、思いのほかずっと厳しいものなのかもしれないと、今さらながら恵は認識をやや修正した。

「……ていうか、アンタいったいなんなわけ？　普通の人間じゃないわよね？」

　なんとなく流れで一時休戦てきな雰囲気なのか、こちらから襲いかかりでもしない限りは炎の魔女のほうから追撃をしてくるつもりもないようなので、恵は床に大の字に寝転がったまま、首だけを炎の魔女のほうに向けて聞いてみる。

「わたし？　わたしはそうね、一般的な語ご彙いで言うと、鬼かしら」

　人食いの鬼よ、ハーフだけど。と、炎の魔女は答える。

　鬼。それはそれほど珍しい存在ではない。たんに高い身体能力と生存能力を持つだけの取るに足らない妖怪変へん化げだ。取るに足らないがために、世界の脅威として認定され、地獄の討とう伐ばつ対象となることすらない、いつの時代でも人の世にありふれている魑ち魅み魍もう魎りようの類たぐいでしかない。大抵の場合において人に害をなす存在ではあるけれど、メジャーであるだけに排除の仕方も長年の経験から手順化されていて、一般には知られていないが、対応するための公的機関も存在している。人間の社会にとって看過できない脅威ではあるものの、それは既に人間がその科学の叡えい智ちによって超克し、制圧したはずのコントロール可能な脅威に過ぎないはずだ。人に恐れられ、疎まれ、それ故ゆえに、人の社会の内にあっては排除され、あっさりと滅ぼされてしまう、極めて脆ぜい弱じやくで不安定な存在なのだ。

「ただの鬼が、こんなハチャメチャに無茶苦茶やれるわけないでしょ」

「ん～、でも実際できちゃってるわけだし、そこのところをわたしに文句つけられても、わたしもよく分からないんだけど。ひょっとしたらアレかしらね。人と鬼のハーフっていう条件が、逆に純粋な鬼よりもなにかのアドバンテージにはなっているのかも」

　わたしの他に人と鬼のハーフって知らないから、比較検討できないしなんとも言えないけどと、はぐらかしているのか、それとも本当に本人にとってはどうでもいいのか、炎の魔女は興味もなさそうにそんな適当なことを言って首を横に振る。

「そんな、オーディンみたいなこと言われても」

　不完全であるが故に成長するという人間の血を取り入れたことで、際限なく成長を続け最強の座にまで上り詰めたとか、そういう話なのだろうか。

「そうは言っても、強いなんていうのはそんなに優れた形質というわけでもないのよ」

　ものの見ように依よっては、それはただの欠点であり欠陥でしかないのだからと、相変わらずの吞のん気きな声こわ音ねで、炎の魔女はそう漏らす。

「力が強いとか、足が速いとか、そんな能力がそのまま評価されるのなんて、せいぜい中学生ぐらいまでのことでしょう？　スポーツ選手とかになれば、それがそのまま社会的地位に繫つながったりもするのだろうけど、そういう特定の特異な評価基準に身を置かない限りは、いくら強くったって意味なんてないもの。どれだけ足が速くったって、自動車よりも速く走れるわけじゃないし。あ、わたしはフェラーリよりも速く走れるけど」

　走れるのかよ。

「でも、戦闘機を出してこられたらさすがにわたしでも速さでは勝てないし。いくら個体として強くても、それは人間の社会ほどには強くはない。わたしたちみたいに異質なものは、その強いという形質のために社会から疎外され迫害されて、排除されてしまう」

　それはそうだろう。いかに炎の魔女が最強と言えど、世間の仕組みにはとても勝てないのだから。人間の社会がなりふり構わず滅ぼそうとすれば、排除は可能なのだろう。

「そう。だから、わたしたちは人間の社会がなりふり構わなくならないように、上う手まくバランスを取ってやっていこうって方針なわけ。本気でやり合えば勝てないんだもの。本気を出されないようにするしかないわ」

「……いったいどうやって？」

「まあ、理屈としてはシンプルよ」

　と、炎の魔女は興が乗ったのか、ゆっくりと左右に歩き回りながら、講義をするような口調で話す。ＴＥＤのプレゼンのようだ。

「まず、似たような境遇の子たちを集める。集めて、管理する。組織するってこと。ちゃんと躾しつけて言うことを聞くようにする。まあ、これが一番難しいところなんだけど、でも、わりと単細胞な子が多いぶん、一回腕力でねじ伏せれば意外と従順になったりするし」

　最初の躾が肝心なのよ。やっぱヤンキーてきな価値観で生きてる子が多いからと、炎の魔女は腕を組んで立ち止まり、ひとつ溜ため息をつく。なにかを思い出して、気が重くなったようだ。また腕を解き、うろうろと歩き出す。

「組織の方針はシンプルよ。手を出されない限りは、こちらからも手を出さない。でも、手を出された場合は徹底的に仕返しをする。そうやって、あの連中に手を出すのは割に合わないと思わせる。放置した場合のコストと、殲せん滅めつにかかるコスト、そのふたつを天てん秤びんの上に乗せさせる。放置したほうがまだマシだという状況をつくる」

　要するに、ヤクザと同じ理屈よと、炎の魔女は朗らかに笑う。ヤクザ稼業なのよと。ずいぶんとのほほんとしたヤクザ稼業もあったものだ。

「わたしはね、ただわたしと、わたしの家族と、あとはそうね、わたしの手の届く範囲の友達とか、それぐらいが平穏無事に生きていければそれでいいのよ。普通の日本国民なら、ただ日本国民に生まれたというその時点で、ただ生きているというだけで半ば保障されているその程度の願いさえ、異質であるというだけで、ただ強いというだけの理由で、否いや応おうなく面倒ごとに巻き込まれて厄介ごとを押し付けられて目の敵かたきにされて、必死に抗い続けない限り守ることのできないものになってしまう」

　炎の魔女が言うように、炎の魔女やその組織は、完全に「人じん外がいというだけで社会から疎外され平穏に生きる権利も剝はく奪だつされている無む辜この民」というわけでは、決してない。なにしろ鬼は、人を喰くうのだ。とはいえ、生来的にそのように生まれついている彼ら彼女らに、他にどのような生き方があり得るのかという点に、恵はどのような考えも持ち合わせていない。そちらにはそちらの言い分があり、こちらにはこちらの主張があるのだ。あとは力と力でぶつかって、勝ったほうが正義となるだけの話なのだろう。

「まあ、今さら愚痴ってもしかたのないことではあるけれども。人間、誰だって与えられた環境の中で、手持ちのカードでやりくりしていくしかないのだから」

　だから、わたしは可能な限り手持ちのカードを増やそうとしているだけ。あらゆる状況に対して打てる手をできるだけ多く持っておきたいだけ。そう言って、炎の魔女は最後に両手を広げる。スピーチは終わったらしい。

「そんなわけで、わたしは今も手持ちのカードを増やそうとしている。ねえ、ヴァーチェの眷けん属ぞく。ここは一時休戦ってことにして、ちょっと手を組まない？」

「……手を組む？」

　そう答えて、恵はようやく、上半身を地面から引きはがして起こす。炎の魔女は小さく頷うなずいて、どう？　と首を傾げて見せる。

「わたしが迂う闊かつに手出しをされないのは、飽くまでそれが割に合わないからに過ぎない。逆に言えば、効率の良い割に合うプランさえあれば、わたしを滅ぼして、それを契機にわたしの組織も一いち網もう打だ尽じんにしてしまうことに、連中はなんの躊ちゆう躇ちよもないってわけ」

　で、今回のこのプランは最高に割が良いってこと、と、お手上げのポーズをとる炎の魔女に、恵は「連中って？」と、眉根に皺しわを寄せて質問する。

「推測でしかないけれど、このやり口はたぶん境界の仕業よ。ん～っと、おにぎりともまた違って飽くまで民間の宗教組織なんだけど、その母体は平安時代の陰陽師まで遡さかのぼるから、わりと伝統と実績のある連中よ。民間だからおにぎりみたいに正面切っての武力行使はあまりないけれど、こんな風に厭いやらしい権けん謀ぼう術じゆつ数すうでハメ殺すみたいなやり口が得意なの」

「待って。権謀術数でハメ殺しとか言われても、そもそも今これはどういう状況なのかをわたしはあんまり把握していないんだけど」

　と、恵が炎の魔女の話を遮るようにして正直に言うと、炎の魔女は片手を頰ほおに当て「あらぁ？　そこから？」と首を傾げ、んっん～困ったわね～、と思案顔で俯く。煽あおられているのかもしれないと恵は思ったが、実際に説明してもらわないと困ったことになりそうだったので、いつか見てろよと決意しながら黙っていた。

「つまりね、わたしとあなた、と言うよりもあなたの内に含まれるヴァーチェ、それにあの緑の獣、その三つの力がほぼ均衡しているの。わたしとあなたが衝突しているその現場に、上う手まいこと緑の獣も誘導してきて、その三つの力の釣り合いを利用して空間を三次元トーラス状に折りたたんで、四次元的に封印したのね。だからホラ、こんな風に空間がループしちゃったりするわけ」

　そう言って、炎の魔女は上と下をそれぞれ指さす。天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんのポーズだ。指し示された天井と床には、それぞれに恵のシルエットそのままのバックスバニーみたいな穴が開いていた。炎の魔女に摑つかまれ、投げられ、床に叩たたきつけられて、そのまま床を突き破り、なぜかまた天井から出てきて元の地面にぶつかり、大の字になってのびていた。それが現在の恵の状況だった。空間が、ループしている。

「どれだけ中心から離れてもまた中心に戻るように空間を畳まれてしまったから、どこかを解かない限りこのループから脱出することはできないみたい。わたしをここに閉じ込めて、それで満足するような連中じゃないから、この隙に組織のほうにもなにか手を回していると考えたほうがいい。わたしとしては、あまりのんびりともしていられないのよ」

「……誰かの仕業で、いま現在わたしたちがこの空間に閉じ込められているらしいのは分かったけれど、それで具体的にわたしとアンタで手を組んでなにをしようっていうの？」

「緑の獣を倒すのよ。わたしとヴァーチェと緑の獣、その三つの力の釣り合いで空間が閉じられているのだから、どれかひとつを撃破してしまえば均衡は崩れて封印は解ける」

　別にわたしは、あなたのほうを撃破してもいいけれど？　と炎の魔女はニコリと笑う。

「なるほどね……」

　つい今しがたまでボコスカと殺し合いを演じていた相手と、屈託なく手を組もうとする炎の魔女の無節操な姿勢には、恵はむしろ好感を抱いた。それに、どっちみち恵では、この炎の魔女には独力で勝てそうにないのだ。恵が三みつ巴どもえの均衡を崩すには、いずれかと手を組むより他はなさそうでもある。

「まあ、あの緑の獣よりは、アンタのほうがまだ話が通じそうね、炎の魔女」

　分かったわ、手を組んであげると、返事をしながら恵は起き上がり服についた埃ほこりを払う。

「うふっ、賢明ね。賢い女の子は好きよ。わたしも、ちょうどあなたぐらいの年頃の娘がいるから、粉々にしてブチ殺すのもあまり気が進まないところがあったし」

　できないってわけじゃないけれど、なにしろ魔法少女は無限に復活するから、滅ぼすには二度と復活できないように完全に意味性が霧散するまで粉々に粉砕するしかないんだもの。炎の魔女はそんな物騒なことを言いながら、口くち許もとに手を当ててクスクスと笑った。

「え、待って。わたしと同じ年頃の娘がいるって、アンタ実際のところ何歳な「26歳よ」

　カギカッコを閉じる間もなくかなり食い気味で被かぶせられた。炎の魔女は相変わらず鉄壁のニコニコ顔をキープしてはいたが、背後になにか凄すごみを感じさせる禍まが々まがしいオーラが立ち上っている。それはさすがに計算がおかしいと恵は思ったが、なにかを察して、わざわざ口に出してまでそれを言うことはなかった。







　自宅に戻ったら珍しく母が家に居た。

　家に誰もいないことにすっかり慣れきっていたわたしは、正しい母の正しい教育ですっかり身に染みているただの習慣として、返事を期待せずに「ただいま～」と声をかけただけだったのだけれど、一拍遅れて、ダイニングのほうから「おかえりなさい」という母の声が微かすかに聞こえてきたのだ。わたしはスクールバッグを玄関先に放り投げて、スリッパに足を突っ込みダイニングに入った。

　母は二本の腕の上に額を乗せて、ダイニングテーブルにうつ伏せになっていた。そのポーズのままピクリとも動かない母の正面の椅子を引いて、わたしも腰を下ろす。糸の切れた人形のように全身をうなだれさせている母の、つむじのあたりをじっと見る。黒く長い髪が、なにかの呪いのようにテーブルの上に放射状に広がっていた。

　午後の陽射しが西向きの窓から差し込んでいて、細かい埃がキラキラと光っていた。壁掛け時計の秒針の、チッタチッタという音だけがやけに大きく聞こえて、それ以外はなんの物音もしなかった。とても行儀の良い静寂が、静かに静かに降り積もり続けていた。

「コーヒーでも淹いれようか」

　三分ほど、そのままじっと母の髪を見つめた後で、うつ伏せになったまま動かない彼女に、わたしはそう声を掛けた。返事はなかった。わたしは立ち上がってキッチンに行き、コーヒーメイカーをセットした。冷蔵庫からなにかのスイッチが入るカチリという小さな音がして、続いてコンプレッサーの回るブオオオオオオン、という音が大きく響いた。

　戸棚からジバンシーのコーヒーカップをふたつ出して用意し、そのままキッチンの流し台に体重を預けて、ダイニングに差し込む直線的な黄色い光を、見るともなしに見た。なにも考えてはいなかった。頭の中は、自分でも不思議に思えるほどに綺き麗れいに凪ないでいた。想像していたほどには、心がさざめかないものだなと、他ひ人と事ごとのように思った。

　コーヒーメイカーがボボボボボボッと音を立て始めたころになってようやく、母は極めて緩慢な一定の速度で、ゆっくりと顔を起こした。キッチンからだと、彼女の後頭部を見ることになるので、その表情を窺うかがうことはできない。

　わたしはパタパタとスリッパを鳴らしてダイニングの窓に寄り、カーテンを閉めて西日を遮った。キッチンでカップにコーヒーを注いで、また母の正面の席に戻る。電灯は点つけなかったので、カーテンを引いた部屋の中は暗かった。

「大丈夫よ」

　母はそう言って、小さく洟はなを啜すすった。目が赤く腫はれていて、湿し気けった髪が一筋、血の気の薄い白い頰に張り付いていた。

「別に泣くとも思ってなかったし、泣くつもりなんてなかったんだけれど、やっぱり意外と泣いてしまうものなのね、こういうの。なんだか、不思議だわ」

　わたしが置いたコーヒーカップを両手で包み込むように引き寄せ、母はそれを口許に運んだ。近づけただけで、口はつけなかった。睫まつ毛げを伏せて、コーヒーの黒い液面をじっと見ている。猫舌なのだ。昔から、熱い飲み物が苦手だった。そういう記憶が、ある。

「今日、正式に離婚が成立したの。だからって、これまでとなにか変わるということはないけれど。たんに、いちおうの決着がついたというか、書類上の話でしかないから」

　母が、少し早口で、一気にそう言い切った。彼女がそれを言い切ってしまうと、また礼儀正しい沈黙がやってきた。それは静かに、降り積もる。

　父は昨年の暮れにはもう家を出てしまっていて、それから一度もこちらの家には戻っていない。理由は、もちろん母とは別の女性が絡むことだ。なにしろ、わたしの実の母が死んだ直後に、実の母が入院していた病院の看護師とすんなり再婚してしまうような人なのだ。総合的には、それほど悪い人だとはわたしは思わないけれど、でも、そういった部分で多少ルーズなところがある人なのは、最初から分かっていることだったはずだ。人間、誰にだって多少の欠点や欠陥がある。そういった部分も吞のみ込んで、なんとか肩を寄せ合ってやっていこうというのが、おそらくは家族というものの有りようなのだろう。もちろん、家族だからといってなんでもかんでも吞み込めるというわけでも、たぶんない。

　だから、事実上はもうとっくの昔に離婚していたようなものだ。たんに、書類上の名目が実態にようやく追いついただけのこと。名目がなかなか追いついてこなかったのは、母が、その現実から目を逸そらして、外へ外へと目を向けて、無関係な他人を救済することで自分を忙殺していたからなのだろうということを、わたしは知っている。そういう覚えが、ある。彼女の奉仕は、言ってみれば一種の現実逃避なのだろう。そしてとうとう、彼女は現実から逃げ切ることができなかった。これはたぶん、そういう話なのだと思う。

　母と父の離婚が正式に成立したということがわたしたち、つまり母とわたしの生活に、具体的になにか影響するとは思えなかった。影響はもう既に出てしまっていたし、出終わっていた。これ以上、なにかが変わるということはない。

「昇のぼるは……やっぱりあの人のところに留まるみたい。年頃だからかしらね。まだ、男同士のほうが気が楽なのかもしれないわ」

　昇というのは母の息子だ。母が実際に、その身体から産んだ子供という意味だ。つまり、わたしの弟ということになる。ちょっと生意気なところがあるし、屁へ理り屈くつを捏こねるし、そのくせ軟弱なところがあって頼りないけれど、わりといいやつだと思う。わたしはそんなに、嫌いじゃない。そうだったはずだ。記憶ではそういうことになっている。あの、なにごとにも理屈をつけて自分の正当性を確認したがる父と、同じく屁理屈こねの昇とは、やはり気が合うところがあるのだろう。でも、実際のところ、屁理屈なんていうのはなにに対してでもつけられるものなのだ。理屈がついたところで、それは別にそのことの正当性を担保したりしない。そういうことを、昇はたぶんまだ知らない。子供なのだ。

「恵は……」

　わたしがなんとなく、天井と壁の間らへんの虚空に目を向けてそんなことを考えていると、母がそう言って、そこで言葉を詰まらせた。わたしはゆっくりと彼女のほうに目を向けて「わたしはここに居るよ」と言った。自分でも驚くほど、心は凪いでいる。

「わたしはお母さんとここに住みたい。別に、あの人のことは嫌いじゃないけれど、どちらかを選べという話なら、わたしはお母さんと一緒にいたい。もしも……」

　お母さんが嫌じゃなければだけど、という言葉が、思っていたほどには口からスッと出てこなくて、わたしはそこで黙り込んでしまう。沈黙がやって来る。静かに、静かに。

　彼女はわたしの実の母ではない。でも、わたしは彼女以外の母を知らない。わたしにとって、わたしの母は彼女ただひとりだけだった。それでも、わたしと彼女の間には、なんの血の繫つながりもありはしないのだ。父と昇という楔くさびを失った今、これからはわたしと母で、赤の他人同士がふたりだけで同じ屋根の下で暮らしていくことになる。父と母が離婚して、昇が父についていくというのは、つまりそういうことになるのだ。あるいは、わたしが父についていって、昇が母の元に残るのであれば、そちらのほうが建前上の辻つじ褄つまはうまくつくのかもしれなかったが、しかし、現実というのはどうも、そういう理屈だけでうまく回るというものでもないらしい。

「あなたはわたしの娘よ」

　母がそう言って、袖で目元を拭った。

　わたしは母の目を見た。黒い瞳。湿気を帯びて、キラキラとなにかの光が揺らめいている。どれだけ見つめても、そこからなにかを読み取るということはできなかった。人と人は、目と目で通じ合ったりはしない。永遠に、分かり合うことはない。

　ふたりの間に降り積もった時の流れが、血よりも濃い絆きずなを作ることもあるのだろうか。

　あると信じたい。わたしがそう考えているということを、わたしは知っている。

「誰がなんと言おうと、恵はわたしの、自慢の娘です」

　母がわたしの目を真っすぐに見て、そう言った。

　瞼まぶたが、熱い。頰ほおを伝った水滴がひとつ、ダイニングテーブルに落ちて、広がった。

　わたしの眼から、涙が流れていた。頰を伝うこそばゆい感覚が、わたしにそのことを知らせてくる。ポタリポタリと、滴がまたテーブルに落ちる。

「ありがとう」

　そう返事をして、わたしは俯うつむいて袖で目元を拭った。顔を上げて、洟を啜る。

　笑おうと思った。母に、微ほほ笑えみかけてあげたいと、そう思った。

　わたしは笑う。

　わたしが笑いかけると、母も笑った。

　ふたりして、目に涙を溜ためたままで、クスクスと笑った。

「ああ、お腹なかがすいちゃった。お母さんも、今日は晩ごはん食べるんでしょ？」

「ええ、ええそうね。晩ごはん、どうしようか」

「なんでもいいなら、冷蔵庫の中のものでもなにかはできるけど。でもせっかくだし、なにか出前でも頼んだら？　わたしお寿司が食べたい」

「あ、いいわね。こういうのは、パーッとお祝いにしちゃったほうがたぶんいいわ」

「離婚祝い？」

「ふたりの新しい門出祝い」

　お互いに泣き笑いのまま、妙に明るい調子でそんなことを言い合う。「じゃあちょっと、着替えてくるから、なんか適当に頼んでおいて」と母に言い残して、わたしは席を立って階段を上がり、自分の部屋に向かう。

　気分は晴れやかに澄んでいたけれど、なぜか涙が止まらなくて、それが不思議だった。拭っても拭っても、なぜか目の周りが湿気っぽくて、わたしは洟を啜る。

　覚えている。頭の中にあるいろいろな記憶が、ランダムにスライドショーのように次々と再生される。父の運転で河原にキャンプに行ったこと。車の中で、ねえあと何分？　と繰り返し昇が聞いていたこと。わたしはあまり楽しくなくて終始不ふ貞て腐くされていたこと。昇があやうく川に流されそうになって、父が慌てて川に飛び込んだこと。夏の花火、昇は父に肩車されて見ていたけれど、わたしは人ごみの間でほとんど音しか聞けなかったこと。お正月には近くの公園で凧たこ揚あげを。ううん、凧揚げをしている昇と父を、わたしはただ近くで見ていただけだっけ。坊主めくりをやった気もするけれど、あれはいったいどういうルールだったのか。なにかにつけて後出しで理屈をつけて、昇か父が勝っていたような覚えがある。そういう記憶がある。よくよく思い出してみると、それほどロクな想い出がないように思えた。なんだか笑えてくる。まったく、自分勝手かよ。

　かつて、わたしたちはひとつの家族で、それはもう終わってしまった。分かれてしまった。そのことを寂しがっているのだろうかと、わたしは自分自身に問う。

　どうして自分が泣いているのか、自分でも理由がよく分からなかった。

　その昔、わたしたちは家族だったし、父のことも昇のことも、いろいろと気に食わないところもありはしたけれど、わたしは愛していたのだろうとは思う。そういう記憶はある。

　母のことも、自分がまず解決すべき問題を先送りにして、そこから逃れたいがために他人の問題ばかりに関与するのはどうかと思うけれど、そういった彼女の弱さも含めて、わたしは受け入れて愛していたのだろうと思う。そういう記憶が、ある。

　そういった諸々のことを、わたしは知っている。

　過去の出来事はすべて、ちゃんと記憶として覚えている。

　それでも、実感として。

　わたしには母が、今日、初めて会ったばかりの、見知らぬ他人のように思えていた。

　これはいったい、誰なのだろう？

　そう思いながら、わたしの身体はその瞳から、自動的に涙を流していた。

　相変わらず、わたしの記憶と実感は乖かい離りしたままだった。

　過去はすべて、見ることはできるけれど触ることのできない、透明のガラスケースのようなものに入れられて、わたしからは断絶していた。

　それは実質的には、とうに失われてしまっているように、わたしには感じられた。

　涙が、わたしの頰を伝う。






















　私の言語の境界が、私の世界の境界を意味する。（５・６）







　人の涙など気にもしないで、相変わらず空は馬鹿みたいな青だった。

　同級生の葬儀に参加するのはこれで二度目だ。

　朝の緊急全校集会で西さい条じよう春はる香かの死が伝えられ、数日後、終わりのホームルームの時間に通夜と告別式の日程が知らされた。日程がかなり遅れたのは、司法解剖などの兼ね合いもあったのだろう。霊感少女を自称していた西条の家は、しかし特定の宗教的な信仰を持たない、つまり、昨今の日本においては平均的な無宗派の家庭だったらしく、西条の葬儀は彼女の自宅近くの公民館で営まれた。土曜日の朝、わたしは学校の制服に着替え、電車に乗って西条の告別式に出かけた。

　高校の同級生に加え、彼女の中学時代の同級生なども多く駆け付けたのだろう。それだけの人数をただの地域の公民館に収容しきれるわけもなく、制服姿の女子高生たちの群れは、その多くが公民館の周辺の道路に無秩序に溢あふれ返っていた。そのうえ、マスコミの取材陣までもがやや遠巻きにとはいえカメラや中継車をそこら中に並べていて、西条の告別式は、悲しみに泣き崩れるその中心部は別として、周辺部においてはあまり、しめやかにという印象ではなく、むしろ騒々しくさえもあった。

　頭、まだ見つかってないんでしょ？　たぶん、もう見つからないよ。これまでの事件でもそうだったから。食べられちゃったのかな。え～、可哀かわい想そう。犯人、捕まらないね。ね～怖い。でもさ、美少女専門って話だったけど、西条さんってそこまで美少女だった？　さあ、犯人のほうにもいろいろと都合があるんじゃないの？　妥協？　ヤだ。死んだ人のことをそんな風に言うの良くないよ。え～、わたし自分がブスだから安心だと思ってたのに。

　そんなザワザワとした囁ささやき声を意識的に遮断して、わたしは人ごみの間から中心部を覗のぞき込んだ。親族の焼香が終わり、順に一般の会葬者が焼香を始めているところのようだ。周辺のザワザワも波が引くように徐々に静まり、ゆっくりと、焼香の列が動いていく。

　自分に焼香の順番が回ってくるまでには、まだまだ長い時間がかかりそうに思われた。こんなペースで出棺の予定に間に合うのだろうかと、余計な心配をしてしまう。頭部がまだ失われたままだという話だ。きっと、故人との最後の対面の機会もないのだろう。脚がないことはなんとか誤ご魔ま化かしようもあるけれど、頭がないのはどうしようもあるまい。わたしはその場で遠巻きに、胸元で十字を切って祈りを捧ささげ、それで切り上げてしまうことにした。西条もたぶん、わたしにわざわざ焼香までされても、さほど喜びもしないだろう。

　いや、そもそも西条はもう死んでいる。喜ぶことも悲しむことも、二度とない。

　死後の世界など存在しない。死んだ人は、ただ失われてしまうだけだ。永遠に。

　西条の遺体もまた、これまでの事件と同様に、多少人目に付きにくくはあるものの、人家からはさほど離れておらず、まかり間違えば誰かに目撃されても不思議ではないような場所で見つかった。西条の遺体が遺い棄きされていた河か川せん敷じきの橋の下は、周辺住民が犬の散歩コースとしてもよく利用しているところで、遺体は翌日の早朝には発見された。

　今回は遺体から頭部だけが持ち去られていたが、遺留品などは手付かずのまま遺体の傍らに放置されていたので、所持していた学生証からすぐに西条の身元も特定された。

　神に、自分でもその実在など信じていない天に召します我らの父に、西条の冥めい福ふくを祈り、わたしは顔を上げ目を開いた。人ごみの間から、焼香を終えて公民館から出てくる一般会葬者の列が見えた。その中に見覚えのある顔をひとつ、わたしは見つける。

　泣きはらしてはいるものの、なにかの決意のような強い意志を感じさせる瞳。ポンパドールにまとめた髪と、そこに後光さえもが射さしそうな、芸術的に綺き麗れいなおでこ。

　松まつ川かわ常盤ときわだ。

　松川さんは喪主らしき人に無言で頭を下げ、人垣を避けながら、群衆の外へ外へと歩いてくる。その瞳が、わたしの姿を捉とらえたようだった。一瞬の逡しゆん巡じゆんのような表情を見せた後で、意外にも、松川さんはわたしのほうへと真っすぐに歩み寄ってきた。

「あなたは、お焼香をしなくてもいいの？」

　彼女と直接に話をするのはこれが初めてのことだったはずだけど、松川さんはこれといった挨あい拶さつもなくわたしにそう聞いてきた。とても自然な間合い取りで、あまり初対面だという感じは受けなかった。

「クリスチャンなの。わたしが行くと仏様と神様が喧けん嘩かをしてしまうから。ここからお祈りだけさせてもらったわ」

　わたしのそんな適当な返事にも、松川さんは「そう」とだけ応じて「ちょっと話があるの、今からいい？」と、まるで既知の友人同士であるかのように聞いてきた。

「別に構わないけれど……あなたはいいの？　出棺まで待たなくて」

　友達だったんじゃないの？　と、続けようとしたわたしの言葉は「いいのよ、別にあそこに春香がいるわけじゃないもの」という、松川さんの言葉に遮られた。

「春香はもう、どこにもいない。ねえ、ここはがやがやとしていて落ち着かないから、ちょっと場所を変えましょう。ついてきて」

　松川さんはそう言って、忌いま々いましげにマスコミのカメラを一いち瞥べつした後で、首の動きでわたしを促した。松川さんがわたしと話したい用件に思い当たることはなかったけれど、別に予定があるわけでもなかったので、わたしはおとなしく彼女の後について歩く。

　お互いに無言のまま、しばらく歩いた。五分ほどで住宅街を抜け、閉じたシャッターの目立つ古びた商店街に出る。松川さんは人ひと気けもまばらな商店街の中をスタスタと歩いて、迷いなく一軒のお店に入っていった。なんというか、女子高生には若じやつ干かん、敷居の高そうなお店だった。ここが今の商店街になる前からここでやっているんだ、といった感じの風格を漂わせた、古めかしい、でもガタついたところのないしっかりとした、素性の良さそうな木造の店構えで、大きな木の看板が店先に掲げられている。古い書体の漢字が並んでいるけれど、咄とつ嗟さには判読できそうにない。とりあえず、ナントカ堂というお店らしい。

　わたしが看板を見上げて立ち尽くしていると、松川さんがお店の中からひょっこりと顔を出して「なにしてるの？　さ、入って」と、手招きをする。まあさすがに、取って食われることはあるまいと覚悟を決めて、わたしも松川さんの後に続いてお店に入る。

　お茶屋さんだった。外観の古めかしさのわりに、中は綺麗だ。もとの建材の風合いと違和感が出ないように気を遣っているけれど、よく見れば太い柱や梁はり以外は新しくリフォームされたものだと分かる。入って左手にカウンターがあって、ガラスケースに様々なものが並べられていた。商品はほとんど緑色の包装で、ほぼすべてお茶であるらしい。お茶だけでどうしてこんなに多くの種類の商品があるのか、わたしにはよく分からなかったけど、きっといろいろな需要があるのだろう。基本的にテイクアウト（？）のお店のようだけど、右手に喫茶のスペースもつくられていて、いちおう喫茶店としても使えるらしい。

　松川さんに先導されるままに奥に入るとお座敷になっている個室があって、「入って」と、また先を促される。わたしがローファーを脱いで座敷に上がると、松川さんはわたしの靴を靴箱にしまってから「抹茶ババロアでいい？」と聞いてきた。

「え？　ああ、うん」

　よく事情が吞のみ込めないままにそう返事をすると、松川さんは座敷に上がってくることはなく、そのままどこかに行ってしまう。しばらくして、おしぼりをふたつ持って戻ってくると、それだけを置いてまたいなくなってしまった。なんだか、慌ただしい。

　五分くらい、そのまま座敷で待たされた。

　手持ち無ぶ沙さ汰たなわたしがしつこくおしぼりで手を拭きながら、キョロキョロと店の内装を眺めまわしていると、ようやく松川さんが戻ってきた。お盆に抹茶ババロアと、点たてた抹茶をふたつずつ用意してきている。やっと自分もローファーを脱いでお座敷に上がると、手早く配膳をしてわたしの対面に座った。

「うちの目玉商品なの。食べて」

「え、うちって……あ、ここ松川さんちのお店なの？」

「展開しているお店の中では一番小さいんだけど、ここが本店。あとは市内に二店舗と、県外にも何店舗かあるけれど、この抹茶ババロアをやってるのは本店だけ。この建物が一番古くて、曾そう祖そ父ふの代からここにずっと建っているわ」

「へ～、すごい。お茶屋さんだったんだ。わ～、高そうなお店……」

「話は後。今はとにかく、甘いものを食べて、お茶を飲むのよ」

　松川さんはなにかの宣託のようにそう言うと、木のへらみたいなスプーンでもりもりと抹茶ババロアを食べ始めた。なかなか気持ちの良い食べっぷりで、でも飽くまでも上品さを失わない感じで、松川さんの芯からの育ちの良さが窺うかがえた。わたしも小さく手を合わせて「いただきます」と言ってから、抹茶ババロアに手をつけた。

「あ、おいしい」

　一口食べてみて、思わずそう感想を漏らしたわたしに、松川さんはヒョイと眉毛を上げて「でしょ？」みたいな顔はして見せたけれども、特になにも言わなかった。話は後、ということらしい。そういうことなので、わたしも黙々と抹茶ババロアを食べる。

　食べ終わって、お抹茶を頂いて、一息をついたところでようやく松川さんが「やっぱり、人間まずは糖分がないとやってられないのよね」と呟つぶやいた。

「えっと、ごちそうさまでした？　とても、おいしかった」

「よかった。わたしが言って開発してもらったの。味は間違いないと思うんだけど、やっぱ店構えがこうだからなのかな。そんなには売れてない」

　ずっと同じ商売をしていたのでは先が見えてるから、若い人にもアピールしていきたいんだけれど、威圧感があるのかしら。そんな風なことを松川さんが少し喋って、わたしはなんの用件だったのかがさっぱり分からずに、少し混乱する。

「なにか、話があったんじゃないの？」

　痺しびれを切らしてわたしがそう切り出すと、松川さんは「ええ、そうね」と言って、使い終わった器を卓の端に寄せ、少し姿勢を正した。

「あなたはなにかを知っているんじゃないかと思って」

　なんのこと、とは、わたしは聞き返さなかった。西条春香が殺された事件のこと。この状況で聞かれるなにかなど、例の連続通り魔事件、人食いマン事件の話に決まっている。

「……どうしてそう思うの？」

　わたしが目を細めてそう問い返すと、松川さんは僅わずかに遅疑を見せたあとで、意を決したようにキュッと口を引き結んで「だってあなた、魔法少女なんでしょう？」と言ってきた。言ったあとで「本当に」と付け足す。本当に。

　どう答えればいいのか、少し困る。別に、魔法少女だということを隠しているというわけでもない。それを本当に信じるか冗談と受け取るかもどうでもいいことだ。けれど、こんな風に正面きって聞かれてしまったのは、そういえば初めてのことかもしれない。

「友達が殺されたのよ」と、松川さんは言って、睫まつ毛げを伏せた。泣くのかな、と少し思ったけれど、松川さんはすぐにまた顔を上げて、泣かなかった。

「友達が突然に殺されて、居なくなってしまった。もう永遠に失われてしまった。それなのに、誰も真ま面じ目めにそのことを考えていないみたいに、わたしには思える。もうみんな、すっかり日常の中に戻ってしまったみたい。きっと、まだそうすべきではないのに」

　強い意志を感じさせる瞳だった。その裏になんらかの意図や、権けん謀ぼう術じゆつ数すうが隠されているようには思えない。たぶん、本当に言葉通りの意味なのだろう。友達が誰かに殺されたことに対して、松川さんは友達として、自分がなにかをしなければならないと考えている。

「ちょっと、意外だったかも」

　じっと、しばらく無言のまま見つめ合った後で、わたしはそうこぼした。

「え？」と言って、松川さんは首を傾かしげる。その傾げた首の角度にでさえ、人から自分がどう見えているかという計算が働いているようにも見えた。どんな時でも、彼女の仕草にはなんともいえない完成されたあざとさが染みついていた。

「松川さんのこと、人間をぜんぶ戦略の駒みたいに考えている人かと思ってたから」

　わたしはなんと言ったものかしばらく思考を巡らせてはみたのだけれど、どう表現したところで根本的に失礼であることには変わりがないように感じたから、オブラートに包むこともなく直ちよく截せつ的てきに思ったとおりのことを言ってみた。それを聞いても松川さんは特に気分を害した様子も見せず、ただ「所詮は平凡なのよ」と言って、自嘲気味に笑った。

「そんな風に完全に割り切れたら、ひょっとしたらもっと楽だし、もっと大きなこともできるのかもしれないけれど、わたしには無理」

　彼女はきっと、人のどこをどうすれば、人はどう動くのかとか、そういうことは完全に把握しているのだろう。そういった手順を、彼女はちゃんと知っている。でも、そのやり方を知っているということと、実際にできるということの間には隔たりがある。人の殺し方を知っていることと、人を殺せることの間に隔たりがあるように。

（つまり、自分自身も含めたすべてを戦略の駒みたいに考えているんだ）

　なにか論理的な思考があったわけではなく直感で、わたしはそんなことを思いつく。

　わたしは松川さんに対する個人的な評価を大きく改めた。難儀そうな性格ではあるけれども、それはとても好感の持てる態度であるように思える。

「自分になにかをできるなんて思っていない。それでも、なにかをしたいのよ。そうでないと、わたしはわたしの大事ななにかを維持できなくなるような気がする」

　ああ、そうか。こういう気持ちになるものなのかと、わたしはなにかを納得する。

　なるほど、これはたしかに、馬鹿げている。

「たぶん、なんだけれども」と、わたしはなるべく素直に思ったことを口に出してみる。

「あなたは本当は、いま悲しんでいるんだと思う。悲しくて、傷ついている。でも、それを押し殺して、怒りや憤りでそれを覆い隠そうとしている」

　松川さんは答えない。ただ、わたしのことを見ている。だからわたしも、ひとりで話し続けるしかない。

「悲しみと同時に怒りや憤りも抱くのは自然なことよ。人間っていうのは複雑だから、いろんな感情を同時に抱いてぐちゃぐちゃしてしまうのは、普通のことだから」

　いったい、誰が話しているんだろう？　と少し思った。わたしは、こんなことを言うような人格だっただろうか。たぶん、違う気がする。わたしの後ろで、誰かがわたしの身体を操作して、わたしに喋しやべらせているような感じがする。

「悲しいなら、まず悲しめばいいんだと思う。それくらいの猶ゆう予よはわたしたちには許されているはず」

「悲しんでいても、なにも始まりはしないわ」

　松川さんが、わたしの言葉を遮るようにそう言った。それだけを言って、それ以上、言葉は続かなかった。わたしの後ろにいる誰かが、またわたしのことを喋らせる。

「まだ始めなくてもいいじゃない。悲しんでから、悲しみ終わってから始めればいいだけじゃない。いまのあなたがすべきなのは、きっと闇雲に行動を起こそうとすることじゃなく、ちゃんと悲しんで死者を悼むことだと思う。わたしも西条の死後の冥めい福ふくなんてものが本当に存在するなんて信じてはいないけれど、でもやっぱり、死者を悼む時間は必要なのよ。あなたはいま傷ついているし、休息を必要としている」

　言うべきことを言い終わってしまうと、沈黙がやってきた。天井のどこか高いところで、小さくパキッと家や鳴なりがした。沈黙に耐えきれなくなって、わたしは松川さんから目を外し、天井のほうへと視線を這はわせた。別になにがあるわけでもなかったけれど、何の気なしに天井の木目を見ていたら、そうかこれは小こ海うみの言葉なのかと不意に思いついた。小海がわたしの身体を使って喋っているのだ。

「わたしもあなたのこと、ちょっと誤解してたかも」

　しばらくして、松川さんがそう言った。

「そうね。事態はなにも進展していないけれど、少し気が楽になったかも。ありがとう」

「どういたしまして」

　わたしは松川さんに視線を戻し、特にどうといった含みもなく、ただ普通にそう返す。

「それで、最初の話なんだけど」

　そう言って、松川さんは結局、事件の話に戻してきた。またちょっと評価を修正する。思ったよりは頑固な性格らしい。なるほど、難儀そうな性格ではある。

「春香はあなたに、なにかを話していたと思うの。あなたも知っているんじゃないかしら。あの子はちょっと……普通じゃない」

　死の影が見える、と西条は言っていた。死の気配が見えると。

「霊感少女、だったっけ？」

「そう。春香はアレを霊感と言っていたけれど、アレはたぶん、死者の霊が視えるとかそういう一般的な意味での霊感と違っていて、つまり、空気を読むとか雰囲気を摑つかむとか、そういうことに異常に長たけていたんだと、わたしはそう思っているのだけれど」

「うん、まあたぶん、そういうことなんだろうね」

　そうは言っても、そういったものと魔法との境界は曖あい昧まいではある。どんな能力にしたって、長じ過ぎれば魔力を帯びることになる。松川さんの人を見抜く目と、支配して動かす力がある種の魔法であるのと同じように。

「あの力のせいで、春香も昔はカウンセリングに通わされたりしていて、そのせいで却かえって荒れてたりしていろいろと大変だったんだけど、最近はあんまりそういうことを人には言わないようにしていたはずなのよ。でも、あなたには話したのね」

　そう言って、松川さんはスッと卓の上に身を乗り出して、わたしの顔を覗のぞき込んでくる。ああ、なるほど。カマをかけられていたのかと、わたしは気付く。

「なんの話をしたの。教えて」

「まあ別に、隠すようなほどのことでもないけれど」

　わたしは西条とした話の内容を思い返しながら、実際に特に隠すようなものでもないと思ったので素直にそう答える。なんと言っていたっけ。そうデフォ子……中なか萱がやさんが。

「中萱さんは死の影が濃いって」

　わたしがそう言うと、松川さんは「そう」とだけ答えて、また身を引いて姿勢を正した。

「あと、自分でも少し、この街を包んでいる死の影を追ってみるつもりではいるって」

　松川さんに問われて思い返してみて初めて、わたしはああそうか、と思いつく。西条はたんに人食いマンに一方的に目をつけられて殺されたのではなく、死の影を追って人食いマンに自ら近づいて、そして返り討ちに遭ったのではないかと。

「わたしも……中萱さんからはなにか不吉な気配を感じている」と、松川さんは言った。

「え、ちょっと待って。まさか、あなたも中萱さんを疑っているということ？」

　さすがにその可能性はまともに考慮していなかったわたしは、すこし慌てて卓の上に手をつき身を乗り出す。松川さんは一切怯ひるむことなく、平然とした顔で「あなたも、ということは、やっぱり春香もそう考えていたのね」と答える。あ、また一本取られている、とわたしは少し後悔する。いったん座りなおして、腕を組んで思案する。

　霊感少女が死の影が濃いと言ったから、不吉な気配を感じるから、そんな理由で短絡的に即殺人事件の犯人と結びつけるのは、それはさすがに短慮に過ぎると思うけれど、でも中萱さんのことを疑っていて、死の影を追っていたはずの西条は殺されてしまった。おそらくは、追っていた人食いマンに返り討ちにあって。つまり、西条は人食いマンのところまでは到達したということだ。彼女は決して、完全に的外れではなかった。

「待って待って。たしかに西条ともそういう話はしたけれど、彼女は完全に決めてかかってはいなかった。分からないと言っていたの。分からないからもう少し調べてみるって」

「もう少し調べてみて、そして到達したのね、きっと」

　そう、たぶんそういうことなのだろうけど。でも、今ここでその結論はまずいように思えた。結論の真偽は分からないけど、なんというか、タイミングが悪い。そして、人が悪い。今のこのタイミングで、松川さんが、その結論に至るのはヤバイ気配がする。いろいろと最悪すぎるような、破滅に向かうルートに思える。とにかく、足を引っ張らなければ。

「わたしも友達を殺されたのよ」と、わたしは言っていた。

　そこからどう話を続けるつもりなのか、わたし自身もよく分かっていなかった。また、誰かがわたしの後ろからわたしを喋らせているような感じがした。

「わたしはわたしの私し怨えんで、この犯人を絶対に許すつもりはない。必ず追いつめて、この手でブチ殺すわ。だから、わたしが言えた義理ではたぶんないのだけれど」

　少し前のめりになって話すわたしの言葉を、松川さんはちゃんと聞いてくれている。しっかりと聞いて、理解しようとしてくれていることが分かる。その態度に、好感が持てる。

「松川さん。もしも、あなたがこの件に対してなにかを成そうとしているのなら、それはちょっと待ってもらえないかしら。ひょっとしたら、あなたなら、あなたのその力なら、それを成し遂げてしまうのかもしれないけれど、きっと最終的には最悪の結果に至ることになる。際限なく上に積み上げていけばいつか崩れる。崩される。バベルの塔のように」

　ああ、今度は西条か、とわたしは思う。西条春香がわたしの後ろに立って、わたしの代わりに喋っている。わたしの身体を喋らせている。スポイラが必要なのだ。

「あなたは今のところ、あなたの力をとてもよくコントロールしていて、逸脱していない。でも、もしあなたが許される範囲を逸脱してしまったら、世界の脅威となり得てしまったら、ヴァーチェはあなたを排除するわ。つまり、わたしがあなたを排除しなければいけなくなるということ。わたしはそんなことはしたくない」

　いろいろな説明をすっ飛ばしたわたしの投げやりな言葉を、たぶん松川さんはほとんど理解できていないだろう。納得してくれはしないだろう。でも、どこからどのように説明をすれば十全なのかということも分からないし、そもそも、わたし自身なにを焦っているのか自分でもよく分かっていないのだ。ただ、それは最悪だという予感だけがある。その気持ちだけでも伝わればいいなと、少し思う。

「復ふく讐しゆうのために、自分の命とか、人生なんかを賭けちゃうような馬鹿げた真ま似ねをするのは、とりあえずはわたしひとりで十分なんじゃないかと思う。だから、お願い。少なくとも当面は、この件はわたしに任せてもらえないかしら。もしも、わたしがヘマをやらかして死体で発見されるようなことがあれば、その時はあなたがその無念を晴らして」

　十秒。松川さんはわたしの顔を、黙ってじっと見つめていた。でも、もっと長かったようにも感じられた。まるで氷河期のような、長い十秒の沈黙だった。

「犯行に使われたのは、鋭利で長大な刃物だそうよ。いずれの被害者も欠損部位はそれによって一息に一刀両断にされている」

　是でも否でもなく、松川さんはそう言った。あるいはそれは、事件のことは一時わたしに預けるという意味を伴った情報提供だったのかもしれない。

「鋭利で長大な刃物？」

「そう、わたしたちが生活する上でも使用するような、たとえば包丁とかナイフとかのこぎりとか、そういった現実的な尺の刃物ではなく、剣のような長尺の刃物だということ」

　剣という語は、魔法少女や霊感少女と同じぐらい、非現実的な響きに思えた。剣なんて、この現代の日本においては下へ手たすれば拳銃よりもよっぽど見かける機会がないだろう。

「普通ではまずないような長尺の刃物よ。それに、仮にそういった刃物を持っていたとしても、一息に人体を両断するなんていうことは、相当の手て練だれでなければできることではない」と、松川さんは説明を続ける。

　その条件で、容疑者の範囲はかなり絞れそうなものだと思う。長尺の刃物を所持し、それで人体を一刀両断にできる人間など、おそらく居合いの達人ぐらいしかいないだろう。

　それが仮に、現実的な階層に位置するものであるならば、の話だ。

　あるいは、やはりなにかしらの超常的オブジェクトが絡んでいる事件なのかもしれない。普通の理屈だけでは説明できない。犯行があまりにも杜ず撰さんなわりに、目撃証言が一向に得られないことも。それはそうとして。

「どうして松川さんがそんなことを知っているの？」

　そのわたしの疑問に、松川さんは「土地の人間だから、かしら？」と、やや語尾を上げて答える。すべてを説明するつもりはない、あるいはできない、ということだろう。

「長く住んでいると、それだけでいろいろな経路というのが形成されるものなのよ。言ったでしょ、このお店は曾そう祖そ父ふの代からここに建っているの」

　松川さんは、そのことを誇るような雰囲気でもなく、むしろ、ややうんざりとしていそうな面おも持もちではあった。長く住んでいると、警察組織などともある種の親密な付き合いというのがあるのだろうか。良くも悪くも、ここは田舎いなかなのだということかもしれない。

「なるほどね」と、わたしは呟く。正直、それが分かったところでどうなのかという感じではあるのだけれど、犯行に超常的なオブジェクトが関わっているのであれば、そちらの線からヴァーチェズリンクになにか情報がかかっているかもしれない。

「あと、どちらにせよ、やっぱり中萱さんには気をつけたほうがいいと思う」

　最後に松川さんはそう言った。

「人食いマン事件に関わっているにせよ、いないにせよ、彼女からはなにか変な感じがする。彼女、誰のことを見るにしても、風景を見るみたいに人を見るでしょう？　まるで人を人として認識してないみたい」

　松川さんの言うことも、分からないことはない。中萱さんは、人も物も、同じような目で見ている。そんな感じをわたしも受ける。でも不思議なことに、わたしはそれが全然、不快ではないのだ。わたしは彼女に物のように見られることが、それほど嫌でもない。近くにいることがちっとも気にならない。彼女の隣に座っていても、人が近くにいるのだという気がまるでしない。でも、それではまるで。

「ひょっとしたら、人間じゃないのかも」

　松川さんがふと呟つぶやいた言葉は、下手をすると人権問題になりかねないものだったけど、それはわたしの考えていたこととも少しリンクしていて、わけもなくドキッとしてしまう。

「う～ん、どうかしらね。まあ、実際に話してみたこともないのに、そういう印象だけであれこれと予断を持つのもあまり良くないと思うけど。なにか言いたいことがあるなら、本人に直接言ってみたほうが、意外と話が早いんじゃないかしら」

　なんと言っていいものかを考えるのも面倒になってきて、わたしがそんな一般論を返すと、松川さんは「そうね、それもそうかもしれない。検討しておくわ」と言って肩を竦すくめてから、遠くを見るような目で独り言のようにポツリと呟いた。

「まったく、日くさ下か部べセンパイもあんな子のどこがいいんだか」







　この世界には超常的オブジェクトというのが存在する。

　小さなところでは、魔法少女の使う種々の魔法少女アイテムもそのうちではある。通常の物理法則に従わない、なんらかの概念を特化させたような物品だ。マジカル双眼鏡はレンズなどの物理法則に依よって光学的に拡大し風景を見るのではなく、ただ「遠くを見る」という概念が物品として顕現しているのである。そして、そういった超常的オブジェクトの中でも最大クラスのものが、緑の獣だ。

「緑の獣がわたしたちのような妖怪変へん化げの類たぐいであるのか、それとも超常的オブジェクトの一種であるのかは、まあ議論が分かれるところでもあるとは思うけど」

　炎の魔女は緑の獣の異様を前にしても、一切怯むことなく吞のん気きな口調でそう言った。

「どんなものでも、力を持ちすぎると自らの自重で崩壊してしまうのはこの世の理ことわりみたいなものよ。だから、現存する大きすぎる力はそれぞれに、敢あえてなんらかの欠陥を内包しているの。ヴァーチェはほぼ万能に近いけれど、実体を持たない。うちの旦那は、現世との因果を持たない。そして、緑の獣は意志を持たない。意志を持たない自動的な存在だから、便宜的にオブジェクトと分類されているだけのことで」

　つまりルンバなんかと同じ扱いねと、炎の魔女は緑の獣をお掃除ロボットに喩たとえたけれど、実物の緑の獣は、ルンバのような可愛かわいげなど微み塵じんも持ち合わせてはいない。

「意志や自我の有無で分類するのも、今度は意志や自我の定義問題になってきそうだし」

　緑の獣の表面は硬い鱗うろこに覆われていて、それは廃病院に降り注ぐ柔らかな陽光を反射してきらきらと輝き、美しくさえもあった。しかし、その表面の質感の美しさとは裏腹に、その造形は想像しうる限りで最も醜悪で不気味で、恐ろしかった。

「その話、また後にしたほうがいいんじゃない？」

　恵めぐみが右手のマジカルコルトシングルアクションアーミー人呼んでマジカルピースメイカー（魔法少女アイテム：構造が単純なので堅けん牢ろう）を握りなおしそう言うと、炎の魔女は「あら、そうね」と応じて、ようやく少し腰を落とし構えのようなものを作った。とはいえ、それはほとんど自然体のまま腰を落としただけの構えとも言えないような構えであったし、そのうえ、足元は依然ハイヒールのままだ。

　緑の獣は、全体的な形状としてはアリクイに近いように思えた。鼻が奇妙に長く飛び出していて、頭部と思われる部分が異常に大きく、バランスが悪い。それはまるでコンテナを外したトレーラー車のような、見るものに不安感を与えるアンバランスさだった。炎の魔女は緑の獣には意志がないと説明したが、しかしその目は人間の瞳に酷似していて、その瞳の動きからはなにか意志のようなものを感じ取れるような気もした。

　その瞳に宿っている意志がなにか存在するとすれば、それは間違いなく憎悪だった。

　あたりには鼻をつく嫌な悪臭が立ち込めていた。生臭い血と脂の臭い。皮ひ膚ふによる密閉を破られた人体の内側の臭い。しかも、その血も脂もすべて、恵自身の身体から振りまかれたものだった。自分自身の身体の内にこれほどの悪臭が詰まっているという事実がまた、恵の気分をひどく陰いん鬱うつにさせた。だが、今はそのような肉の身体に縛られた人間という存在の根源に起因する感傷に浸っている場合ではない。

「気を付けてね。いかに無敵で不死身の魔法少女でも、たぶん死ねばそれまでなのは変わらないから。きっと何者にも、死のその先というのは用意されていない」

　炎の魔女の言うことは、よくは分からなかった。魔法少女は無敵で不死身。たとえ脇腹を一瞬にして貫通されたとしても、しばらくすれば自動的に、なにごともなかったかのように綺き麗れいサッパリ復元されてしまう。しかし、そのことにもなんらかのリスクは伴うのだということを言いたいのだろう。魔法というのは無から有を生み出す力ではなく、どこかで収支をチョロまかしているだけのイカサマに過ぎない。負債を一時的に、どこかに押し付けているだけのことなのだ。どこかで誰かがいずれ帳尻を合わせなければならない。そういうメカニズムなのだということが、最近ようやく恵にも分かってきた。

　死なないのを良いことに無謀な戦い方をするなということだろうと、恵は簡単に理解する。そもそも、今はあまりものごとを深く考えている余裕というのもない。

　緑の獣は、出合い頭がしらの一撃で恵の左脇腹に向こうまで貫通する大穴を開け、部屋中に恵の血と脂と肉片をまき散らせた。恵も決して油断していたわけではなかったが、緑の獣の速度はヴァーチェの魔力によって高められているはずの恵の反応速度を、優に超越していた。なんとか意識を持ちこたえて損傷はすでに復元されていたものの、こんなものにどう対応すればいいのか、恵にはその勝ち筋を見ることが一切できないでいた。

「恐れてはダメ。あれは恐れという概念をそのまま具現化したような存在。緑の獣と戦うというのは、とりもなおさず自分のなかにある恐れの感情を克服するということなの」

　炎の魔女と目で合図を交わし、同時に出る。恵が間合いに入った瞬間、緑の獣の奇妙に尖とがった頭部の先から赤黒く細長いなにかが飛び出して鞭むちのようにしなり、恵の右手首から先をマジカルピースメイカーごと斬り飛ばした。それは緑の獣の長い舌だった。緑の獣は剃刀かみそりのように鋭利なそれを一切の予備動作なく唐突に繰り出してきたのだ。先ほど自分の脇腹を吹き飛ばした攻撃の正体を、恵はようやく把握する。

　激痛で思考が停止しかかる。

　痛み。意識を集中できない。

　炎の魔女が恵を押して転がし、恵と緑の獣の間に割り込むようにして立った。

　両手を打ち合わせ、掌てのひらの振動で音波を発生させ、直接手を触れないままに、共振現象で緑の獣の舌を粉々に粉砕する。理屈は分かるけれど、相変わらず滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　そうこうしているうちに、恵の右手首が一瞬眩まばゆく発光して、もう右手は再生していた。いや、傷が治ったとか手首が再生したとかいうレベルではなく、それは文字通り元通りに戻っていた。復元とか巻き戻しとか、再読みリロ込みードと言ったほうがしっくりとくる現象だ。そんなことにいちいち驚いている暇もなく、恵は体勢を立て直して走り、吹き飛ばされたほうの自分の右手からマジカルピースメイカーをもぎ取る。少しの違和感と筋肉痛のような他た愛わいのない痛みだけが感じられたが、復元された右手にはそれ以外の不具合はなにもない。魔法少女は無敵で不死身。たとえ死んでも復元される。そういう種類の不死身だ。

「いくら速いとは言っても、所詮は物理的な実在よ。怖くない」

　炎の魔女は気丈そうにそう言ってみせたが、実のところはそれも虚勢ではあったのかもしれない。自らの内にある恐れが緑の獣を強力にするというのなら、現にいま、これほどまでに緑の獣が強力であるのは、きっと炎の魔女の中にも恐れの感情があるからなのだろう。そう思うと、恵は逆に緑の獣のことが怖くなくなってきた。いや、炎の魔女でさえも恐れるのだから、恐れることじたいはなにも恥じることではないのだと、自らの恐怖を自然と受け入れることができていた。自分が緑の獣を恐れているという、その自分の感情を自然と受け入れたがために、緑の獣を過剰に恐れるということがなくなってきていた。

　それと負の正比例をなすように、恵の中に勇気が湧わきあがってくる。魔法には必ず、核となる概念が存在する。恵の場合、それは地獄の闇をも恐れない、ある種の向こう見ずな勇気だった。愛と正義の魔法少女。その勇気と信じる心が魔法になる。恐怖を受け入れ、乗り越えた恵の身体に魔力が満ちた。恵の髪が黄金色に輝き、魔法パワーで重力を無視して浮き上がる。それはまるで水中に潜っているときのように、ふわふわと空間を揺蕩たゆたう。

　そりゃあ、あんなに醜くて気持ちの悪い姿をした、しかも緑色の獣なのだ。恐れるなというほうが無理な話だ。でも、それは醜く気持ち悪い姿かたちをしているから怖いという、ただそれだけのことに過ぎないのだ。それ以上に恐れる必要のあるものではない。

　恵が刻々とその想いを強めていくにつれ、緑の獣はだんだんその巨きよ軀くを縮めていくように見えた。気が付けば、最初に見たときの半分ほどまで小さくなっている。弱っているのだ、と恵は思った。

「チャンス！」

　そう叫んで、炎の魔女は喜色満面に地面を蹴って飛び出した。縮地（奥義）で、瞬間移動のように一気に距離を詰め、緑の獣の背後を取る。

　その後は、よく見えなかった。

　金属がぶつかり合うような激しい音がして、次の瞬間には緑の獣の半身が消滅していた。

　緑の獣がすさまじい苦く悶もんの声を上げる。一瞬にして半身を削り取った炎の魔女の一撃は、致命傷のように思われた。しかし、緑の獣は大きく身をくねらせると反動で跳躍して大きく距離を取り、空間の縺もつれの隙間に無理やりその巨軀を潜り込ませて姿を消した。

「逃げたか、まあいいわ」

　なにやらもぐもぐと口を動かしていた炎の魔女は、ゴクンとその口の中のなにかを飲み下すと息をついてそう言った。緑の獣が著しく弱ったために、三みつ巴どもえの力の均衡が崩れてわずかに空間の折り畳みが緩んだのだろう。緑の獣が脱出して完全に均衡が崩れた以上は、この閉鎖空間もやがて完全に綻ほころび、元の状態に戻るはずだ。

「手間暇かけて状況を用意したわりには、境界の目もく論ろ見みも結局のところはワンナウト一塁ダブルプレーってところね。なにしろ外の世界に出れば、恐れの感情なんて無限に存在しているもの。緑の獣もあれぐらいのダメージはすぐ回復してしまうだろうし、元の木もく阿あ弥みって感じ。まあ、自ら手を下すことなく緑の獣をあそこまで弱らせることに成功したなら、境界としてはどっちみちタダなんだし儲もうけものってことなのかしらね」

　さて、たぶん今まさにわたしの組織に手が回っている頃合いだろうから、急がなくてはと、炎の魔女も早々に脱出できそうな空間の綻びを探し出して、それを普通に腕力でグイと押し広げている。いや、空間を素手で摑つかむのはさすがにおかしい。

「じゃあ、ここでお別れね可愛かわいい魔法少女さん。短い共闘だったけど楽しかったわ」

　そんな風に言って気楽そうにひらひらと手を振りながら、空間の隙間に身体を差し入れようとする。半分ほど身体を突っ込んだところで、急に思い出したように「あ、そうだ」と言って、炎の魔女は恵に向かって一本、指を立てた。

「ひとつだけ忠告。ヴァーチェはこの世界における実体を持たない抽象的で形けい而じ上じよう学がく的な存在ではあるけれど、たぶん、あなたが思っているような超越的絶対者ではないわよ？　わたしや、あの緑の獣と同じように強い力を持っているだけの、ただの個に過ぎない。地獄なんていうものが本当に存在するわけではなく、あなたがヴァーチェをそう認識したからヴァーチェはそのように存在し、あなたが魔法少女をそういうものだと規定したから、魔法少女がそうであるだけのこと。すべては認識の問題なのよ」

　それだけを一気に言ってしまうと「じゃあね～☆」と手を振って、今度こそ炎の魔女も空間の綻びの向こうに姿を消した。あとには森に半ば同化して静寂に包まれた廃病院と、血と脂のひどい悪臭、それと、妙に疲れ切った恵だけが残された。

「は～、なんかよく分からないけど、根こそぎ持ってかれたって感じだわ」

　ついこぼれた恵のそんな不平に、応えるものは誰もいなかった。







「スクールカウンセラー？」

「そ。なんかこの前の事件を受けての対策らしくって、事件でショックを受けた生徒のメンタルケアだとかなんとか。しばらくは生活指導室のひとつに常駐してるらしいよ」

「え、なに？　あなた事件でショックを受けてるわけ？」

「そんな風に見える？」と中萱さんが首を傾かしげてこちらを見たから、わたしは素直に「ううん、全然まったく」と答えて首をフルフルと横に振る。「だよねぇ～」と、中萱さんはさらに首を傾ける。傾げすぎてほとんど真横になってしまっている。

「要するに、もののついでってことなんじゃない？　いい機会だから事件の影響云うん々ぬんを口実に元から問題のありそうだった生徒のカウンセリングをしておこうみたいな。カウンセリングっていうか、矯正しておこうみたいな」

　根こそぎローラー作戦ってわけ、と中萱さんは両手をグルグルと回す謎の動きを交える。ローラーを表現しているのかもしれないけれど、どちらかと言うとチアリーディングっぽい感じだし、そもそもローラー作戦という喩えがこの場合において適切なのかもよく分からない。まあ、動きには愛あい嬌きようがある。

「え、なに。カウンセリングって受けたかったら受けに来てねとかそういう制度じゃなくて、君カウンセリング受けなさいねって向こうから指名してくる感じなの？」

「そうだよ、もちろん」

「え？　おかしくない？」

「おかしいよ、もちろん」

　お昼休みにまた屋上で中萱さんとお弁当を食べていたら、彼女が「なんかスクールカウンセラーに呼び出されてるから、これ食べたら行かないといけないんだよね」と言い出した。知らない間にそういう新しい制度ができて、そのための人員が配置されていたらしい。

「ん～まあ、あなたはなにかと目を付けられていそうな感じではあるものね」と、わたしは中萱さんのほうを見て目を細める。深夜まで街を出歩いていたり、なんかこう、ラーのつくホテルてきなサムシングでドライで後腐れのない関係をどうのこうのとかしてたりもするようだし。それはたぶん、学校の側が求める生徒のあるべき姿ではないだろう。同級生たちの間でもすっかりそういう噂うわさが広まってしまっているようだし、真偽の確証があるかは別にしても、教師たちもある程度は把握しているだろう。でも、よく考えてみれば、学校にいる間は特にこれといって問題を起こすわけでもなく、息をひそめてひっそりと生息している感じで、居ても居なくてもどっちでもよさそうな目立たないタイプだし、中萱さんのそういった噂だけが独り歩きして広まっているこの状況にはどこか不自然な感じを受けないこともない。誰かの意図が関与しているという気もする。決して事実無根というわけではないのだから、ハメられているというのともたぶん違うのだろうけど。

　なんとなく、松川さんの顔が脳裏をよぎって、わたしは脳内コルクボードにそれをクリッピングしておく。今はたぶん必要ないけど、念のため。

　それに、そういった行動面での規範意識とか倫理観とかを抜きにしても、こうしてわたしと喋しやべっている時にも、中萱さんの反応というか、ふとした表情の変化や話題の跳びかたに、なにかしら不安にさせられるものが垣かい間ま見えることはあって。松川さんは中萱さんのことを、まるで風景を見るみたいに人を見る、と言っていたか。これはたしかに、一度カウンセリングかなにかを受けたほうがいいのではないかと、わたしも思わなくはない。

「あのさ、他ひ人と事ごとみたいな顔してわたしの話をしてますけど、まず間違いなくあなたもお声がかかりますからね」

「わたしが？」

「うん」

「カウンセリング？」

「うん、まず間違いなく」

　まあそうかな、と素直に納得する。いや納得してる場合じゃないけど。自慢ではないがド派手な栗くり色いろの髪で視覚的には中萱さんなんかとは比較にならないほど堂々と目立ちまくっているわたしである。しかも自称魔法少女ときている。客観的には、わたしのほうがよっぽど精神的な異常を心配されるだろう。毒を持っているカエルと同じで、あ、これ関わり合いにならないほうがいいな！　って分かりやすく警告を発しておこうという生存戦略なのだけど、覚悟を決めて腰を据えた相手にはそういうのは通用しないし。

「え～、めんどくさ～」

「迷惑な話だよね。わたしだってそりゃ自分があんまり正しくない自覚ぐらいあるけどさ、だからって正しく直して差し上げましょうみたいなこと言われても、別に頼んでないし」

「あーねー、正しくさえあれば正常ってわけでもないしね」

　そこそこ正しくてほどほどに間違えているというのが、適正な正常の範囲なのだ。すべてにおいて正しくて、間違えているところがなにもないというのだって、それもまた異常なのだから。正常なんて所詮、幻想の平均値でしかない。ドーナツの穴のようなものだ。

「うん？　またなにか哲学的な話？」

「別に。ただの経験則。古い掃除機と同じなのよね。あっちを直すとこんどはこっちが気になってきて、きりがない。掃除機なら買い替えたほうがよっぽどマシなんだろうけど、人間の頭はそういうわけにもいかないでしょ」

「まあね、騙だまし騙し使っていくしかないところはある」

「直すことが大事なんじゃなくて、生きることが大事なんだから。正しく死ぬより間違えてでも生きていたほうがマシでしょ？　アイツはダメだなんて勝手に決められてもさ、余計なお世話だよね」

「お、なんか深イイっぽいこと言うじゃん」

　なんて、そよそよと風を浴びて穏やかな陽の光にぽかぽかしながら、そんな深いようなどうでもいいような話をしていたら時間はキング・クリムゾンに消し飛ばされたみたいに過ぎ去っていて「ねえ、そういえばカウンセリングはもういいの？」「あ、そっか。え～、でもやっぱめんどくさいな……もういいか」って感じになる。

「時間に遅れると、時間に遅れたことを怒られそうで、ますます気が重くなるよね」

「あ～わかる～、だったら最初から時間に遅れるなっていう話なんだけど」

「なかなかそううまくはいかないよね。人間だもの」

「そうね、人間だもの」

　そんな感じでふたりして相あい田だみつをしていても、そうは問屋が卸おろしてくれないらしくて、スクールカウンセラーがわざわざ屋上まで中萱さんのことを探しにきたりする。

「ああ、こんなところに居たんだね」と、馴なれ馴れしく手に持ったバインダーを振りながら見かけないスーツ姿の若い男が近づいてきて、中萱さんが「うえええ～」と、露骨に嫌そうな顔を見せていたから、たぶんこれが噂のスクールカウンセラーなんだろうなと思う。普通の教員でもネクタイを締めてる人はちらほらいるけれど、ちゃんとジャケットまで着てる人はわりと珍しくて、ちょっと雰囲気が違う。パッと見は教員というよりも入社五年目の若手サラリーマンって感じだった。中萱さんが約束をすっぽかしかけたことについては別に怒ることも責めることもなくて、そのあたりの反応がなるほど教員じゃなくてカウンセラーなんだなとも思う。教師なら、まず怒ることから始めるだろう。

「君が気にしないんだったら別にここでもいいんだよ。話さえ聞ければ書類には書けるから、なにも絶対にあんな陰気な部屋にわざわざ来てもらわないといけないということもない。今日は天気もいいし、こっちのほうが気分もいいだろうからね」

　要するに、先生たちは自分たちがちゃんと対処してますよということを証明する書類がほしいだけなんだからと、スクールカウンセラーは朗らかに笑う。表情のわりには言っていることは結構ブッ込んでいると思う。あるいは、こういうところも全部含めて、対象から率直な話を聞き出すためのカウンセリングのテクニックなのかもしれないけれど。

「やあ、そっちの君ははじめましてかな」と、スクールカウンセラーがわたしのほうにも軽く会釈をする。「ああ、どうも」と、わたしも軽く会釈を返す。

「素敵な髪だね」

　大人がなんの含みもなく、この髪色のことを褒ほめてくることは珍しいから、わたしは一瞬、オッ？　と思う。でも、あまりにもあざとすぎるし、やっぱりこれもこういうテクニックなんだろうなと思い直す。きっと、あまり素直に信頼するべきではないのだろう。そうは言っても、悪い気がするものではなかったけれど。

　スクールカウンセラーは樋ひ口ぐちと名乗った。わたしも中萱さんも別に名乗らなかった。

「ああ、そのままでいいよ。僕の流派じゃ、カウンセラーは正面に構えないんだ。横か後ろか、とにかく視界に入らないところでニュートラルに話を聞くことになっている」

「流派とかあるんですか」

「茶の湯の世界みたいなものだからね。今となっては、伝統芸能みたいなものさ」

　わりと古典的な流派でねと言って、樋口は中萱さんの隣でフェンスにもたれバインダーを構えて立つ。中萱さんもわたしも、樋口が来てから一度も立ち上がりもせず、だらけきったポーズのままなのだけれど、樋口のほうはそんなことを気にする様子がまったくない。

「僕のことはただのナレーターというか、天の声みたいな姿のない存在だとでも思っておいて。クイズ番組の出題者みたいな感じ」

「ああ、なるほど了解です」

「どう？　たとえば、夜はよく眠れてる？」

「ええ、ばっちり。快食快眠快便の絶好調です」

「そんな感じがするね。君は大丈夫そうに見えるけどな。きっと、他の先生がたは、なにか君のことを勘違いなさっているんだと思うよ」

「ええ～、まだ一言しか喋ってませんけど。カウンセリングの結果なんてそんなすぐに出しちゃっていいものなんですか？」

　まあ、ちゃっちゃと済むならそっちのほうが助かりますけど、と言って、中萱さんは膝を胸元に引き寄せる。三角座りのポーズになって、顎をうずめる。

　わたしはそれを横で聞きながら、こいつはこれでなかなか慧けい眼がんなのかな、と考えていた。さすが専門家と言うべきなのか。西条や松川さんは、中萱さんに良い印象を持っていないようだったけれど、それはやっぱり、彼女たちが直接、中萱さんと話をしたことがないからだろうと、わたしは思った。言葉を交わしてみさえすれば、彼女がそんな、それほど悪いものではないということは、感覚としてすぐに分かりそうなものだ。

　死の影が濃い。なにか不吉な感じがする。それもたしかに分かるけど。

　でもやっぱり、わたしにはこの子がなにか悪いものだとは、とても思えなかった。

「もちろん、これはただの初見の印象で診断結果じゃないけど。でも、そんなに大きく外れるってこともないよ。まあ、当たりも外れも、答え合わせじたいがないんだけれど」

　僕が正解を当てるんじゃなく、僕の下した診断が正解として扱われるっていう世界だから、いい加減なんだよ。だから君も、いい加減に受け答えしてくれてて構わない。樋口はそんな、随分とざっくばらんなことを言う。額面通りに受け取っていいものか、あるいは、そもそも答えの内容とかそんなところを見ているのではない、ということかもしれない。

「それはどういうところで判断していくんですか？」と、中萱さんが質問する。

「専門的な言葉で言うと、ゲフュールって言うんだけどね。普通の言葉で言おうとすると、気配ってことになるかなぁ。何人もそういう症例を見てくると、だんだんなんとなく嗅ぎ分けられるようになってくるんだよ。職業的な勘と言い換えてもいいかもね」

「はあ……勘ですか」と、中萱さんが気の抜けた声を出す。本当に勘で君は正常、君は異常、なんて振り分けられているのなら、率直に言ってたまったものではない。

「そんな単純なものでもないんだけれど、でも言葉で説明しようとするとそういう風にしか言えないな。僕の見立てでは君にゲフュールは見られないね。今のところはだけど」

「そういえば、そもそも人食いマンの件でこっちに来てるんですよね？　やっぱり、ああいう人ってなにか頭がおかしかったり心の病気だったりするんですか？」

　本当に興味があったわけではなく、自分の話を掘り下げられるのを嫌ったのだろう。中萱さんはそんな風に会話を別のところに誘導した。

「どうだろうね。直接カウンセリングする機会があればなにか分かるかもしれないけれど、僕たちの仕事は結局、実際に顔を合わせてみての話になるから、伝聞だけだけでは一般論しか言えないよ。でも、なにをもっておかしい、心の病気だと定義するのかっていう問題があって、社会生活を円滑に送れないことを障害と呼ぶのが一般的だから、既に円滑な社会生活を送れていない以上は、なんらかの障害があるとは言える」

　トートロジーだけどね、と樋口は付け足す。カウンセリングというよりも、本当に雑談という感じだった。見れば樋口は、もうとっくにバインダーをしまっている。

「人食いマンは円滑な社会生活を送れていないんですか？」

「そりゃあだって、もう五人も人を殺しているんだからね。円滑な社会生活っていうのは他人にそれほど迷惑をかけずに、ほどほどに折り合いをつけながら生活できることを言うんだ。殺しちゃったら、円滑じゃあないでしょ。逆に、ちょっとぐらいおかしなところがあっても、うまく工夫して世間と折り合いをつけてやっていけるのなら、それは障害じゃないってことになる。僕たちが目指す治療というのは、つまりそういうことなんだ」

　おかしい人間を元から治すことなんてできないんだよ、と樋口は両手を広げる。

「そういうものなんですか」

「そう、まったく異常のない人のほうが珍しいんだ。少し異常があるのが普通なんだよ」

「へー、先生もなにかちょっとぐらい異常があったりするんですか？」そう言って、中萱さんは初めて樋口のほうを振り返った。「そうだね、専門的な言葉だとタナトフォビアと言うんだけど」と、樋口は顎に手を添えて、空のほうに目を向けながら答える。

「タナトフォビア？」

「そう、死ぬのが怖い人のこと」

「死ぬのが怖いって、それ普通じゃないんですか？　だいたいみんな怖いと思います」

「程度問題だよ。いくら死ぬのが怖くても、普段、人はそんなことを忘れて今日やるべきことをちゃんとやるだろう？　先の不安はちゃんと先送りにできるんだ。そうでなく、死のことばかり考えて日常生活に支障をきたすっていうレベルになると、それは障害ということになる。すべては程度と量の問題なんだ」

「先生は死ぬのが怖くて日常生活に支障をきたしているんですか？」

　そうは見えないけどと、中萱さんが首を傾かしげる。わたしはその様子をただ、ぼんやりと見ている。死について語るのに似合わない気持ちのいい陽気だった。

「昔ね。夜ベッドに入って眠ろうとすると、急にその不安が襲ってきていたんだ。それで心臓がドキドキしてしまって朝まで眠れなかったりする。そうなると、次の日は眠くて眠くてマトモに仕事なんてできないからね。もう円滑な社会生活を送っているとは言えない。だから、それは障害として扱う。そういう定義なわけ」

「ははあ～、医者の不養生というやつですね」

　中萱さんは得意げにそう言ったけど、用例として正しいかは微妙だと思った。

「因果が逆だよ。先に僕のタナトフォビアがあって、それで精神医学に興味を持ったの」

「ああ、なるほど」

　ちょっとこれじゃあ、どっちがどっちのカウンセリングなんだか分からないねと笑って、樋口はフェンスに預けていた背中を起こした。どうやら、今回の中萱さんのカウンセリングはこれで終わりらしい。

「そっちの彼女は？　たとえば、家族とはうまくいっている？」と、樋口が急にこちらに話を振ってきて、その唐突さにわたしは少し驚いてしまう。

「ええ、まあ万全とまでは言いませんけれど、それなりに順調かと」

「兄弟はいるの？」

「弟がいますけど、今は一緒に住んでいません」

「弟だけ？　姉とか妹とか、あるいは年の近い同性の親戚なんかはいない？」

　妙な質問だとは思ったけれど、別に隠すことでもなかったし、わたしは素直に「いません」と答える。言ってから「たぶんですけど」と付け加える。兄弟くらいは把握しているけれど、自分の親類まですべてを把握しているわけではない。でも、思い出そうとしてみても、そういう記憶は頭の中にない。

「ああ、そう」とだけ言って、樋口はそれ以上は質問してこなかった。どういう理屈なのかは分からないけれど、同年代の同性の親類の不在がわたしの異常のなんらかの原因になり得るということなのだろうか。そんなことあるか？

「まあ、しばらくの間、僕はだいたい一番のほうの生徒指導室で待機していると思うから、なにか相談したいことができたらいつでも来て。なにしろ優等生ばかりの学校だから、問題のある子が少なくて手持ち無ぶ沙さ汰たなんだよ」

　そう言って、樋口は来たときと同じようにヒラヒラとバインダーを振って去っていった。

「へー、なんか想像してたのとちょっと違ったね」と、わたしが言うと、中萱さんも「そうだね」と言って、静かに首を横に振って小さな声で呟つぶやいた。

「あんまり関わり合いにならないほうがいいかも」







　死を恐れない人間などいない。しかし、死を覚悟する人間はいる。

　西条春香はどうだったのだろうか。自分が逆に返り討ちにあってしまうかもしれない可能性も覚悟して、死の影を追い、人食いマンに近付いたのだろうか。

　警察による捜査は続いている。未いまだ発見されていない西条の頭部を捜しているのか、それともなにか他の物証が目当てなのか、今日は事件現場のすぐ横を流れる川の中にまで捜査員が入って、一列になって竹たけ竿ざおのようなもので川底を探っていた。

　その様子をマジカル双眼鏡（魔法少女アイテム：遠くまでよく見える）でショッピングモールの屋上から覗のぞいてみても、それで得られる情報というのはこれといってない。

「しっかし、今回も目撃証言なしかー。こりゃあいよいよ、なにかの異能者か超常的オブジェクトが絡んでそうな感じはあるわね。どう、ケルベル？　なにか感じない？」

　わたしはもたれ掛かっていた手すりから身体を起こし、足元の黒い子犬にそう喋しやべりかける。ケルベルはわたしのスクールバッグにモリモリとぶら下がっているストラップ群にじゃれついてコロコロと転がっていた。うさぎのしっぽのような白いフサフサのストラップが一番のお気に入りらしい。ケルベルに散々かじられてもうだいぶ痛んでしまっている。

「歪ゆがみの気配は見られるが、しかし、大きなものではないな。この手の微小な歪みくらいは自然に発生することもあるから、人為的な魔法によるものなのか、無意識な魔法に由来するのか、それとも場所そのものに由来する元々のものなのかを判別することは難しい」

　わたしも多少、魔法の気配を感じることはできるけれど、この距離からではほとんどなにも感じることはできなかった。仮に魔法が関与していたとしても、強力なものではないだろう。一定以上に強力であれば、自動的にヴァーチェが捕ほ捉そくしているはずだ。

「まあ仮に魔法だとしても、雑ざ魚こだな」と、ケルベルは偉そうに吠ほえる。でも、雑魚であるが故ゆえにヴァーチェの網にかからないとなると、それはそれで困ったものではある。

　最近ようやく分かってきたことだけれど、地獄というのは意外にアバウトな連中のようである。どんぶり勘定というのか適当というのか。大きな規模の辻つじ褄つまを合わせようとすれば細かい部分には目をつぶらざるを得ないところもあるのか。最終的な収支がチョンチョンと合うのであれば、誰がなにをしようと、それが人界にどんな影響を与えようと、そんなことは地獄の気にするところではないらしい。

　つまり、人食いマンが何人の無む辜このうら若き女性を殺し回っていようとも、そこに大きな魔法的不正が介在していないのであれば、地獄はそんなことはこれっぽっちも気にしないということだ。未然に予防することもできない。大きな魔法的不正が観測されて初めて、ヴァーチェの制限が一部解放されて能動的に動けるようになるのである。

「は～、つまり後ご手て後手にならざるを得ないってわけね」

「法とは基本的にそういうものだ」と、ケルベルはストラップにじゃれつくのにテンションが上がり過ぎて、地面ででんぐり返しをしながらそんなことを言う。行動と発言の内容と偉そうなニュアンスとの整合性なども、もう少し気にしてもらいたい。

　犯行に使われたのは長大な刃物だと松川さんは言っていた。それはナイフや包丁やのこぎりなどの日常的な刃物ではなく、たとえば剣とか刀のような。

「ケルベル。たとえばそういう効果を発揮する剣みたいなものは存在するの？」と、わたしが曖あい昧まいな質問をすると、ケルベルは「そういう効果、がなにを指しているのかが不明だが」と前置きをした上で「剣や刀といった人を殺すための武器は他の物品に比べれば魔力を帯びやすい傾向はある」と答えた。

「人間が明確な意志を持って、圧倒的な偏見と暴力によって他者を殺害する。武器にはそういう極めて偏った意志が籠こもる。銃は今日では剣よりも多くの人を殺してはいるが、実際に人を殺すのは銃ではなく弾丸だ。そこにまず意志の断絶がある。そして、弾丸というのは一度きりの使い捨て。繰り返し強い意志に暴露されるということもない。しかし、刃物というのはその同一の刃で繰り返し何人も殺害し続けることが可能だからな。性質的に、殺意のような強い偏った意志をさらに増幅させるアンプのような役目を果たしやすい」

　有名なものではエクスカリバーがある、とケルベルが言う。

「エクスカリバーて」なんか雑な設定が出てきた。

「誰でも扱えるというものでもないが、仮に適合者がエクスカリバーを使ったとすれば、一刀両断のもとに人体を切り離して持ち去るなどという芸当も、まあ簡単だろうな。しかし、噂うわさでは境界の連中が別次元に封印したと聞いているが」

「そこは噂なんだ？」

　ヴァーチェも拾えない情報がわりとあるようだ。思ったほど、万能というわけでもない。

　やれやれと呟いて、わたしは特段のアテもなく、またマジカル双眼鏡を覗き込む。高いところから双眼鏡で街を見渡していると、それだけでなんだか気分が晴れるようなところはある。まあ、気分を晴らしたところで別にどうもしないのだけれど。

　マジカル双眼鏡やマジカル懐中電灯のような実在のツールの延長線上にある、ただの便利グッズに過ぎない基本魔法少女アイテムは、時空間や因果に与える歪みが最小限で、現実的にはほぼゼロだから、わたしの判断で好きに使ったり引っ込めたりできるのだけど、それ以上の魔法らしい魔法、超常の力を使おうとするのならヴァーチェの承認が必要になる。承認というか、実際には状況に合わせてヴァーチェから魔力が一方的に支給されてくるのだけれど。そうしておかないと、今度はわたし自身が世界の脅威となり得るということらしい。それはそうだろうなとわたしも思う。制限なく自由になんでもやっていいとなったら、自分がなにをしでかすかなんてわたし自身にも想像がつかない。

　そんなことを考えながら、わたしはマジカル双眼鏡の限界性能を試すつもりで街中のほうに向けてズームを上げてみる。射線さえ通っていれば、どこまでも遠くまで見ることができるらしい。人、人、人。まったく無関係の、たくさんの人。それぞれがそれぞれに意志を持ち、好き勝手に動き回っている。その当たり前の事実に少し眩暈めまいを覚える。

　街に死の影が濃いと、西条は言っていた。三人だけではなく、もっと多くの人が誰にも知られないまま、どこかで殺されているのではないかと。

　わたしもその線で調べてはみたけれど、結果としてはまったくの無駄だった。誰にも知られないまま、ある日フッと姿を消す。そんな行方ゆくえ不明者は、あまりにも当たり前にありふれていて、数が多すぎた。若年の女性に限ってしまえばそれほどの数ではなかったけれども、そのうちのどれだけが実際に人食いマン事件に関係している可能性があるのか、そういった検証は、少なくとも個人の力では不可能であるように思えた。

「たとえば、これがミステリー小説とかだったとしたら、もうすこし楽なんだろうけど」

　ミステリー小説だと、事件のどこかの段階で必ず「犯人はこの中にいる！」ということになる。その前提でないと話が前に進まない。けれど、現実の事件においてはまずそれが難しい。犯人はこの中にいるという予断を持って捜査をしていては、きっと真実を取りこぼしてしまうだろう。そのうえ、今回の事件は完全な通り魔殺人だろうと推定されている。これはもう、野生の熊に襲われるようなもので、性質としては災害に近い。ただ、外見上は人間と区別がつかないというだけの獰どう猛もうな熊だ。この事件で犯人が未だに捕まっていないのは、目撃証言が一切得られないという、ただ一点の特異性に依よるものに過ぎない。

「誰にも目撃されない能力、とかそういうことかしら」

　たとえば、以前に炎の魔女と一緒に閉じ込められたような空間を折りたたんだ閉鎖環境などであれば、誰にも目撃されないということもあり得るだろう。でも、そんな空間そのものを歪めるような大規模な魔法であれば、必ずヴァーチェの網にかかるはずだ。

　とりとめのない考え事をしながら適当にマジカル双眼鏡を動かして街を観察していたら、ふと意識の隅になにか引っかかりのようなものを感じた。いま、視界になにかが入ってきたような気がする。そう思って、マジカル双眼鏡の視界を少し戻す。倍率が高すぎて、ちょっと動かすだけで全然違うところを見てしまうから、なかなか目的のところに合わせられない。というか、そもそもどこでなにを見たんだったっけ？

　そうやって、ヒョイヒョイとポイントを動かしていたら、駅前の広場のところで目に留まる人物を見つけた。目立つという意味ではない。むしろ、そういう尺度で言えば、徹底的に目立たない。まるで背景のように、すっかり人ごみに溶け込んでしまっている。それでもなにか、引っかかりを覚える雰囲気のようなものがあって、気になってしまったのだ。

　中萱さんだった。

　特になにをしているというのでもない。ただ、街中でスタバのカップを持って軽くガードレールに寄りかかり、俯うつむいて、もう片方の手でスマホを操作している。学校帰りに電車を途中下車して、制服のまま街をウロついていたのだろう。誰かと一緒にいる様子ではない。ひとりだ。けれど、誰かを待っているところにも見えなくはない。

　なにがそんなに気になるのか、目を引いたのか、わたしは自分の反応の理由が自分でもよく分からなくて、中萱さんのことをマジカル双眼鏡でじっと観察している。別にどこもおかしいところはない。極めて普通だ。この距離から、この人ごみの中で、彼女を見分けて目に留められた、そのことじたいがひとつの奇跡のように思える。それとも、たんにそういう稀まれな確率で偶然に彼女を見つけたことが、わたしの注意を引いたのだろうか。

　もう少しだけ、マジカル双眼鏡の倍率を上げて中萱さんの顔をよく観察する。俯いてスマホを操作しているので、その表情まではよく見えない。

　変な感じがすると、松川さんは言っていた。

　死の影が濃いと、西条は言っていた。

　たしかに見れば見るほど、なにか心がざわめくような不安を感じさせる気配はある。あの廃ビルの一室で、淡いネオンを背景に立つ彼女の姿を初めて見た時も、そんなようなことを感じたのではなかったか。

　そうだっただろうか？　いや……たしか、誰かに似ているなと、わたしはあの時思ったのだ。この、誰にでも似ていそうで誰でもないような、抽象的な綺き麗れいな顔。

　不意に思い出す。

　ちょうどあなたぐらいの年頃の娘がいるものだからと、炎の魔女は言っていた。

　鬼と人間のハーフ。実体を持つ個体としては最強の人じん外がい、炎の魔女。彼女には娘がいる。

　わたしと同じ年頃の、人食い鬼の娘が。

　中萱さんが、彼女が炎の魔女の娘、人食い鬼の子だ。

　気付いてしまえば、逆に今までどうして気が付かなかったのかが不思議なくらい、中萱さんと炎の魔女の顔の造形はそっくりだった。どちらも捉とらえどころのない、顕著な特徴の少ない平均的で抽象的な顔をしているから分かりにくかったのだろうか。あるいは、その顔に浮かべる表情の違いなのかもしれない。常に柔和でありながらも腹黒そうな炎の魔女の、背筋に寒気を感じるような底の見えない凶悪さに比べれば、中萱さんのそれはもっと儚はかなげで、冷淡で、そして不吉な死の影が濃い。

　ああ、そうかと、わたしは思い至る。あれはいま、完全に狩りの体勢に入っているのだ。ぜんぜん目を引くような華やかな容姿ではないのに、ついつい目がそちらを向いてしまう。気になってしまう。死は恐ろしいだけでなく、甘美なのだと、西条は言っていた。優しい声で、おいでおいでと囁ささやきかけてくるものなのだと。そうやって、甘い声に誘われてきた哀れな個体を捕食する、熱帯の食虫植物と同じ戦略の狩りのスタイルなのだ。

　中萱さんは……なんかあんまり良くない噂とかあるみたいだしね。

　わたしもよくは知らないわ。援助交際とか売春とか、なんかそういう感じらしいけど。

　援助交際や売春どころの話ではない。

　中萱さんは人を喰くっている。

　ひょっとして、人間じゃないのかも。松川さんはそう言っていた。

　この人ひと気けのない暗がりのどこかにまだ殺人者が潜んでいるかもしれないわけじゃない？

　死体なき殺人現場。死体が影も形も残っていないのも無理はない。炎の魔女の一撃を思い出す。緑の獣の巨大な半身を一瞬にして消滅させていた。あれは、喰っていたのだ。物理的な口や身体の容量などは無視して、丸ごと喰って消し去ってしまう。あれはそういう異能なのだろう。死体が見つからなければ事件は表面化することもなく、ただの行方不明者として処理されてしまう。

　誰にも知られないまま、ある日フッと姿を消す。そんな行方不明者は、あまりにも当たり前にありふれている。

　でも、それではなぜわたしはあの場所で倒れていたのか。

　なぜ、わたしが目を覚ますまで中萱さんはあの場所で吞のん気きに待っていたのか。

　なぜ。なぜ。

　さまざまななぜが一気に噴出して、一斉に出口を求めて動き出す。その動きがお互いに干渉して絡み合って、結局のところいずれの疑問も出口に到達することはない。

　わたしの考えがまとまらないうちに、マジカル双眼鏡の極限に拡大された視界の中で男がひとり、中萱さんに近付いてなにか声をかけていた。男はこちらに背中を向ける角度で、ここから顔の表情を確認することはできない。中萱さんはスマホの画面から顔を上げて男の顔を見て、一瞬困ったように眉を下げたあとで、曖あい昧まいな笑顔を浮かべる。ふたりはしばらくそこで立ったまま言葉を交わしていて、その様子はとても自然で、傍はたから見ているぶんには親しい人同士が会話しているようにしか見えない。見知った人物なのか、それともたんに中萱さんがナンパされることに慣れているだけなのか。

　数分ほどの短い談笑で話がまとまったのか、ふたりは連れ立って移動をする。男のほうが半歩ほどだけ前を歩いていたが、ほとんど並んで歩くような感じで。建物の陰に入り、マジカル双眼鏡での追跡が難しくなる。

「ケルベル！　行くわよ」

　わたしは足元でコロコロ転がっているケルベルにそう言い渡して、スクールバッグを抱えあげる。バカみたいに大きなピンクのシリコンケース（可愛かわいい）に入ったアイフォーンを取り出して、マップのアプリケーションからヴァーチェズリンクに接続する。ヴァーチェズリンクは本来、決まった形を持たない形けい而じ上じよう学がく的なネットワークで、そのままでは人間には扱いようのないものだけれど、こういう既存のユーザーインターフェースにイメージを投影することで限定的にその機能を使うこともできる。中萱さんを追跡する。そういうイメージを持てば、そう機能する。マップの画面上を青いマーカーが移動している。

　中萱さんが人食いマン？　だったらどうする。殺す？　わたしが。前歯をすべてへし折って、生爪を引き剝はがして、全身をバラバラに切り刻んで無残に殺す？　本当に？

　あ、そういうのいいね。なんか育ちがいいって感じがする。そう言って、わたしの真ま似ねをしていただきますを言っていた。屈託のなさそうな笑顔を見せていた。

　たしかに、どこか不吉さというか、不安にさせられるところのある子だったけど。

　わたしはいったい、なにをどうしようとしているのか。

　グルグルと勝手にうずまく思考をとりまとめる暇もなく、わたしは画面上を移動するマーカーを追跡するように走り出した。







　マーカーは同じような没個性的な建売住宅の並ぶ、なんていうことのない住宅街の中の、一軒の戸建て住宅を指し示していた。外から観察する限りでは、なにも不自然なところは見受けられない、ただの平凡な二階建ての家屋だった。ただ、いざその目の前に立ってみると、何な故ぜだか正視すらしていられないような、なんとも言えない嫌な気配がそこには漂っていた。不吉な感じ。なにかが潜んでいそうな気配。夜、道を歩いている時に感じたら、意識的に敢あえてそちらに目を向けないようにしてしまいそうな、あまりそちらを見ないほうがいい気がするような、そんな微妙な、負の雰囲気だ。

　そちらを見てしまうと、見なくてもいいものを見てしまうことになりそうな予感。

「ふん、僅わずかではあるが、たしかに魔法の気配がするな」と、ケルベルが鼻を鳴らす。

「これは結界の一種か。しかし、結界と言ってもこれは人の無意識に働きかける程度のものだ。物理的に、あるいは概念的に空間が断絶しているわけではない。自分の意志さえ強く持っていれば、侵入にはなんの障害もないはずだ」

　極めて程度の低い結界だなと、ケルベルが鼻をひくつかせ説明する。

　家には明かりもなく、窓もすべてカーテンが引かれていて、外から見ただけでは中の様子を窺うかがうことはできない。しかし、ヴァーチェのマーカーは間違いなくこの建物の中を示している。人の気配はないが、中萱さんと、あと男がもうひとり、この中にいるはずだ。

　踏み込むしかないのだろう。

　一瞬の迷い。でもすぐに覚悟を決める。いまさら後に引くわけにはいかない。

　それで、あなたはどうするつもりなの？　と、誰かが囁いた。

　分からない。わたしは誰かに、分からないと答えている。

　自分で自分のことが分かっていない。なにをどうしたいのかも決められていない。すべては曖昧なままで、ただ、焦りだけがある。なんとかはしなければ。

　とにかく、この中でなにが起こっているのかを確認しよう。わたしはそう決意する。

　ケルベルはなんだかんだと言って習性が犬なので、あまり隠おん密みつ行動には向かないような気がする。ここで待たせておいたほうがいいだろう。わたしが手ぶりで伏せを指示すると、ケルベルはおとなしくその場で伏せた。尻尾だけは元気にブンブンと左右に振っている。ケルベルが猫だったら、あるいはもう少し使い勝手が良かったかもしれないのに。ああ、でも元になった素体の習性を強く引き継ぐみたいだから、猫をベースになんかしたらさらに目も当てられない事態になりそうな気もする。もっと賢くて使える動物は居なかったのだろうか。そう、たとえばゴリラとか。

「いや現実逃避している場合じゃない」

　そう言ったのは、わたしだったのか、誰かさんだったのか。

　トンッと門もん扉ぴを軽く跳び越えて敷地に侵入すると、わたしはマジカルアンロック（魔法少女アイテム：あらゆる物理錠を開錠できる）を虚空から取り出し玄関の鍵を開け、扉をゆっくりと引き開けた。半分ほど開いたところで、滑らせるように身体を中に入れる。

　そっと玄関の扉を閉じてしまうと、中はほとんど真っ暗だった。

　一瞬、人影がいたように見えて、驚いて声を上げそうになってしまったが、自分の手で自分の口を押さえてかろうじて我慢した。そのまましばらく、目が慣れるまで暗闇の中で息を潜める。うっすらと周囲の様子が見えてくる。

　人影のように見えたのは、玄関先のコート掛けに掛けられている厚手のコートだった。もう間もなく五月になろうかという時期なのに、冬物がしまわれもせず、そのまま掛けられっぱなしになっている。それだけでなく、脱ぎ散らかされた上着や郵便物などが乱雑に放置されていて、住民は相当ずぼらなタイプなのだろうと推測させた。少なく見積もっても、もう何か月もこのままの状態なのだろう。散らかっているというのもあるが、そもそも物が多すぎるように思われた。容積に対して収容されている物品が多すぎる。

　マジカルアンロックを虚空に消して、わたしは次にマジカルコルトシングルアクションアーミー人呼んでマジカルピースメイカー（魔法少女アイテム：構造が単純なので堅けん牢ろう）を取り出す。両手で保持し、撃鉄はまだ起こさない。

　わたしは少し悩んでから、結局靴を脱いで玄関から上がった。ローファーの硬い靴底だと、フローリングで足音が大きく響きそうだと判断したのだ。家の中は見える範囲のどこにも明かりがなく、静かで、人の気配もしなかった。しかし、確実にこの中のどこかにいるはずなのだ。どこかに身を隠して潜んでいるのだろうか。いったい、なんのために？

　玄関を上がって早々、正面にドアと引き戸がひとつずつ。右には廊下が延びている。また少し考えて、わたしは足音を立てないように慎重に右の廊下の奥のほうへと足を進めた。なんとなく、そちらだとなにかが囁いている気がした。明かりを点つけずに夜目だけを頼りに、そろりそろりと進む。すぐ右手に、トイレとお風呂場がありそうなスペース。そちらは無視して、真っすぐに進む。ほんの五歩ほどで廊下は突き当たりだ。正面の引き戸は閉じられている。左手には上り階段と下り階段。ここは一階なので、どうやら地下室もあるらしい。わたしは階段も後回しにして、正面の引き戸をそっと開ける。やはり明かりは点いていなかったけれど、窓が二方向にあって外の光が入ってくるから、相対的には廊下よりもかなり明るく、闇に慣れた目にはよく見える。ダイニングキッチンのようだ。ここにも人の気配はない。この部屋も、ひどく散らかっている。ダイニングテーブルの上には使いっぱなしの食器や空の紙パック、空き缶、ゴミが詰まってそうなコンビニの袋などがそのまま放置されていて、大きな蓋つきのゴミ箱は中身が溢あふれ、ゴミ箱の役目を果たしていない。どこかでなにかが腐っているような、嫌な臭いもした。

　カチッという音に次いで、冷蔵庫からブウウウウウウンとコンプレッサーの回る音がして、わたしは反射的にビクリとしてしまう。自分で思っている以上に、かなりビビッているらしい。息を吐いて、意識して肩の力を抜く。

　恐れてはダメ。愛と勇気と信じる心が魔法となる。

　わたしの正面、壁際の冷蔵庫は巨大な観音開きタイプ。

　その、冷蔵庫の中からだった。

　猛烈な嫌な気配。いや、これは気配なんてものじゃない。ひどい悪臭。現実に鼻をつく、現実の悪臭が、密閉しきれずにそこから漏れ出していた。

　曖昧な死の影ではない。これは死臭だ。死んだ人間の、古い死体が発する臭いだ。

　この中には、この冷蔵庫の中には、人間の死体が入っている。わたしはそれを確信する。

　無意識に、小さな声で神の名を呟つぶやいていた。

　どうやら噂うわさは本当だったらしい。

　通常であれば、人間の死体や切断した脚や腕なんていうのは、持っていても処分に困るだけの、さっさと手放したいやっかいな物体でしかないだろう。それをわざわざ家に持ち帰って、冷蔵庫の中にしまっている。その行動の意味など、他に考えられない。

　食っているのだろう。ゴシップ誌の無責任な憶測も的中することがあるらしい。捨てたものではない。実に忌いま々いましい。

　息を吸う。ゆっくりと吐く。相変わらず、ここの空気には嫌な臭いが混じっている。傷んだナマモノが発する腐臭だ。それはわたしの肺に入り込んで、出ていかない。

　その冷蔵庫の扉の内側が、心臓の悪い人にはちょっと見せられないようなショッキングな様相になっているだろうことは、容易に想像できる。だから、わたしはそれに対する心構えをちゃんとして、なるべく気持ちを落ち着けて、覚悟を決めて。

　そして、冷蔵庫の扉に手を掛けた。

　扉を開く。

　ちゃんと想定して、心の準備をしていたはずだった。動揺してしまわないように、ちゃんと覚悟を決めたはずだった。

　それでも、そこにあったそれを見て、わたしはひどくショックを受けていた。

　膝から力が、抜ける。

　膝が床にぶつかって、ゴトンッと、少し大きな音を立てた。

　膝から崩れ落ちたわたしは、正座をするように床にへたり込んでいる。

　それは、わたしの想定を完全に超えていた。

　いや、結局のところ、わたしの想定が甘かっただけなのだろう。

　それを事前に想定することは十分にできたはずだった。

　それを見て、わたしはようやく、わたし自身の身になにが起こっていたのかを把握する。

　そのことについて考える。

　ショックを受けているわたしを、斜め上から冷静に見下ろしているわたしが居る。

　最初の場面、ネオンとヘッドライトの光が差し込む廃ビルの一室。

　なぜ、わたしはあんなところで倒れていたのか。

　なぜ、痕跡はあるのに死体はなかったのか。

　なぜ、わたしにはその時の記憶がないのか。

　なぜ、自分自身のことがこんなにも他ひ人と事ごとのように感じられるのか。

　結局のところ、あそこで殺された第四の被害者は誰だったのか。




　冷蔵庫の中にあったのは、わたしの頭部だった。

　頭ず蓋がいを切開され、脳を取り出され、無残に原形を崩したわたしの生首の残ざん骸がいが、無む造ぞう作さに冷蔵庫の中に放り込まれていた。







　わたしだったのだ。

　わたしだった。殺されていたのはわたしだった。わたしは殺されたのだ。

　わたしはすでに、殺されていた。

　あの廃ビルの一室で殺された死体無き被害者はわたしだったのだ。

　首を切り離され、切断面から大量の血と脂と体液をまき散らして、わたしはあの場所で一度絶命したのだ。

　殺された。殺されて、生き返った。

　いかに魔法少女が無敵で不死身でも、死んだらそれまで。炎の魔女はそう言っていた。彼女がわたしに警告していたのは、つまりこのことだったのだ。

　ケルベルも言っていたではないか。ヴァーチェズリンクに同期されている記憶は復元されたと。最初からそう言っていた。分かっていたことだ。首を失い、血と体液をまき散らして倒れたわたしの死体は、そのしばらくあとで一瞬眩まばゆく発光し、そしてヴァーチェの魔法の力で自動的に、完全に元通りに復元されたのだ。

　復元。巻き戻し。再読みリロ込みード。

　肉体は完全に元の状態に復元され、そしてヴァーチェズリンクのバックアップから記憶や人格さえもが元通りに再インストールされたのだ。直近の記憶がないのは、そこまではヴァーチェズリンクに同期されてなくて、復元できなかったからだ。思い出せないのではなく、このわたしはそもそもそれを経験していない。経験したという記憶が最初から存在しない。ない記憶は当然、思い出すこともできない。

　というか、わたしはなにも経験などしていなかった。

　クラスのみんなにイジメられていたことに初めて気が付いた時の、足元から世界が崩壊していくような不安感も、常軌を逸して美しい小海に対して抱いた羨せん望ぼうや嫉妬心も、彼女を失った時に感じた暗闇の中でたったひとり取り残されているような孤独感も、どれだけ神に祈ってもどうしようもなく離れていく家族への無力感も、信仰への疑問も、お互いに嫌い合っているわけでもないのになぜか上う手まくいかない弟との関係のもどかしさも、血の繫つながらない母との血よりも濃い絆きずなも、あれもこれも、ぜんぶぜんぶ、わたしが経験したことなんかじゃなかった。

　知っているだけで、覚えているだけで、経験していない。

　つまり、わたしは生き返ったのではなく、あの瞬間に生まれたのだ。

　ヴァーチェの魔法で過去の記憶を植え付けられた状態で、新たに生まれ直したのだ。

　でも……でも、それじゃ結局、死んでるじゃないか。

　無残に切り刻まれて、首の残骸だけになって、無造作に冷蔵庫に詰められている「この子」は、やっぱりその時に、もう死んで、失われてしまっているじゃないか。

　わたしのこの自我と「この子」の自我は連続していない。その記憶を持っていたところで、客観的には同一の存在と認識されていたところで、やっぱりわたしは「この子」ではないのだ。主観的な「この子」の自我というのは、殺された瞬間に終わっている。もう、終わってしまっている。損なわれている。失われていて、永遠に戻らない。

　わたしは、死んだ「この子」の記録から復元された、コピーに過ぎないのだ。

　このわたしは、いったいなんなのだろうか。

　膝に力が入らない。身体が震えて。

　震え、これは──恐怖？

　この恐怖。わたしの身体を震えさせているこの恐怖を、わたしは知っている。植え付けられた記憶としてではなく、身体に刻み込まれた感覚として、わたしはこの恐怖を知っている。わたしを殺したやつが、間違いなくここにいる。今もすぐそこにいるのだ。

　いつまでそこでそうしているつもりなの？　と、頭の裏側で誰かが囁ささやいた。そうだ、まだ、今はまだ、自己の存在価値だとか存在理由だとか、そんな形けい而じ上じよう学がく的で観念論的で哲学的な命題に頭を抱えている場合ではない。それは差し迫っている。今そこにある。それはわたしが決めたことだ。たとえ植え付けられたものだとしても、それはかけがえのないわたしの、わたしだけのもの。わたしの痛み。わたしの覚悟。わたしの願いだ。

　恐怖が身体を覆おおっている。今は、身体を震えさせるこの恐怖こそが、わたしがわたしであることの証あかしのようにも思える。わたしの身体は連続している。

　わたしは勇気を奮い立たせる。

　愛と正義の魔法少女。地獄の闇をも恐れないその勇気と信じる心が魔法となる。

　地獄の闇よ、来い。わたしを包め。

　ざわざわ、ざわざわと、四方から闇が這はいよりわたしを包む。

　水の中に潜ったときのような、魔力の奔流を感じる。それは渦を巻き、黄金色に輝くわたしの髪を、重力を無視して空間に揺蕩たゆたわせる。

　わたしは身体の中心に力を込めて立ち上がる。

　なにか、くぐもった物音がどこかから聞こえた。音というよりも、床を通じて感じられた僅わずかな振動だったかもしれない。下からだ、と思った。地下室のほうからだろうか。わたしは踵きびすを返し、下り階段のあったところまで引き返す。ほんの数歩ほどの距離だ。

　また微かすかに、振動を感じた。間違いなくこの下からだった。

　心臓が高鳴っている。

　嫌な予感。言いようのない不安感と気味の悪さを、階段の奥の暗がりに感じる。

　これは恐怖だ。

　むしろ、精度の良いセンサーのようなものとさえ言えた。この先に、わたしがより嫌な気配と恐怖を感じる、その先に、確実にヤツが、人食いマンがいる。

　わたしは勇気で恐怖を押しのける。廻めぐり沢さわ小海を殺し、さらにふたりの被害者を殺し、そして明あか科しな恵を殺して、西条春香を殺したヤツが、この先にいる。

　マジカルピースメイカー（魔法少女アイテム：構造が単純なので堅けん牢ろう）の撃鉄を起こした。両手で構え、狭く暗い階段を、静かに静かに降りていく。

　突き当たりは扉になっていた。その扉にそっと身体を寄せて、中の物音に耳をすませる。

　ほとんどなにも聞こえない。中の様子を窺うかがうことはできない。扉の向こうでも人食いマンが息を潜めているのか、それとも、かなり防音がしっかりした構造になっているのか。

　踏み込むしかなかった。

　覚悟を決める。心の中でカウントダウンをする。

　３……２……。

　突入する。

「動くな!!」

　一瞬で視線を左右に這わせ、中萱さんの姿を捉とらえる。そちらにマジカルピースメイカーの銃口を向ける。

　中萱さんはわたしの突然の闖ちん入にゆうに、呆ほうけたような表情を見せている。鬼に魅せられた哀れな男は中萱さんからは中途半端な距離で四つん這ばいになっているところだった。さきほどの物音は、中萱さんが男を突き飛ばした音だったのだろう。顔は見えない。

　わたしは中萱さんから視線と銃口を外さないようにカニ歩きで移動して、男を背中側に庇かばうようにして間に割って入った。

「魔法少女じゃん、どうしたの？」

　中萱さんはマジカルピースメイカーの銃口を向けられてもなお、慌てる様子すら見せずに吞のん気きにそんなことを聞いてくる。

「今度こそ逃がさない」

　わたしの口から出てくる威勢のよい言葉とは裏腹に、マジカルピースメイカーの照準は震えていて、定まらない。また、恐怖しているのか。ちゃんと覚悟してきたはずなのに。

　と、そこで気付く。わたしのこの恐怖は、中萱さんに対して抱いているものだろうか？

　この、なんとも緊張感のなさそうな、とぼけた少女に？

　違う。

　違うと思った。

　この恐怖は──わたしの背後から。

「あ……ていうかさ」

　中萱さんがわたしの後ろのほうを指差してなにかを言おうとしたところで、わたしは頭に強い衝撃を受けて意識を失っ






















　死においては、世界は変化するのではなくて、存在を停止してしまうのである。（６・４３１）







「これはいったいどうしたことだろうね」

　弾むような、喜色を帯びた声が聞こえる。意識が徐々に覚醒してくる。

「いや、驚いた。どう見ても同じだ。他人の空似なんかじゃない。確実に同一。まったく同じ存在だ。君、やっぱりあの時の子だよね」

　視界。滲にじんでいる。徐々に回復してくる。焦点が、合って。

　柔らかい暖色系の明かりを背にするように、男の顔がすぐ目の前にある。唐突に、ガクッと視界が揺れる。男が乱暴にわたしの顎を鷲わし摑づかみにしている。

「僕は確かに君を殺したはずなんだけど、いったい全体どういう理屈で同じ君がまた僕の前に現れるんだい？　双子じゃないよね。兄弟は弟しかいないって言っていたし、僕だってさすがにそんな見間違いはしない。一人目の子ともよく似ているけれど、あの子とは違う。君は四人目のはず。僕が四番目に殺した子だ。この距離で見てもまったくの同一。間違いなく君だ。殺したはずだ。僕が殺した」

　男の顔には、見覚えがあった。見覚えがあるはずだ。でも、こうして顔を見ても咄とつ嗟さには思い出せないくらいのどうでもいいような……誰だっけ？　こいつは確か……。

「樋ひ口ぐち……」

　記憶の戸棚の底を漁あさり、わたしがなんとか声を絞り出してそう言うと、樋口は「やあどうも、こんばんは」と、おどけたように挨あい拶さつを返してきた。

　視線を左右に走らせる。顎を固定されているし、樋口の顔が邪魔でよく見えない。木造のガランとした広い部屋。窓はない。扉は奥にひとつだけ。地下室だ。巨大なスピーカーが見える。オーディオルームというやつか。中途半端な位置に柱があって、わたしはそこに後ろ手で拘こう束そくされている。手首に感じるのは、金属の冷たく硬い感触。手錠だろう。

「間違いなく君だ。同じ人間だ。僕が殺した。村むら雨さめで首を刎はね飛ばしたんだ。普通死ぬでしょ。死ななかったのか？　いや、死んでいないわけがない。僕は君の脳のう髄ずいの甘い味まで覚えている。首を、この頭を、これとまったく同じ頭を持って帰ったはずなんだ。あの時は村雨の結界を貫いて誰かこっちを見ているやつがいたから、慌てていて首しか持って帰る余裕がなかった。でも、そうは言っても首だ。腕や脚とはわけが違う。生き残れる可能性なんてない。絶無だ。普通は死ぬ。死んでいたはずだ。君は、死んで生き返ったのか？　死んで生き返るなんてことが可能なのか？　もう一回殺してみれば分かるか？」

　樋口だ。スクールカウンセラーの樋口。こいつが小こ海うみを殺し、西さい条じようを殺し、そして「あの子」も殺した連続殺人鬼、人食いマンだ。

　わたしはとんでもない勘違いをしていたらしい。

　いや、冷静に考えれば分かったはずのことだ。冷静さを欠いていた。冷静さを欠いて、考えもまとまらないうちに焦って行動してしまっていた。中なか萱がやさんは……。

「なんとか言えよおい!!」

　力任せに頭を後ろの柱に叩たたきつけられて、わたしの思考は強制的に中断される。

「ねえ、頼むよ。教えてくれよ教えてくださいよ。やっと見つけたヒントなんだ殺し続けた甲か斐いがあったってもんだよ。人間は死んだら終わりじゃないのか？　死んだ後にも続きがあるのか？　死んでもまた生き返ったりできるのか？」

　今度は、樋口は気持ちの悪い猫ねこ撫なで声を出して。樋口の手が、わたしの顎を撫でる。その指先が唇に触れ、僅かに口の中に。首元、胸元と移動して、樋口の吐息が。体臭。樋口の、男の体臭。気持ち悪い。奥底に、微かに覚えのある吐き気を催す悪臭。人の血と脂の臭い。染みついている。この男にはそれが染みついている。

「僕の話が分かる？　分かってる？　分かってよねえ困るんだよ。頼むからちゃんと僕の話を聞いてくれ。君は死んだのか？　死ななかったのか？　死んで生き返ったのか？」

　わたしの視界は投げ出された自分の二本の脚を見ている。首を項うな垂だれている。頭痛がする。ゆっくりと揺れている。焦点が、定まらない。

「なんとか言えって、なあ!!」

　頰ほおに衝撃。視界がブレて、右に逸それる。中萱さんの姿が見えた。反対側にも柱があって、同じように後ろ手に拘束されている。テディベアのように両脚を前に投げ出して座っている。気を失っているのか、顔を俯うつむかせて身動きをしないけれど、まだ生きていそうだった。

　ああ、よかったと、心のどこかで吞気に安あん堵どしている自分がいる。

　あなたじゃなかった。あなたじゃなかったんだ。

　あなたが人食いマンだったわけじゃなかった。

　よかった。

　何な故ぜかそのことに、胸を撫でおろしている自分がいる。状況は切迫しているにもかかわらず、わたしはそのことに、とてもホッとしている。

　ごめんなさい。信じてあげられなくてごめんなさい。

　悪い子じゃないって、一度はそう思っていたはずなのに。

　一番重要な局面で、正しい判断ができなくてごめんなさい。

　あの時、この地下室の扉を開いて踏み込んだ時、あれが千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。

　たぶん、中萱さんは樋口と争って、そして樋口を突き飛ばしたところだったのだ。あとは、わたしがマジカルピースメイカーで止とどめを刺せば、話はそこで終わっていたはずだ。

　わたしが一瞬の判断を誤りさえしなければ、ちゃんとあなたを信じて冷静に考えることさえできていれば、あの瞬間にすべてを終わらせることができていたはずなのに。

　わたしの失敗で今、こんなことになってしまっている。

　ごめんなさい。生きていてよかった。まだ生きていてくれて、よかった。

　誰かに先に死なれるのはもうたくさんだと、仲良くなれそうなほんのりとした予感だけを残してあっさりと去られるのはもうごめんだと、暗闇の中にひとりぼっちで置き去りにされるのはもうこりごりだと、わたしはそう考えている。

　そうだ、こんなところでこんなことで悩んでいる場合じゃない。

　なんとかしなければならない。ここから、わたしが。

　このままではほどなくして、中萱さんも殺されてしまうだろう。そして、きっと彼女は殺されてしまえば、生き返ることがない。それだけは、なんとしても避けなければと、そんなことをわたしは考えている。

「いったいなにをどうやったんだい？　なんでまた生き返ってきたりしたんだ？　一度殺してくれた男が忘れられなくてまた殺されに来たのか？　ああ、そうだ。そうだよ君、ずいぶんと死にたがっていたもんね。最初からそうだった。だいたい、その髪だってわざわざ一人目の子に似せようとしてそうしているんだろう？　僕をおびき寄せようとしたのか？　そうなんだろう？　僕に殺してほしくて、僕を呼び寄せたんだろう？」

　樋口が楽しそうに笑う。喜んでいる。珍しいクワガタを見つけた小さな男の子のように、無邪気に喜んでいる。並びのいい、白い歯を見せて笑っている。

「そういうのね、僕は分かるんだよ。死にたがっている子が分かるんだ。ああ、この子は死にたがっているんだなっていう、そういうゲフュールがあるんだよね。トーナデリングインスティクトの減退っていうんだけど、要するに、本来人間には人間同士で相互に接触しようという本能があって……あれ、でもおかしいな」

　わたしは無言のまま樋口を見る。樋口と目が合う。虚無だ。暗い虚うろのような、光のない黒い瞳だ。死んで腐った魚の眼のように澱よどんでいて、気味が悪い。

「君、いま死にたがってないねえ」と、樋口がカクッ、カクッと細かく首を傾かしげる。

　当たり前だ。わたしはまだぜんぜん、死んでいる場合ではない。わたしはお前を殺さなければならない。圧倒的憎悪でもって、お前をブチ殺してやらなければならないのだ。

「おかしいな、前はあんなに絶望的な目をしていたのに、とても良い目をしていたのに、今は一いつ端ぱしに生きようとしているじゃないか。この状況でも諦めずに懸命になにかを考えている。らしくないなぁ、そういうのはダメだよ。やっぱり、死にゆく人間はもっと絶望に沈んだ深い闇のような目をしていないと」

　そう言って、樋口は立ち上がる。その手にはなにか、長尺の棒のようなものが握られている。日本刀。鞘さやに納められた日本刀だ。おそらく、さっきはその鞘に納めたままの日本刀で後頭部を一撃されて、わたしは気を失ったのだろう。

　樋口が日本刀を鞘から抜く。同時に、その鯉こい口ぐちから溢あふれ出るように、黒い嫌な気配が拡ひろがる。重く暗い、恐怖と焦しよう燥そう感かんがあたりに満ちる。

「ちょっと切り刻んでやったほうが、状況をよく理解できるかな」と、笑って。

　不自然な表情。首が、傾いている。

　わたしの思考は恐怖に支配されている。不安だけが募り、意識を集中できない。

　ストンッと、樋口が気楽にその日本刀を。

　振り下ろして。

「あああああああああっ!!!!」

　痛みが。

　脳への入力がオーバーフローして。血。熱を感じる。

　床に投げ出したわたしの足の、左足の足首から先がスポンと簡単に飛ぶ。

「痛い？　痛いよね。そうちゃんと痛めつけてあげないとさ。前に殺してあげた時は愛想がなかったもんね。悪かったってば。見られていたからあまり手間をかけてあげられなかったんだ。でもやっぱりこういうのは急いでやるもんじゃないねちゃんとしないと。あれは僕が今まで殺してきた中じゃあ一番愛想がなかった。首をポンと刎ねてハイオシマイなんてそりゃあつれないよねそんなに拗すねるなよ今度はちゃんとしっかり死にたくなるまで痛めつけてから殺してあげるからさあ」

　息が、呼吸が苦しい。

　汗が、額を。血が流れて。

「そしたらさ、また生き返って殺されに来てくれるのかい？　ああ、いいよ。僕は何度だって殺して殺して殺してあげるからさ」

　遠のいていく。

　わたしの中からなにかが抜け出ていくのが分かる。

「前は頭しか食えなかったけどこの脚もいいなあ悪くないよ最初の子ほどじゃないけどあれは芸術的だったなあそもそもあの脚がよくないよ僕も別に最初から持って帰ろうなんて思ってたわけじゃないんだけどやっぱあんなに芸術的な脚、ほしくなっちゃうじゃん」

　樋口の声が遠い。水の中で聞いているように、音がゴワゴワとしている。

　落ちるように、意識を失ってしまいそうな予感がして。

　光が。

「すごい！　すごいぞ！　本当に戻った！　ねえ元に戻ったよ！　なあこれはいったいなんなんだ？　魔法か？　魔術か？　奇跡か？　秘術か？　呪術か？」

　樋口がものすごく興奮した声を上げてはしゃいでいる。

　ヴァーチェの魔法で、わたしの左足はもう元通りに復元されている。同時に痛みもなくなって、わたしはかろうじて意識を持ち直す。

「……なぜ」

　声を。わたしは声を絞り出す。思考はまだ全然クリアじゃない。考えようとすればするほど、頭の中は焦りに支配されて、すべては指の間からどんどん零こぼれ落ちていく。

「うん、なんだい？　どうしたの？　なにか教えてくれる気になったかい？」

「なぜ、殺した」

　樋口は、村雨を肩に担ぐようにして、リラックスした様子で。

「言っただろう？　彼女たちが死にたがっていたからだよ。僕にはそういうのが分かるんだ。専門家だからね」

　馬鹿なことを言うな、とわたしは思う。思うだけで、声にはならない。

「最初の彼女、あの子がそもそもいけないよなあ。あんな子がカウンセリングを受けにきたのがそもそも良くないよ。芸術的だった。常軌を逸していたと言ってもいい。美しかったなあ実に美しかった。あれは死の美しさだよ。死と美はとても近いところにあるんだ。それはとても甘美で恐ろしい」

　小海が、あの小海が死にたがっていたなど、そんなわけがない。生まれついての絶対的な強者で、すべてのものを見下して、あらゆるものから自由であった彼女が、たかだか死ぐらいのものに囚とらわれていたはずがない。

「死にたがっていたんだよ。違うな。もうああなったら死ぬしかない。行きついてしまっている。殺されるより他に方法がない。彼女は死ぬしかなくて、そして僕は彼女を殺すことができた。だから、これはただの親切なんだよ。僕が彼女の美を完成させたんだ」

　ふざけるな。なにが完成だ。お前のような薄汚い男が彼女の美を汚すことなど、あってはならない。それは神と世界に対する反逆だ。お前の命でもって贖あがなわせるしかない。

　地獄の闇よ、来い。来い!!

　わたしは魔法を紡つむごうとするけれど、焦るばかりでそれはなにものも形成しない。

　勇気が、恐怖に押しつぶされている。

「なぜ、食った」

　時間稼ぎをするように、わたしはただ思いついたことを口に出す。

　別に聞きたくなんてない。こいつの言い分になんて興味はない。

「ああ、それね」

　樋口は落ち着きのない様子でウロウロと歩きだす。右に左に、八の字を描くように歩き回りながら早口でまくし立てる。

「だってさ、持って帰っちゃったものはしかたがないじゃん。最初から食おうと思ってたわけじゃない。でもあんな芸術的な脚、ほしくならないほうがおかしい。綺き麗れいなものは拾って持って帰りたくなるのが人情ってものじゃないか。それはとても自然なことだ。持って帰ってみても冷蔵庫ぐらいしか入れておくところもないだろう？　肉だもんな。冷蔵庫の中に肉が入ってるんだよ。冷蔵庫の中に肉が入ってたらさあ。食うじゃん」

　それはとても自然なことなんだと、樋口は笑う。

「禁きん忌きだよね。それは禁忌だ。人が人を食うなんて、そんなことを神が許すはずはない。きっと神が僕を呪うと思ったんだ呪ってくれると期待したんだよでもぜんぜんなにも起こりはしない。悪魔も囁ささやかないし怨おん霊りようが地獄から僕を殺しに舞い戻って来たりもしない。そのままだ。死んだらそれまでで、そのままなんだ。ただの肉だ。肉の塊かたまりだ。死のその先が、なにもない。天国でも地獄でもなんでもいいけれど、死んだ後がなにもないんだ」

　まだ足りないんだと思ったんだよ、と樋口は何度も細かく首を傾げる。壊れた玩具おもちやのような奇妙な動きだった。こいつを操っている糸が、どこかで絡まってしまっている。

「言わなかったっけ？　僕は死ぬのが怖いんだよ。自分のこの意識が、自我が消えて消滅してしまうってことが怖いんだ。というよりは、分からない。理解できない。想像がつかない。だって、それを想像しているのも結局は僕のこの自我なわけだろう？　自我がなくなるってどういうことだ？　死んだらどうなるんだ？　暗いのか？　そのとき暗いと思う僕はどこにいるんだ？　想像を絶している。消えるのが怖い。消えずに済むなら手も足も目も口も要らない。地獄の業火に永遠に焼かれるのでもいい。無限の虚無の中でなにをできなくてもかまわない。ただこの自分を自覚して思考している、この自分が消滅しないならなんでもいいんだ。死んでも続きがあるのだと信じることさえできれば僕は救われるんだよ別にゾンビでも悪霊でもなんでもいい死んでもまだ続きがあるんだっていうことをどうしても確認したいそれだけなんだよ」

　トントンと、肩に担いでいる日本刀を上下させる動きが、だんだん速くなる。

「悪霊になって僕の前に現れてこないかって期待したんだよそれでなるべく僕に対する恨みを持って死ぬようにいろいろと工夫したんだ歯を全部折ったり爪を剝はいだりでもあれだけ頑張ったのに結局誰ひとりとして悪霊に化けて出てくるなんてこともない死んだらそれで終わりなんだ。根性のない話だよ割に合わない」

　唐突に、樋口はわたしのほうに駆け寄ってきてしゃがみ込む。眼前に顔を寄せてくる。

「君だけだよ君だけだ死んでもまた僕の前に現れてくれたのは君だけだ死んでも生き返って僕のことを殺しに来てくれたんだろう？　そうなんだろう？　どうやったらそれができる？　僕はそれがしたい死ぬのが怖い死んでも続きがあってほしい死んだらそれで終わりだなんて耐えられない僕のこの自我が消滅するなんて受け入れられないなあ教えてくれ君はどうやって生き返ってきたんだ？　魔法か？」

　無茶苦茶だ。

　この男の動機に意味などない。

　それは混乱している。行き当たりばったりで、なにも考えてなどいない。

　ただ後から理屈をつけて自分を正当化しようとしているだけだ。理屈なんて、どこにでもくっつくというのに。それはそのことの正当性をなんら担保しないというのに。そんなことも分からないのか。

　この男は常に理屈をつけて自分を正当化していないと自分を保つこともできないような、取るに足らない、ただの弱い人間だ。

　そして狂っている。

　この男は狂っていて、壊れている。

「どうすれば生き返ることができる？　やっぱり強い恨みが君にそうさせたのか？　僕に対する憎しみで地獄の淵ふちから舞い戻ってきたのか？　それとも正義感がそれをさせるのか？　必要なのは悪を許さない正義の心なのか？　それならそうと言ってくれよ僕もこう見えてわりと正義感は強いほうなんだよ。そうなのか？　なにが資格なんだ？　僕はそれが知りたいんだねえ教えてよ教えてくださいよこうやってお願いしてるんだからさなあ頼むよ聞いてんのかオラァ!!」

　また頰ほおを平手で張られる。

　殺さなければ。

　この男を殺さなければならない。

　正義も正当性も必要じゃない。正しくても間違えていてもなんでもいい。

　ただ、この男は殺さなければならない。

　圧倒的偏見と憎悪でもって、この男を無残に殺さなくてはならない。

　もう、それしか考えられない。

　思考が、具体的なイメージを形成しない。

　恐怖が、焦しよう燥そう感かんが、わたしを支配して。

　魔法を、魔法が。

　魔法が使えない。

「あの～～」

　と、場の緊迫感にそぐわない、とびっきり気の抜けた声がした。

　樋口が振り返る。わたしもそちらに首を向ける。中萱さんが目を覚ましていた。脚を内股にして、なにやらモゾモゾとしながら樋口のほうを上目づかいに見ている。

「大変お盛り上がりになっているところ誠に恐縮なんでございますが」

「なんだい？」

　樋口が立ち上がって、中萱さんのほうに数歩歩みより、また細かく何度も首を傾かしげる。わたしは、まずいと思う。樋口の興味が中萱さんのほうに移ってしまっている。なんとかこちらに気を引かなければと思う。わたしはなにか、なんでもいいから声を出そうとして。

「おしっこ」

「は？」

　中萱さんのその言葉で、わたしの思考はサッと霧散してしまい、口を開いただけでなにも言うことができなかった。ここまで終始自分のペースで捲まくし立て続けていた樋口も、虚を突かれたようにポカンと口を開けて、間の抜けた声をあげている。

「おしっこ。漏れちゃう」

「はあ、勝手にすればいいじゃん。別に漏らしてれば。僕はそんな細かいことでいちいち怒ったりしないからさ」

　こう見えて意外に大らかなタイプなんだよね、と樋口は両腕を広げてみせる。その様はどこか滑こつ稽けいで、中萱さんに乱されたペースを必死に立て直そうとしているようにも見えた。

「だって汚れちゃうじゃん」という中萱さんの不満に、樋口は「どっちだっていいじゃんそんなの。君、どっちみち今からここで死ぬんだからさ」と答える。口調は努めて冷静さを装っているように見えた。隠しきれないイラつきと、それ以上の困惑が滲にじみ出ている。

「え～？　よくないよくない。今日のパンツすっごいかわいいお気に入りのなんだから」

「だから知らねえって。勝手にしろよ。そんなんで拘こう束そくを解いてあげたりしないからね」

　なんだか、樋口が必死になっているように見えた。頑張って気狂いをやっている男が、真性の気狂いに負けないように、精一杯に気狂いを演じているような感じだな、なんて冷めた考えが頭をよぎった。わたしの思考を支配していた恐怖と焦燥感が晴れていくような気がする。こういうのも、正体見たり枯れ尾花と言うのだろうか。

「じゃあ脱がせて」

「は？」

「拘束は解かなくていいからこのままでいいからパンツを脱がせて。百歩譲って漏らすのはいいとしてもパンツが汚れるのは本当にヤだ。絶対にヤだ」

「なんだ君……？　わりとマジで意味わかんないね。大丈夫なの？」

　最終的に、素で中萱さんの精神状態を心配するようなことを樋口は言う。樋口のほうが、先に素に戻ってしまっている。狂気が、解ほどけてしまっている

「だから大丈夫じゃないってば！　テンション上がり過ぎるとおしっこしたくなるのと同じように、尿意が極きわまってテンションが上がっちゃうこともまたあるわけ!!　分かる？　んん～～テンションが高まって……きましたよ～～!!」

「だから分からねえって言ってんだろ!!」

「いいじゃんパンツ脱がせるくらい！　あ、分かった！　そんだけ悪ぶってても実はリアルな女の子のパンツを脱がしたこととかないんでしょ!!」

「は？　お前マジで今の状況分かって言ってんのか？」

　中萱さんの安い煽あおりに、樋口が反射的に言い返している。普通にキレている。普通だ。普通の男が普通に怒りそうな煽りで、普通に怒っている。

「あ、上手にできなくて笑われちゃうかもとかそういう心配してたりする？　童貞力高すぎない？　ただ女の子の股から布を一枚取り去るだけのことだよ？　怖くないよ～怖くない」

　これはただの布ですよ～♪　と、中萱さんがクネクネと妙な動きをしながら、歌うように節をつけて口ずさむ。

「……ったく、しかたないな」

　結局、樋口のほうが折れて、フローリングの床に手にした日本刀の切っ先をトンッと突き立てると、ゆっくりと中萱さんに歩み寄り、しゃがみ込んでスカートの中に手を入れた。樋口が下着のふちに手を掛けて、樋口の顔と、中萱さんの顔が、近づく。

「ん」と、中萱さんが言った。

　中萱さんは目を伏せて、軽く顎を上げている。

　ごく僅かに開かれた唇の隙間からほんの少しだけ、前歯の白い輝きが見えた。

　その奥に潜んでいるであろう、赤く滑らかな舌の気配が、僅わずかに。

　見ようによっては、それは樋口にキスをせがんでいるようにも見えた。

　樋口は動きを止め、無言でその顔を見つめて。

　一秒。

　視線が、中萱さんの唇に。

　まるで、吸い寄せられるように、唇に顔を寄せて──。




　バキンッ!!




　たしかに、ずっと注視をしていたはずなのに、その瞬間を視認することはできなかった。

　気が付いたときには、樋口の首から上が完全に消失していた。

「ほっ」

　中萱さんはすかさず脚を胸元に抱え込み、両足でキックするようにして、中萱さんのほうに崩れ落ちそうになっていた樋口の身体を押し返す。頭を失った樋口の上半身がゆっくりと後ろに倒れはじめ、ワンテンポ遅れて、その切断面から激しく血が噴出した。中萱さんは「うわっ」と声をあげて、身をよじって血しぶきをギリギリで回避する。

「お～、セーフ。危なかった～。制服汚しちゃうところだったよ」

　制服って無駄に高いんだよね、なんて言いながら、ペロリと舌なめずりをする。小さく薄い、可愛かわいらしい唇が、てらてらと脂で光っていた。

　頭を失った樋口の身体は、当然もう動かない。

　死んだ。

　きっと自分が死ぬということを自覚する暇もなかっただろう。もう、死の恐怖に怯おびえることもない。死んだらそれでおしまいだ。失われて、永遠に戻らない。

「あ、でもこれどうしようね？　わたしたち結局、拘束されたままじゃん！」

　え？　実際ピンチ！　詰んだ!?　と、後ろ手の手錠をガチャガチャさせながら、中萱さんが騒いでいる。わたしはそれを見て、堪こらえ切れずにムッと笑う。

「あー、ちょっと待ってね」

　ついさっきまで、ずっとわたしを支配していた恐怖と焦燥感は、樋口の死と同時に消え去っていて、思考はすっきりクリア。落ち着いて、意識を集中する。

　愛と勇気と信じる心が魔法になる。

　わたしは右手にマジカルアンロック（魔法少女アイテム：あらゆる物理錠を開錠できる）を握り、後ろ手でなんとか動かして手錠を解く。立ち上がって、中萱さんの手錠も外してあげる。

「ん、ありがと」と、カジュアルにお礼を言って立ち上がり、軽く身体を曲げ伸ばしして負傷がないのを確認すると、中萱さんはやおらスルスルと制服を脱ぎ始めた。

「え、ちょっとなに??」

　唐突なサービスカットに困惑するわたしをよそに、中萱さんはパッパと下着一枚になって「え、だって脱がないと汚れちゃうし」と、さもそれが当たり前のことのように言う。

「あ、いくら女の子同士とはいえ、ちょっとあっち向いててほしい感じはあるかも。恥ずかしいし」

　そう言って、わたしの肩を持って１８０度クルリと反転させる。わたしは壁のほうを向いて立つことになる。背後で手早くブラとパンツも脱いでいる気配がする。

「え？　え？」と混乱するわたしの後ろのほうで。

「食べ物を粗末にするのはいけません」

　バキバキバキバキと、物もの凄すごい物音がしている。

「え？　あ、やっぱ結局のところ、実際に男を食いまくってはいたわけ？」

　どうやら、わたしの後ろでは、樋口が綺き麗れいさっぱり食べ尽くされるグロシーンが展開されているところのようだった。

　命の危機が去った安あん堵どとか、想定外のかたちで復ふく讐しゆうを終えてしまった肩透かし感とか、ともあれ全部終わったのだという虚脱感とか、今繰り広げられているこのグロシーンはいったいなんなのだろうかという疑問とか、考えるべきことが飽和してしまって、めんどくさくなってしまったわたしは「まあいいか」と雑に納得して、とりあえずのところは深く考えるのをやめにした。

　もういいや、最終的に帳尻が合うなら、細かいところは別にどうでも。







「妖刀村むら雨さめ。属性は水。効果は恐きよう嚇かくと粗略」

　小海は派手なマカロン柄の布団カバーが掛かったベッドに腰掛けて、優雅にその芸術的な曲線を誇る脚を組みかえながら、そう言った。

「よくいるでしょ？　ただそこにいるというだけで、場の空気を重苦しくしてしまうような感じの悪いやつ。妖刀村雨の恐嚇の効果はその延長線上にあるもの。目の前の人間に恐怖と焦燥感を与え、一定の範囲内になんか嫌な感じを振りまく」

「それが、樋口があれだけド派手に殺しまくっていても、誰にも目撃されなかった原因だったのね」

　わたしはマイメロのシールがベタベタ貼られた学習机に浅く腰掛けて、そう訊たずねる。

「結界、と言えるほど強力なものじゃない。立ち入ろうと思えば物理的な障害はなにもないから。ただ、なんとなく嫌な予感がしてついつい避けてしまう。目を逸そらしてしまう、といった程度のしょぼくれた効果だよ。でも、それだけでもちょっと人目につきにくいところに入り込まれると、なかなか尻尾が摑つかめなかったみたいね」

「効果がしょぼすぎるせいで逆にバックラッシュによる歪ゆがみもほとんどないから、ヴァーチェの網にもかからなかったみたいだし」

「そのうえ、魔法少女との相性は最悪」

　と、小海は外国人がやるみたいにオーバーに両手を広げてみせる。

「いくら魔法少女が常に敵よりも強い魔法を使えるとは言っても、その魔法少女の魔法の源泉は愛と勇気と信じる心。だから、勇気が恐怖に負けてしまえば魔法を使うことはできない。パワーの大小じゃなくて、相性の問題」

「でも、そうは言っても所詮はオブジェクトによって人間風ふ情ぜいに付与されただけのちょっとした異能。人間ごときに、鬼を恐怖させることなんてできはしない」

　それで、中萱さんには村雨の結界が通用しなかった。村雨の結界を貫通して、ラブホの窓から樋口が「あの子」を殺すシーンを目撃することができたのだ。誰かの視線を感じた樋口は頭部だけを持って逃走し、その後で中萱さんが様子を見に来た。そのころには、わたしの頭部はヴァーチェによって復元されていて、あの状況になったというわけだ。

「世間を震しん撼かんさせた連続殺人鬼の人食いマンが、マジモノの人食い鬼に食べられちゃったなんて、笑い話にもならないけど。こういうのも井の中の蛙かわずとか言うのかな」

　堪え切れないという風にフフフと笑って、小海は組んでいた脚を上げ反動をつけるとホイとベッドから立ち上がった。

「まあなんにせよ、ありがとね。これでようやく、こうしてわたしの脚も戻ってきたことだし、いちおうお礼を言っておくよ」

　そんなのわたしが勝手にやったことだから、とか、これも結局はわたしの頭の中で起こっているだけのひとり相撲だから、とか、そういったいろいろな言い訳が一瞬、わたしの頭に思い浮かんだけれど、わたしはそのどれも口に出すことはなく、ただ「どういたしまして」とだけ返事をした。軽くもなく、重くもなく、ちょうどいい。適切な「どういたしまして」になっていればいいなと思う。

「ずいぶんと素直になったね。それはわたしとも、また違う人格みたい」

　地獄と契約した「あの子」は、小海の無念を晴らしたいという想いと、小海に成り代わりたいという屈折した願いとで、人格そのものを書き換えてしまったから、細かいことを言えば、その時点で明あか科しな恵めぐみという人間の連続性は怪しいものだとも言えた。今のわたしのこの人格は、基本的には小海がベースになっているはずなのだけど。

「でも、それは飽くまであの子が憧れていた廻めぐり沢さわ小海。幻想の無敵の栗くり毛げの美少女だから、それもまた本来の小海からは乖かい離りしているわけで」

　そのうえ、一度死んで新たに生まれ直して、ますます自己の同一性が怪しくなってしまっていて。本当のところは自分がどれで、このわたしはいったい誰なのか、わたしにはもうすっかり分からなくなってしまっていた。

「でもたぶん、そんなこと、それほど珍しいことでもないよ」

　小海がそう言って、わたしに歩み寄る。

「誰かに憧れて自分で自分を書き換えてしまうのも、一度死んで生まれ直してみるのも、女の子なら誰でも使ってしまうような魔法のひとつ。女の子は誰でも魔法を使えるの」

　わたしの頰ほおに、小海の小さな掌てのひらが触れた。それは冷たくて、柔らかい。

「そうね、たとえばある映画を見たとして、その人がその映画の影響で大きく考え方を転換したとするじゃない？　そうすると、もうその映画を見る前のその人と、映画を見た後のその人とでは、もはや同じ人格とは言えないわけで。でもやっぱり、そうは言ってもその人はその人なわけで」

　つまりは、そういうことなんだよ。と、わたしは簡単に結論付ける。

「いまの君は、いろんな人に少しずつ似ていて、でも誰とも同じじゃない。わたしは悪くないと思うよ。今の君もそれはそれで」と、わたしが言う。

「まあね。結局のところ、人は自分の肉体という檻おりから逃れることは、絶対にできないもの。与えられた状況の中で、精一杯にやっていくしかないんだわ」と、わたしは答える。

　このわたしがこれからどうなっていくのかは分からない。

　でも、始まる。やっと、ここから始まるのだ。

　意固地に固まらず、かといってただ流されるのでもなく、自分で自分を規定してしまうことなく、胸を張って、顎を上げて、背筋を伸ばして、悠々と伸びやかに。

　神ですら予測不可能な、わたしたちの無限の可能性。自由に思い描く未知の未来。

　与えられた魔法じゃなく、わたしの、わたしだけの魔法で。

　さあ、これからどこまで行こうか？







　以上で、わたしの語ろうとしたこの物語は終わりとなる。

　話が前後したり、捉とらえどころがなかったりして、もしかしたら、結局なにが言いたかったんだと、あなたを憤慨させる結果に終わってしまったかもしれない。でも、伝えたいなにかを取りこぼすことなく、なるべく正確に伝えようと思うのならば、これが今のわたしにできる最善だ。あるいは、他の誰かであれば同じ話をもっと整理して上手に語れたのかもしれないけれど、残念なことに、この物語をできる人間もしようとする人間も、わたしの他には誰も存在しないのだから。諦めて受け入れてほしい。




　なにかを変えられたとは思わない。

　なにかが始まればいいと思う。







　話はこれでもう終わりなのだけれど、もちろん、多少の後日談はある。




　樋口が唐突に消息を絶ち、そのことを心配した彼の職場の人間が彼の親族に連絡を取るまでに、しばらくの時間がかかった。樋口の自宅の玄関は施錠されておらず、訪れた彼の親族が中を捜索して冷蔵庫に詰められていた被害者たちの遺体の一部を発見し、警察に通報した。人食いマンはこれまでも数々の物証を現場に残していたので、樋口の自宅から採取された樋口の情報とそれらが一致したことで、警察は一連の連続殺人事件の犯人が樋口であると断定した。しかし、肝心の樋口の行方ゆくえはようとして知れることがなかった。

　地下のオーディオルームに残されていた大量の血痕は樋口本人のものと推定され、それが明らかに致死量を超えていたことから、警察は樋口がなんらかのトラブルによってまた別の人物に殺害され、遺体は持ち去られてしまったのだと考えているようだったが、断定するまでには至っていない。樋口は全国に指名手配され、形式的には今なお逃亡中という扱いになっている。時折、誰かが思い出したように人食いマンのことを話すこともあったが、それらは多くの場合において正確性を欠いた都市伝説という形態を取っていた。

　死と、それに伴う自らの自我の消滅を誰よりも恐れた樋口は、ある意味では死後も語り継がれ世界に残存する概念へと昇華したとも言えなくはない。もっとも、そんなことは自我の消滅を恐れた樋口の魂に対して、なんの慰めにもならないだろうし、そもそも魂などというものも存在しない。死のその先など、どのような形においてもありはしない。彼の魂には救済も、死後も続く地獄の責め苦もなく、誰しもがそうであるのと同様に、ただ二度と自覚することのない永えい劫ごうの消失があるのみだ。




　すべてが終わったあとで──つまり、ケルベルも消えてわたしの顔から小海の面おも影かげが去ったあと、人食いマン事件の翌年の春のお彼ひ岸がんの時期になって──わたしはようやく、小海の墓前に手を合わせるために小海の自宅を訪ねた。

　クラス名簿で小海の自宅の番号を調べ電話をかけ、自分が中学校の同級生であり、ぜひ墓前にお参りをさせて頂きたいのだと用件を伝えると、応対してくれた小梅の母親は快く了承してくれた。お墓の場所が電話では説明しづらいという話だったので、小海の母親への挨あい拶さつも兼ねて、いったん小海の自宅を訪問することにした。

　クローゼットを見渡してみても派手で安っぽいロクでもないような服しか入っていなかったので、我がことながら溜ため息をついて、結局、学校の制服を着ていくことにした。同じ公立の中学校に通っていたのだから当たり前のことなのだけれど、小海の自宅はわたしの家から、歩いても三十分ほどで行ける近所にあった。この時になるまで、わたしは小海の自宅がどこにあるのかすら把握していなかったのだ。やはり、明科恵と廻沢小海は、別に友人同士ですらなかったのだろうと、あらためて思う。

　インターホンを鳴らすと、小海の母親が門もん扉ぴまで出てきて招き入れてくれた。小海によく似た美しい人だったが、微ほほ笑えんではいても隠し切れない、陰りと疲れが付きまとってはいた。挨拶を交わして持参した菓子折りを渡し、案内されるままに玄関をくぐると、家全体にほんのりと線香の香りが漂っていた。きっと毎日、遺影に線香をあげているのだろう。

　玄関を入ってすぐ横の、畳の部屋に通された。

　仏壇と言えるようなちゃんとしたものではなかったけれど、白布を敷いた台の中央に、位い牌はいと遺影が置かれ、一通りの仏具が揃そろえられていた。わたしはその前に正座をして、位牌に線香をあげさせてもらう。遺影の中では、小海がまるでこの世を統すべる女王であるかのような、天下無双で完全無欠の美しい微笑みを浮かべていた。よくこんな写真が残っていたものだなと、少し感心してしまう。彼女の性格てきに、カメラを向けられてこのような表情を見せることは珍しいことのように、わたしには思われたのだ。

　でも結局のところ、わたしが知っている小海の性格なんていうのは、非常に限定的な一側面でしかなくて、やはり彼女も家族に対しては別の側面を見せていたのだろう。誰が撮ったものかは分からないけれど、きっと、カメラを構えた人物のことを、小海は心から信頼していたのに違いない。

　しばらく黙って手を合わせ、目を閉じていた。

　顔を上げ、目を開き、わたしは反転して、後ろで黙って待っていてくれた小海の母親に頭を下げて礼を述べた。こういった際の守るべき作法などはよく知らないけれど、それほどの失礼はしていないだろうと思う。こういうのに重要なのは、たぶん気持ちのことだけなのだろうから。

「あなたがそうしていると、なんだか小海が帰ってきたみたいな、変な感じがするわね」

　お線香をあげ終えたわたしに、小海の母親は微妙な表情で、そう言った。

「そうでしょうか。ぜんぜん似ていないと思いますけれど」

　つい先日までの、長く綺き麗れいな栗くり色いろの髪をしていた頃のわたしであれば、強く小海の面影を感じさせたかもしれないけれど。そのことが、いまいち小海の墓前を訪ねることに対して気が引けていた原因でもあったのだから。でも、また黒髪の三つ編みどんぐりに戻った今のわたしに、小海を連想させるような要素があるとは思えなかった。

「そうね、年頃以外、なにも似ているところがないように思うのだけど。不思議だわ」

　そう言ったあとで、小海の母親はほんの少し迷うように瞳を揺らせ、わたしの顔を見て「去年の春頃のことだったかしら」と、話をし始めた。

「一度、あの子が帰ってきたことがあったのよ。その時は、ちゃんと両脚がついていたわ。友達のおかげで脚が戻ってきたから、これでやっと自分の行きたいところへ自分で歩いていけるって、そう言っていたの。だから、自分はそろそろ次の場所へ行くことにするって、そういう報告に来たのね」

　それは、時期的には小海がわたしの部屋を訪ねてきたのと、同じぐらいの頃だろうか。いや、彼女はわたしが自分の頭で捏ねつ造ぞうした、わたしのイマジナリーフレンドに過ぎなかったはずだ。だから普通に考えれば、同じぐらいの時期に小海が母親の元を訪れたことも、きっとただの偶然なのだろうけれど。

「ああ、やっと終わったんだなって、思ったの。終わるべきことはすべて、ちゃんと終わったんだって。だから、あとはわたしたちがただ、そのことを受け入れるしかないのね」

　小海のお墓は、山手のほうの新興の霊園にあるということだった。わたしは礼を言って小海の自宅を辞し、その足でそのまま小海のお墓に向かうことにした。

　駅前までの道を歩く。暦の上ではもう春とはいえ、風はまだすこし冷たい。それでも、歩いているうちに少し、身体が温まってくる。冬のあいだグレーがかっていた空が、だんだん青みを取り戻してきていた。馬鹿みたい、というほどには青くない。

　死によって、誰かの存在が永遠に失われてしまうことは、とても悲しい。どんな風に理屈をつけてみたところで、それを覆おおい隠してしまうことなどできない。でも、死によって決定的に隔てられていなくとも、時間が一方向にしか流れていかない以上は、あらゆるものごとは既に取り返しなどつかないのだ。自分自身にしても、もう昨日の自分に戻ることはできない。時の流れは泥も涙も飲み込んで流れ続けていく。

　もちろん、これはただの慰めに過ぎない。

　でも、慰めもなしに生きていけるほど、やはり人間は強くはないのだから。

　自分自身の弱さも一緒に抱え込んで、歩いていくしかない。自分の脚で。

　駅前で、初めて乗る路線のバスに乗って、山手のほうへと向かう。バスはゴンゴンと山道を登り、曲がり角で時折、街を一望することができた。山肌のところどころに、赤みのつよい紅梅の花が咲いていた。花言葉は、約束を守る。

　常軌を逸して美しかった魔法少女、廻沢小海。

　彼女の喪失を受け入れられず、幻想の彼女に成り代わろうとした愚かな少女、明科恵。

　小海も恵もこの世を去り、その存在はどちらも少しずつわたしの中にあって、でもこのわたし自身は既に、そのどちらでもない。

　でも、やっぱり小海が言っていたように、これはそれほど珍しいことでもないのだろうと、なんとなく自然に、わたしはそのことを受け入れている。最近ようやく、受け入れられるようになってきている。

　霊園前というバス停で降りると、本当に新しくできた霊園のためだけのバス停だったらしく、妙に綺麗に舗装されたロータリーとバス停、それにお茶屋さんと霊園事務所と自動販売機の他にはなにもないところだった。霊園事務所で受付を済ませて、お茶屋さんでお花と線香を買って、柄ひ杓しやくと手て桶おけを借りる。最近はお茶屋でもわりと幅広い種類の生花を取り揃そろえているらしい。無難な菊なんかお供えをしても、小海はチッと舌打ちでもしそうな気がしたから、なるべく派手で大きいのにしてもらった。

　小海のお墓は、まだ更地のほうが目立つやや奥まった区画に、ひとつだけ離れるようにしてポツンと立っていた。ちょうど斜面が開けていて街を見下ろせるようになっているから、眺望だけはいいように思う。四角く没個性的なその墓石には、小海を感じさせるような要素などなにひとつなく、きっと、すでに両脚を取り戻した小海は、こんな面おも白しろ味みのない場所に留まってなどいないのだろうけれど。

　これはただの石に過ぎない。納められたお骨でさえも、やはりそれはただの骨だ。なんの意志も持たない、ただの物質でしかない。そこに小海はいない。

　けれど、この石がたとえば待ち合わせのためのなにかの目印とか、あるいはなんらかの電波を中継するアンテナのような、そんな機能を果たしていればいいのになと思う。

　わたしは墓前に花を供え、たしか水を掛けるんだったよな～という曖昧な記憶を引っ張り出しながら、手桶の水を墓石に注ぎ、線香をあげ、膝を折って手を合わせた。

　俯うつむいて、目を閉じる。

　しばらく小海のお墓の前で、そうしてじっとしてはいたけれど、その間、これといって特にどのような想いも、わたしの胸の内には存在していなかった。




　すべては雨が止やむように、ただ消えていく。







　あらゆるものは通り過ぎ、やがて失われる。

　終わりまで、今だけがどこまでも続く。







　最後にもう一度だけ、中萱梓あずさの話をする。




「五人も殺してるって言ったんだよね」

　事件の翌日、屋上でプーアル茶をゴクゴク飲み干してから、中萱さんがそう言った。よくそんなマズイものをゴクゴク飲めるなあと思うけれど、よく考えてみたら人間を生のままで頭からバキバキ食うような味覚をしているのだから、それぐらい臭くてエグい味のほうが好みに合うのかもしれない。

「実際は四人のはずじゃん？　少なくとも、ニュースとか報道ではそういうことになっていたはずだし、じゃあ、なにを勘違いしたんだろうって考えたら」

「そっか、四人目のわたしは復活しちゃったせいで死体が存在せずに事件化していなかったから、一般的にはあの時点で被害者は西条を含めて四人と思われていたはずだものね」

「そ。それで、ああこの人はあの場所でもうひとり誰かが殺されたことを知っているんだろうなって思って。でも、そのことを知っているのって、あの場にいたわたしたちを除けば、あとは実際に殺した犯人ぐらいじゃんね？」

　犯行は極めて場当たり的で杜ず撰さん。樋口には事件を隠いん蔽ぺいしたり容疑を逃れようとするような思考すら、ほとんどなかったのかもしれない。下へ手たに場数を踏んでしまったがために、慢心して自分は絶対に捕まらないとでも思っていたのか、あるいは真に強大な超常の存在に接したことがないせいで、たかが妖刀村むら雨さめごときの低級なオブジェクトの力で全能感に酔っていたのか。なんにせよ、普段の会話でポロリと核心的な言葉を漏らしてしまうほどに迂う闊かつだったということのようだ。まあ、ボーッと聞き流していて特段気にも留めていなかったわたしが、今さらそんなことを言ってみても結果論でしかないのだけれど。

「そんな感じで、あ～この人なんかあやしいな～あんまり近寄りたくないな～って、わたしは思っていたんだけど、そしたらなんか向こうから近づいてきたものだから、どうしようかな～って考えて、逃げるのも癪しやくだし、きりがなさそうだし、いい機会だからついでにやっちまうか（？）ってことで」

「やっちまうかって……」

　死にたがっている人間を見分けることができる、と樋口自身は言っていた。死にたがっている人間を殺してあげているのだと。中萱さんが死にたがっているとは、わたしには思えないけれど、樋口はそのように判断したのだろう。そもそも、樋口が自分の口で言っていたことに、どれほどの意味があるのかも分からない。たぶん、あいつは既に狂っていた。多少なにかが符合したところで、狂人の言葉になど、なんの意味もないだろう。猿のタイプライターだってシェイクスピアの一節を打ち出すこともある。

「ま、それで。誘われるままについていって、チャンスを窺うかがっていたわけなんだけど」

　人食いマンのほうも人食い鬼に目をつけていたし、人食い鬼のほうでも人食いマンを狙っていたというわけだ。宿命の対決というか、スタンド使い同士は惹ひかれ合うてきな、バケモノにはバケモノぶつけてやるんだよ、みたいな。

「わたしもそんなに潔癖なほうじゃないんだけど、さすがに洗わず食べるのはちょっと抵抗があるから、なかなか思い切りがつかなくてさ～」

　結局、そのまま食っちゃったけど。まあ、死にはしないでしょ。

　なんとも豪胆な話だと思う。

　今日もわたしと中萱さんは、屋上で並んでお弁当を広げていた。相変わらず、お互いの間には人１・５人分くらいの隙間があって、親密さを感じさせない適切な距離が保たれている。そして、やはり相変わらず、その微妙な距離感はわりあい居心地が良くて。

「ま～いいか～。なんかいろいろ悩んだりグシグシ考えたりしていたはずなんだけど、こんな結末、いきなり横からトラックが突っ込んできたみたいなものよね。なんだか真ま面じ目めに考えるのも馬鹿らしくなってきちゃった」

　お弁当箱の中を逃げ回るプチトマトをお箸はしの先で追いかけながら、わたしはそう言って大きな溜ため息をついてみたりする。自分の存在意義とか存在理由とか、なんかそんなような形けい而じ上じよう学がく的で観念論的で哲学めいたことを考えないといけないような気もしたけれど、そのへんのことも含めて、今はなんだか、すべてがただただめんどくさい。

「え？　なにトラック？　大丈夫？」と、お箸を口に咥くわえたまま心配そうな顔をつくって覗のぞき込んでくる中萱さんに「ま、大丈夫なんじゃないかな」と、わたしは投げやりな返事をして、力なく笑う。独りよがりの悩みなんか笑い飛ばすしかないのだ、結局は。

「ていうかさていうかさていうかさ」と、中萱さんが、また唐突に話題を急旋回させて。

「めちゃくちゃ今さらなんだけど、わたしたち自己紹介もまだしてなかったよね。わたし、中萱梓。よろしくね？」

　本当に今さら、そんなことを言われて。

「明科……じゃなかった。えっと今は、沢さわ城しろ。沢城恵めぐみです」と、わたしはつい先日、両親の離婚で名字が変わったばかりの、まだ自分でも馴な染じみのない名前を名乗る。

「沢城恵？　なんて呼べばいい？　メグミちゃん？　メグちゃん？」

「あ～、そのへんは微妙なのよね。まずメグミちゃんはダメ。競争率が高すぎる。角すみ田ださんもメグミだし、あと一軍の春日かすが井いさんもメグミでメグちゃんって呼ばれてるし」

「……なにその一軍って？」

「クラス内ヒエラルキー。あんまり調子に乗ると生きづらいのよ」

「え～？　メグちゃんも駄目かあ～。ん～じゃあ、沢城の恵だからサワメグだね」

「サワメグ？　なんかビグザムみたいね」

「ビグザム？　いや知らないけど。そんな頭にアクセントを置く感じじゃなくて、もっとフラットに。サワメグかわいくない？」

「え～？　まあ、なんでもいいけどさ」

「じゃあサワメグはサワメグで決まりね」

　自分自身が誰なのか、いったい何なのか、存在そのものが不安定で曖あい昧まいなわたしは、新たな名前を与えられてこの身体に定着する。魔法少女サワメグとして、世界に固定される。

「ナカアズ」

「なにそれ……語呂悪すぎでしょ。わたしは普通に梓でいいの。他に梓いないもん」

「じゃあアズ」

「ん～アズか～。アズね～ンッフフ。なんか耳慣れないけど、仲良しって感じするね」

　仲良しって感じ、なのかもしれない。ひょっとしたら。

　ぼっち飯同士のわたしたちは、昼休みになると、屋上に出てふたりで並んでお弁当を食べる。雨の日なんかはふたりで「あー」という顔をして、どこか落ち着けそうな場所を探して一緒にフラフラと校内を彷徨さまよったりもする。約束の安住の地ヴァルハラはまだ見つからないけれど、まあふたりでなら、それを探して彷徨い歩くのも、それはそれで楽しいイベントかもしれないと思える。

　なんだか、なんとなく曖昧に、わたしたちはちょっと友達っぽい感じになった。

　ひょっとしたらこういうのが友達っていうのかなと、近頃たまに考えてみたりもする。

「世界五分前仮説って知ってる？」

「村むら上かみ龍りゆうでしょ？　わたしあの人はダメ。なんか生理的に文が苦手」

「それは五分後の世界」

「だいたい合ってるくない？」

「ん～そうね、だいたいは合ってるかも」

「前後十分ぐらいは誤差の範囲内だと思うんだよね。あんまりキチキチしても生きづらいと思うよ？」

「待って、なんの話？」

　せっかく友達っぽいのだから、このわたしという存在の特異性について、真面目に相談でもしてみようと思ったのだけど、なにかの気の迷いでそんなことを思ったりもしたのだけれど、案の定というか、初手から話題があっちこっちに飛躍して、結局なんだかどうでもいいような、投げやりな気分になってくる。

「ん～と、つまり何の話をしたいかというと、過去の記憶があるということも、別に過去からの自分の自我の連続性を担保するわけではない、とかそういうことなんだけど」

「あのね、サワメグ。こういうのは歩み寄りが大事だと思うよ」

「アズがそれを言う……？」

「もっとわたしにも分かるように喋しやべってくれないと」

「え～っと、だから、わたしはわたしがわたしだったという記憶を持ってはいるけれども、それはついさっき植え付けられたばかりの偽の記憶であって、わたしはつい五分前にこの世界に生まれたばかりなのかもしれないということよ」

「少なくとも五分前にはいたよ？　わたしが見てるもの」

「それすらも、なんの担保にもなりはしないということなのよ」

　分っかんないな～と、アズはまた読むともなしに薄い文庫本を弄もてあそびながら返事をする。それは理解のためのリソースを十全に割いてくれている態度とも思えなかったのだけれど、この子に対してそんなことを言ってみても、きっと詮のないことなんだろうなという諦めにも似た予感がある。そもそも、自分がいま文庫本を弄んでいるということにも無自覚っぽい雰囲気があるし、暖簾のれんにドロップキック、糠ぬかにボーリング工事という感じだ。

「わたしはわたしが誰なのか分からない」

「だからサワメグでしょ」

「そのサワメグというのが、いったい何者なのか分からないわけよ」

　分っかんない子ね～と漏らすわたしに向かって、アズは弄んでいた文庫本をポンと閉じ、本当になんでもないことのように「そんなの、わたしは別にどうでもいいよ」と言う。

「だって、わたしは今からサワメグを知っていくんだからさ」

　そう言われてみると、そうだな、別にどうでもいいか、という気も少ししてきてしまうのだから、きっと、それは本当にどうでもいいことなのだろう。

　魔法少女設定の不思議ちゃん枠がすっかり定着してしまって、完全にイタイやつ扱いのわたしにようやくできた唯一の友達が、街をフラフラとうろついては援助交際だか売春だかそんなことをやっているらしいともっぱらの噂うわさのアズなものだから、これはＡＴフィールド全開のふたりだけのワンダーランドでますますアンタッチャブルな雰囲気が高まっていて、これ以上友達が増える見込みも薄い。

　まあでも、友達なんてひとりいれば十分なのかもしれないなって、そんな風に思ったりもする。清く正しく、実に正しく、誰とでも仲良くやっていこうとしても、なかなか上う手まくいかないし疲れてしまうけど、かといって友達なんか必要ない自分はひとりで生きていく～なんて肩かた肘ひじ張って頑張るのも、それはそれでしんどいし。

　たぶん、これはそういうことでもなくて。

　友達って、なんか気が付いたらなっちゃってるものみたいだなって。

　アズはあれからも特に自重することもなく、たまに街をウロついては成り行きでペロッと通りすがりの男を食っちゃったりもしてるみたいで、そのへんの軽率な凶悪さに対しては、愛と勇気の魔法少女てきには、なにか言ってやりたい気持ちがないわけでもない。

　でも、小海を殺した樋口のことは絶対にブチ殺そうと思っていたし、無関係の人間を無残に殺すなんて唾だ棄きすべき邪悪だと考えていたはずなのに、わたしはなぜか、そのへんの男を食いまくってる真性の邪悪であるはずのアズのことを、心のどこかで受け入れている。

　アズのことを許している。

　それはひどく、矛盾している。

　整合していない。これっぽっちも正しくない。

　なんだかんだ言ったって、人間、結局は好きか嫌いかぐらいでしかものごとを判断することができないのかもしれない。感覚的な好き嫌いだけが先にあって、後から理屈を捏こねて、自分を説得したり納得させたりしているだけなのかもしれない。彼女はどこからどう見てもまったくもって正しくなくて、邪悪で凶暴で、そしてわたしの友達だった。

　わたしは彼女のことが好きだ。

　それらのことはお互いに干渉することなく、同時に成立してしまっている。

　アズにもちゃんと人並みに好きな人とかがいて、決まった彼氏でもできればもうちょっとは落ち着いたりするのかな、なんてありきたりなことを考えて、ノリで「彼氏でもつくれば？」とか言ってみたりもするのだけれど、アズのほうは「ん～、そうね～」なんて上の空で答えるだけで、そんなに乗り気な感じでもない。

「んじゃアレは？　日くさ下か部べ穂ほ高たか。穂高センパイ」

　思い出して、わたしはその名前をアズに告げてみる。後から思えば、ここが分ぶん水すい嶺れいだったのかもしれないけれど、そのときは本当に、ただのその場の思い付きで。

「誰それ？」

「え、知らないの？　うっわ～哀れ日下部穂高」

　なんてことを言ってたら、気が付いたらアズはちゃっかり穂高センパイとデートしてたりするし、そのついでにおにぎりに命を狙われてたりもするし、かと思ったらそのついでにまた適当な男をペロッと食っちゃったりして、あまりにも行き当たりばったり過ぎて、刹せつ那な的てきで破滅的なところがあって、危うい。ちょっと、どうにかしてもらいたいなと思ったりはする。こんな感じでやっていたのでは、そのうちコロッと死ぬか殺されるかしてしまうと思う。そんなことになったらたぶん、きっとまたわたしは落ち込むのだろう。

　だから、これはたんなるわたしのエゴ。

　わたしがわたしの好きな人に死んでもらいたくないっていうだけの、わたしのわがまま。

　たぶん、わがままを言える相手のことを、友達って言ったりもするのだろうから。

　わたしは自分の勝手で、アズに自分のわがままを押し付ける。

「アズ、ひょっとして別に死んでもいいとか思ってるでしょ」

「いや、それはないんだけれど」

　危機感のなさそうな、例のボーッとした口調でそんなことを言うアズの顔を、わたしはバチーンと両の掌てのひらでガッチリ挟み込んで、強制的に目を合わせる。

　ミクロコスモス。わたしはわたしの世界である。

　わたしたちの世界は絶対的に個別で、断絶していて、隔絶されている。けれど、一緒にいることはできるから。これからもずっと、一緒にいられたらいいなと思うから。

　これが魔法。

　これがわたしの、わたしだけの魔法。

　アズの目をしっかり見つめて、まるで自分自身に言い聞かせるかのように、言う。

　伝われ。







「どんな風に生まれついたとしても、生まれちゃった以上は生きなきゃダメなんだからね」
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